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第 1 章 研究の目的 

 

第 1 節 問題の所在と研究の目的 

本研究の目的は、老年学の主要なテーマであるサクセスフル・エイジングの課題を

音楽という観点から究明する新しい研究領域として「音楽老年学」を構想することで

ある。 

老年学は、その成立当初から学際的な研究分野として、高齢者・高齢期に関わるさ

まざまな現象を対象にしてきた。今日では、かつてよりもはるかに長くなった高齢期

の生活をいかに過ごすかということに大きな関心が寄せられるようになり、老年学が

扱う課題も拡大・多様化し、各学問領域に特有の高齢者・高齢期の生活の課題を説明

する下位領域の老年学（例えば、産業老年学や教育老年学、運動老年学など）が多く

登場し、発展している。しかし、これまでのところ、老年学の研究において高齢者と

音楽について注目した研究は見られない。 

音楽は身体機能の状態や健康状態を問わず、いつでも誰でもどこででも楽しむこと

ができる芸術活動である。関心を寄せているほとんどの人が各々のレベルで参加する

ことが可能であり、生活のさまざまな面で直接的･間接的に音楽に触れ合っている。ま

た、現在の高齢者の多くは、音楽をはじめとして興味あることに関心を抱き、それを

実現する時間とエネルギーを持っている。高齢者の中には、音楽技術を身につけたい

とか、歌ったり楽器を演奏できるようになりたい、また、若いときに習得した音楽技

術を再度身につけたい、といったような願望を長年にわたって持っている人がいる。

またそれまでに修得した音楽の技術や知識を誰かに教えたり実際に演奏して披露した

りするなど、音楽的に活動的な高齢者もいる。 

音楽に対する興味・関心の程度や実際の音楽活動の経験年数、音楽との関わり方は

個人によってさまざまであるが、音楽は、高齢者の生活を豊かにし、結果として心身

の健康状態を向上させるという大きな可能性をもっている。音楽が人々にもたらす効

果についての知識やそれに基づいた実践が普及し、心身の健康の保持・増進のため、

また、友人や仲間との交流を深めるために、積極的に音楽に関わっている高齢者も多

い。さらに、音楽や音楽活動を楽しんでいる高齢者の口からは、音楽を取り入れるこ

とで生活が豊かになり、充実した生活を送っているという言葉が多く聞かれる。社会

的には退職を迎え豊富な時間を有し、生理的には介護を要するほど衰退しておらず、



 - 2 -

心理的にも学ぶ意欲のある人たち、すなわち時間・健康・意欲の三拍子を備えた高齢

者が今後ますます増えることが予想されることから、音楽に興味を抱き、実行する高

齢者も増加することが見込まれる。このような高齢者と音楽の関わりは、老年学が注

目し、関心を寄せるべき課題であると考える。 

従来の研究では、このような高齢者と音楽の関係性を説明する枠組みが限定されて

いた。そのため、研究の対象とされる高齢者や音楽活動は限られている。今後、高齢

者がさらに増え続けると予測され、高齢期の生活について人々の関心がますます高ま

ること、また、個人も社会も健康的に高齢期を過ごすことを願い、それを実現するこ

とが大きな課題となっている流れの中では、音楽が高齢者個人や高齢期の生活にもた

らす効果に関心や期待がさらに寄せられるようになると予測される。高齢期の生活を

豊かにするための音楽に注目するためには、これまでとは異なった新たな研究領域が

必要となると考え、それを本研究では音楽老年学（Music Gerontology）と呼ぶこと

にした。現在のところ、「音楽老年学」や「Music Gerontology」という言葉は竹中と

小田（2007）が用いた他に国内外を通じて用いられていない。 

 

第 2 節 本研究の意義 

従来の老年学の研究は加齢のメカニズムや高齢者の日常的な課題に取り組んだも

のが中心となって展開されてきた。これは、高齢化に伴い変化していく社会において

個人や社会が緊急に解決しなければならない課題に注目しているからであり、それ以

外の領域は後回しにされてきたことを意味している。音楽は、日常における生活活動、

身体的活動、労働的活動と対比して、非日常的な空間で展開される周辺的活動の一種

である。このような周辺的な活動における問題や課題は、早急に取り組むべき深刻な

問題として認識されず、また、すべての高齢者に共通して起こる現象とはとらえられ

ないため、これまで無視・軽視されてきたと言えよう。 

しかし、高齢者に対する関心が高まるにつれて、このような周辺的な活動が、高齢

者の生活において重要な位置を占めていることも指摘されてきた（例えば、

Havighurst, et al., 1969 ; Lemon, et al., 1972）。実際に、周辺的活動に参加している

高齢者の口から、その活動に参加することによって生活が豊かになった、充実した高

齢期を送っているという言葉が多く聞かれている。 

現在の 65 歳以上の高齢者は第 2 次世界大戦中に生まれ、高度経済成長を支えてき
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た人たちである。その意味では子ども時代を通じて趣味に興ずる時間もない中で、高

齢化した人たちである。現在の高齢者世代が育った時代には、大人が余暇を楽しむと

いう考え方が少なく、趣味を開拓する時間も関心も乏しかったという指摘もある（パ

ルモア, 1998）。それゆえ、音楽のような周辺的活動に対するあこがれが強く、そのよ

うな活動に対して希望を持っている人も多いと推測される。川村（2000）は、「楽し

みや趣味すら追求する暇もなく、戦後復興、経済発展のために国民が一丸となって汗

を流した時代がほんの 30 年前まで続いていたのである。そうした歴史をふまえれば、

多くの人々が一生を通じて自らの楽しみや趣味を追求し、そのことを通して自己を実

現していけるようになったことには、大きな意味がある。またそうした歴史の中で、

自己を犠牲にし、子育てや経済活動を第一にしてきた成人が、ピアノの学習を通して

自己を回復しようとすることにも、大きな意味がある」と述べている。 

以上のように、高齢者の非日常的空間で繰り広げられる周辺的活動も高齢期の生活

の重要な側面を構成し、高齢者個人にさまざまな効果や Well-Being をもたらすこと

によって高齢期の生活を豊かにしているため、高齢者にとっては意義のある活動であ

るといえる。このような活動をサクセスフル・エイジングの課題として説明する枠組

みを形成することは老年学という研究領域にも、音楽関連領域にも、その他の関連学

問領域にとってもきわめて意義あることと考える。 

 

第 3 節 本論文の構成 

 本研究論文の構成は以下の通りである。 

 第 2 章では、本研究の研究方法と分析の枠組みについて説明する。 

 第 3 章では、サクセスフル・エイジングの理論的検討を行い、ライフスタイルとい

う観点からサクセスフル・エイジングを説明する有効性について検討する。また、本

研究の分析の視点である音楽ライフスタイルの概念と構造について説明する。 

 第 4 章では、高齢者と音楽に関する文献を検討し、音楽活動を行っている高齢者の

実態と、高齢者が行っている音楽活動の特徴を把握し、音楽が高齢者個人や社会全体

にもたらす効果について検討する。 

 第 5 章では、Gerontology in Music のアプローチの試みとして、音楽ライフスタイ

ルの形成過程を考察する。具体的には、高齢者の音楽活動に関する文章データを分析

し、サクセスフル･エイジングという観点から高齢者の音楽活動の継続ついて考察する。 
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 第 6 章では、Gerontology of Music のアプローチの試みとして、音楽ライフスタイ

ルと他のライフスタイルとの関係性を明らかにする。具体的には、加齢による身体的

変化がもたらす生活の変化と退職というライフイベントがもたらす生活の変化への適

応戦略としての音楽活動について、老年学の理論を用いて考察を行なう。 

 第 7 章では、音楽老年学を構想する。 
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第２章 研究の方法 

 

 

第 1節 本研究の枠組み 

本研究の分析の枠組みは以下の通りである 

 

 

 

 

本研究は Gerontology in Music と Gerontology of Music という 2 つのアプローチで

音楽とサクセスフル･エイジングの関係について考察を行う。この in と of の区別は、

かつて Straus（1957）や Kendall ら（1972）が医療社会学（medical sociology）の体

系を説明した際のアイデアを借用したものである。 

Straus（1957）は、医療社会学における sociology of medicineと sociology in medicine

という二分法について次のように説明している。 

 

  Sociology of Medicine は、組織構造や役割相互の関係、価値体系、形式（rituals）といっ

たような要素の研究や、行動システムの一つとしての医療の機能について探究するもので

あり、しかも、この種の研究は、フォーマルな医療現場以外の自由な立場の人によって最

もよくなされる。Sociology in Medicine は、多くの分野（disciplines）の概念や技術、人

員の統合を内容とする協力的研究や教育を内容とする。（そして）医療社会学のこうした 2

つのタイプは、相容れないものである。･･･プロフェッションの研究や保健資源の組織を扱

うのは、Sociology of Medicine。医者と協力して疫病に対する患者の反応に影響する要因

Gerontology in Music 

応用的アプローチ 

Gerontology of Music 

理論へのアプローチ 

Musical Gerontology 

（音楽老年学） 

【図 2-1 研究の枠組み】 
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や疫病のプロセスを研究するのは Sociology in Medicine である。･･･社会学者は一方では

独立して医療を制度として、また行動システムとして研究し、他方では医者に協力して、

教育機能や治療機能の充実のために彼らを助けるのである。 

 

 この Straus の提起は Kendall ら（1972）によって洗練を加えられ、具体的なテーマ

の分類が試みられている。Kendall らは以下のように説明する。 

 

  Sociology in Medicine とは、社会学的概念や知識、技術を適用して、医療の専門家やその

関連領域で働いている人たちが関心を持っている医学的または社会心理学的諸問題を明ら

かにしていく努力のうちにあるといえる。この場合には、基本的には（狭義の）医療上の

問題の解決を見いだすために、社会学的知識は医学的知識の補完をするのである。これに

対して、Sociology of Medicine が関わるものは、基本的には社会学的な問題を明らかにす

る努力のうちにおいて、医療従事者や医療の制度や組織、そしてそれらの活動領域での他

との関係などについての問題を提起することにある。この場合には、社会学的視点の医療

社会（medical world）への適用というのは、社会の他の分野の活動、例えば、企業体の組

織や教育制度などに、社会学的な検討を加えるのと同様なものなのである。 

 

そして、それぞれの具体的なテーマを次のように分類している。 

 １．Sociology in Medicine 

    A. Ecology and Etiology 

    B. Variations in Attitude and Behavior Regarding Health and Illness 

       1．Sociological continuities: the case of social class 

2．Reoriented sociological concerns: the case of deviance, labeling, and 

stigma 

 ２．Sociology of Medicine 

         A. The Recruitment of Physicians 

         B. The Training of Physicians 

         C. Relations of Physicians to others in role-set 

         D. Medical organizations-the case of hospitals 

         E. Development of Community Health 
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 このアイデアを借用し、本研究では以下のような 2 つのアプローチを行う。 

Gerontology in Music は、高齢者の音楽活動や実践を老年学の理論で説明することと、

それらの活動や実践がより効果的に行われるように老年学の理論を応用するアプロー

チである。こうしたアプローチは、これまでの下位領域の老年学－例えば教育老年学や

運動老年学－でも見られ、活動が高齢者にもたらす効果とそこから浮かび上がってくる

課題を既存の老年学の理論を用いて説明してきた(『現代エイジング辞典』, 1996 ; 堀, 

1999 ; 長ヶ原, 2007)。音楽老年学も、これらの老年学と同様、既存の理論やモデルを

用いて、音楽が高齢者にもたらす効果と課題について説明し、効果的に活動が行われる

ようにそれらを応用していく。 

これに対して、Gerontology of Music は、老年学の理論の発展に向けたアプローチで

ある。高齢者の音楽活動の研究によって得られた事実発見から既存の老年学の理論を修

正、批判、発展させることを目的にする。この種のアプローチによる研究は他の下位領

域の老年学においても現在のところ試みられていないと言ってよい。音楽老年学で用い

る理論は、老年学研究において主要な理論である離脱理論や活動理論、継続性理論、ラ

イフコース論、社会的相互作用論、役割理論、補償を伴う選択的最適化モデルなどであ

るが、単にそれらで高齢者の音楽活動やそこから得られる効果を分析するにとどまらず、

音楽という領域ならではの理論や枠組みを構築することも視野に入れる。 

 

第 2節 研究の方法 

本研究では、音楽とふれあう生活様式を音楽ライフスタイル（Music Lifestyle）と呼

ぶこととし、音楽ライフスタイルとサクセスフル・エイジングの関係を以下の観点から

考察する。 

 

① 高齢者の音楽ライフスタイルの形成過程を検討する。 

② 音楽ライフスタイルとその他のライフスタイルとの関係性を検討する。 

 

本研究で考える音楽ライフスタイルとサクセスフル･エイジングの関係を図示すれば

図 2-2 のようになる。 
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音楽ライフスタイルは客観的な次元と主観的次元によって構成される。客観的な次元

とは外部から観察可能な音楽活動であり、主観的な次元を構成する要素は音楽に対する

関心、興味、価値観、意見、態度、評価である。 

客観的次元である音楽活動は、主観的次元の反映あるいは主観的次元の結果変数とみ

なすこともできるが、主観的次元からは容易に推測、説明できないものも少なくない。

例えば、演歌が大好きなのだが、人前ではそんな素振りをせずに、西洋のクラシック音

楽に興味・関心があるような行動をする場合のことを考えてみる。客観的には、「この

人は西洋クラシック音楽が好きなのだ」、「演歌などの音楽には興味がない人だ」、「高尚

Musical Lifestyles（音楽ライフスタイル） 

Personal Resources（個人的資源） 

 

Exogenous Factors（外生的要因） 

 

Objective Dimension 

（ 行 動 ） 

Subjective Dimension

（価値観、態度、評価）

〈固有資源〉 

身体能力、健康、資質、

知的能力、音楽技能、 

価値観、規範意識 

〈人的・関係的資源〉

人間関係、家族関係、

〈物的・経済的資源〉 

所得、貯蓄、職業、 

交通手段、メディア、

機器、・・・ 

〈生得的要因〉 

性別、年齢、民族、・・・ 

〈社会的要因〉 

文化、経済、政策、・・・ 

Musical Environment（音楽的環境） 

Successful Aging 

A 環境 B 環境 

A ライフ

スタイル 

B ライフ

スタイル 

 

･･･ ･･･ 

･･･ ･･･ 

【図 2-2 音楽ライフスタイルとサクセスフル･エイジング】 
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な趣味を持った人だ」、「インテリだ」と見られるだろう。しかし、本当のところは、演

歌が好きであることを正直に表現すると、「年寄り扱いされそうだ」とか「趣味が悪い

と思われそうだ」、「演歌が好きだと言うのが恥ずかしい」などの理由で、本人の関心・

興味とは異なる行動をしているかもしれない。つまり、外見的には同じように見える行

動であっても、関心・興味も同じであるとは限らないということである。音楽ライフス

タイルを客観的次元と主観的次元の両次元から捉えようとするのはそのためである。 

そうした音楽ライフスタイルは、その個人が有する諸資源＝個人的資源と外生的な要

因によって構成される。ここでは、個人的資源をその人に固有の資源、人的・関係的資

源、物的・経済的資源に分けておく。外生的な要因は、生得的要因と社会的要因に分け

られる。 

これらの個人的資源と外生的要因について、先ほどの、本当は演歌が大好きなのだが、

西洋のクラシック音楽に興味・関心があるような行動をする、という場合のことを説明

すると以下のようになる。 

演歌にしろ西洋クラシック音楽にしろ、音楽を聴くには、テレビやラジオ、ステレオ、

ポータブル音楽プレイヤーなどのオーディオ機器や CD、DVD、カセット、レコードな

どの音楽メディアが必要となる。音楽ライフスタイルには、これらの機器やメディアを

保有していること、また保有するだけの経済的なゆとりがあるという物的・経済的資源

が必要となる。 

大好きな演歌をおおっぴらに聴くことをせずに西洋クラシック音楽を聴くという行

動は、他者からの評価が大きく関与していると考えられる。その人の行動を評価する他

者が演歌に対して低い価値を置いている、あるいは演歌よりも西洋クラシック音楽に興

味を持っている場合には、評価者の前では演歌が大好きであることを示すような行動は

避けるだろうし、評価者と話をあわせるために西洋クラシック音楽を多く聴くようにし

ているのかもしれない。評価者との関係性が深ければ、評価者の価値観がその人の行動

に大きな影響を与えることになるだろう。例えば、家族の中で演歌をひどく嫌う人がい

れば演歌を聴くことは控えるだろうし、西洋クラシック音楽に関する音楽メディアを多

く持っている人がいれば、それに触れる機会も多くなる。 

個人的資源は、その人の年齢や性別、民族といった生得的要因に加えて、その人が暮

らす地域や社会の文化、経済、政策など社会的、環境的条件によって左右される。これ

らは、個人の努力によって変えることができない外生的な要因として音楽ライフスタイ
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ルに関与している。 

以上のような構造の音楽ライフスタイルは、他のライフスタイル（たとえば、職業に

関するライフスタイル、家族とかかわるライフスタイルなど）と相互に関連し合いなが

ら、個人の生活全体を作り上げる。 

以上のことから、音楽老年学で検討するサクセスフル･エイジングとは、音楽にふれ

あうライフスタイルを形成し、他のライフスタイルと相互に関連させあいながら実現さ

れるものとする。 

 

第 3節 分析の方法 

本研究では、文献研究と文章データをもちいた事例研究を行う。 

Gerontology in Music のアプローチについては、老年学の理論を用いて、適応戦略と

しての音楽活動について検討する。本研究では、補償を伴う選択的最適化モデル

（ selective optimization with compensation ）と社会的生産関数理論（ social 

production function theory）を用いる。この 2 つは、生涯発達心理学の視点から個人

の適応を説明するモデル・理論であり、どちらも高齢期の適応過程を説明することによ

り効力を発する戦略について説明されている。これまでのところ、社会的生産関数理論

を用いたサクセスフル･エイジングの研究は、わが国ではまだ行われていない。 

Gerontology of Music のアプローチについては、音楽活動を行っている高齢者の活動

に関する手記を分析し、音楽ライフライフスタイルの形成過程を明らかにする。 

 

本研究で文章データを対象とした理由は、以下の通りである。 

音楽活動は、誰もが参加できるような活動ではあるが、長く継続していくためには特

定の能力や相当の時間、努力が求められる活動であるため、それに継続して参加できる

人はある程度限定される活動でもある。さらに、本研究が注目するような音楽活動を継

続して行っている高齢者の多くは一般高齢者であり、たとえ、活動の実態やそこで起こ

る個人の心理的状況の変化、サクセスフル・エイジングに関連する質問をしたとしても、

それについてうまく、的確に説明できる人はさらに限られてくると推測される。実際に、

音楽活動について記されている出版物が他の活動に比べて少ないことはこの様な実態

を反映しているといえるだろう。 

音楽活動の内容やそれに取り組む自分自身の意識、その変化について上手く文章化し
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て説明できる人が書いた文章には音楽活動とサクセスフル･エイジングに関するより的

確な情報が多く含まれており、音楽老年学を構想する過程においては、できるだけ多く

の情報が入手できるこれらのデータを用いて研究を行うことが有益だと判断した。 

 

第４節  音楽活動の類型 

 音楽という概念は非常に多岐にわたる広い概念であるが、本研究では音楽に主体的に

関わる人々の行動と、その行動が人々にもたらす効果、音楽活動を通して起こる人々の

変化に注目するため、音楽の中でも音楽活動に焦点を当てる。 

 音楽老年学でいう音楽活動の内容は、楽器の演奏、歌唱、音楽の鑑賞、創作の４種類

に分類される。言い換えると、音楽に関わる受動的行為と能動的行為のすべてを含むも

のである。  

音楽活動は、その目的、活動頻度、活動強度、活動者の意識や態度によってかなり多

様に、複雑に展開されていると考えられる。その境界はかなり不鮮明で複雑に入り組ん

でおり、重複している部分が多い。したがって、明確に分類することは難しいが、それ

を前提にあえて音楽活動を分類すると表 2-1 のように 3 つに分けられた。 
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 セラピー・ミュージック カジュアル・ミュージック シリアス・ミュージック

活動の目的 治療・維持・改善・回復 遊び・楽しみ 専門的な活動 

活動者の態度 維持･改善・回復志向 娯楽・健康志向 専門志向 

活動空間 非日常的 日常的 非日常的 

活動場所 施設、病院 日常生活、私的な場所 公的な場所、特定場所

対象者 病気・障害を抱えた人 一般高齢者 一般高齢者 

重要な他者 セラピスト 家族、友人、仲間 指導者、観客、仲間 

他者の意図的介入 有り なし なし 

他者からの評価 必要 不要 必要 

活動の強度 高い 低いことが多い 高い 

活動時間 短い 個人や内容によりさまざま 長い 

活動の系統性 有り ないことが多い 有り 

継続性 高い 低いことが多い 高い 

自発性 低い 高い 非常に高い 

専門的技術 不要 場合により必要 必要 

傾倒度 低い 高い 非常に高い 

活動例 音楽療法 カラオケ、日常的な音楽鑑賞 楽器の演奏、歌唱 

   

1．セラピー・ミュージック 

 1 つ目は、直接的に健康の維持・増進を目的として行う音楽のタイプであり、それを

「セラピー・ミュージック」と名付けた。このタイプの音楽とは、音楽によって身体機

能や精神機能の維持、改善や回復を目的として行われる音楽活動である。施設や病院の

ような場所で非日常的な空間で行われ、対象者は主に病気や障害を抱えた人である。こ

こでの活動における重要な他者はセラピストであり、そこから意図的で系統的な介入が

施され、セラピストから評価されることが必要となる。一回の活動時間は短いが継続性

が求められる。活動者の自発性は低く、専門的技術も必要ないため、活動に対する傾倒

度合いは低い。 

 セラピー･ミュージックの代表的な活動が音楽療法である。板東（2009）は音楽療法

【表 2-1 音楽活動の類型】 
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は 2 つに分類できることを以下のように説明している。 

音楽療法という用語は、広い意味で使われる場合と狭い意味で用いられる場合とがあ

る。まず、広い意味で使われる音楽療法とは、特に病気がない健康な人々が日常生活の

中で音楽を楽しみながらうまく活用している方法であり、「音楽健康法」といえるもの

である。好きな音楽を聴く、気分転換に CD を聞く、コンサートに行く、カラオケで楽

しむなど、広く一般的なものなのである。この場合特に制限もなく、そのとき楽しかっ

たらそれでよいのである。あとから振り返って、あのときにあの曲を使ったのが良かっ

たのか悪かったのか、効果はあったのか、今後どうすべきか、など評価をしたり、研究

をする必要はない。 

一方、狭い意味で使われる音楽療法とは、素人ではなく、音楽療法士や音楽療法の専

門家が対象者や内容を考えて行い、どのような結果になったかをきちんと観察し、評価

し、その結果や方法についての研究を伴っているものである。したがって、音楽とふれ

あうその瞬間だけではなく、長期的な展望にたって計画的に行われる介入方法であると

いえる。専門的な定義として、狭義の音楽療法は「音楽を聴いたり演奏したりする際の

生理的・心理的・社会的な効果を応用して、心身の健康の回復、向上を図る行為」とさ

れており、演奏などの活動的音楽療法と音楽を聴くなどの受容的音楽療法の 2 つに分け

られている。 

 

そして、以上のような音楽健康法と音楽療法の違いを表 2-2 のようにまとめている。 
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  広義の音楽療法 狭義の音楽療法 

呼称 音楽健康法 音楽療法 

対象者 健康な人々 疾病を有する人々 

注目されることの多い

対象者 
高齢者 認知症、障害児（者） 

組織 各種団体 等 医療・福祉施設 等 

施行者 誰でも可能 音楽療法士 等 

評価や研究 必要なし 必要 

形態 カジュアル フォーマル 

服へのたとえ 既製服 レディ・メイド 注文服 オーダー・メイド 

 

この分類から考えると、セラピー･ミュージックが対象とする内容はこの中でも「狭義

の音楽療法」であり、「広義の音楽療法」は次のカジュアル･ミュージックに該当する。 

 

2．カジュアル・ミュージック 

2 つめは、非日常性を求め、楽しさや生活の充実を主に目的とした活動のタイプであり、

これを｢カジュアル・ミュージック｣と名付けた。このタイプの音楽活動は、音楽によって

楽しみを得たり健康を維持することを目的にして行われるものである。日常生活空間やイ

ンフォーマルな場所で日常的に行われ、対象者は主に一般高齢者である。この活動におけ

る重要な他者は家族や友人、仲間であり、他者からの意図的な介入も評価も必要がない。

一回の活動時間は内容や個人によってさまざまであり、活動には系統性や継続性、強度も

低い場合が多い。活動者の自発性は高く、場合によっては専門的技術が必要になるため、

活動に対する傾倒度合いが高くなる。自分の好きなときに、好きな内容の活動を、好きな

だけできるということがこのタイプの音楽活動の特徴であり、その時の気分によって活動

の内容や形態を変化させることができる。趣味活動の一環としての音楽活動や楽しみのた

めの音楽活動はここに当てはまる。 

また、健康を志向して行われる音楽活動もある。前述した音楽療法の分類のうち、広義

の音楽療法はこのカテゴリーに属するものであるといえる。 

【表 2-2 音楽療法と音楽健康法の比較】（板東, 2009, 13、一部修正） 
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カジュアル･ミュージックの代表的な活動としてカラオケが挙げられる。野口（2005）

は、「人は縁によって集い、集いが縁を生む。そしてさまざまな集いの中から新しいもてな

しの文化が生まれてくる。カラオケは今、そうした集いともてなしの文化を演出し、新し

いライフスタイルを生む文化装置として、その役割と効用が見直されている」と説明して

いる。また、「カラオケは受動的な音楽の楽しみをしていた人々に、感動の担い手、送り手

となる喜びをもたらした」とその功績を挙げ、「カラオケの出現により、たとえ限られた空

間であれ、誰もが音楽の主体となり、自分の歌声を他人に披露できるようになった。歌心

の解放が人生の活力になり、人間関係を深めてきたことは間違いない」と述べている。「歌

う」という行為は「自己を映す鏡」、「自己を知る行為」であると述べ、「大好きな歌で自分

の存在を世間にアピールすることは、『社会的評価』を伴う内面的な幸福につながる」と指

摘している。さらに、「普段は『歌が嫌い』という人がカラオケに行くとマイクを握って離

さないことがある。生活の中では音楽から離れていた人たちが音楽に戻ってくる。これは

まさにカラオケの果たした貢献である」と述べている。もちろん、カラオケにいく全ての

人がカラオケが好きであるとは限らず、中には付き合いで行っている人もいると考えられ

るが、大竹(1997)は、「面白いのは、好きでないという人もカラオケについてなにかしらエ

ピソードを持っている」ことを指摘している。たしかに、カラオケでハメをはずしたとい

う経験や、同席した人の意外な一面を見たという話はよく聞かれることである。時には、

このような経験が武勇伝のように語られることもある。これは、カラオケで歌うという行

為やその空間が非日常的な空間を作り出し、そこで人々は非日常的な世界を楽しんでいる

ということである。三浦(1995)は、「カラオケボックスのような素朴なストレス解消装置が、

まず郊外のロードサイドで流行したのも、それが郊外生活者の非日常性への願望が少なか

らず役立ったからである」と指摘している。このように、音楽に疎遠だった人々を音楽活

動へと動員させている／呼び戻しているということ、つまり、カジュアル・ミュージック

を行う人々を増加させているという点で、カラオケの功績は大きいといえる。 

 

3．シリアス・ミュージック 

3 つ目のタイプは、専門的な知識や技術の習得、維持、向上が追求されている活動であ

り、これを「シリアス・ミュージック」と名付けた。このタイプの音楽とは、音楽の専門

的な技術や知識を求めて行われる活動ため、活動者は本気モードで活動を行う。自宅以外

の特定の場所で行われ、日々の生活活動とは切り離された活動でもあることから、日にち
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陽的な空間で繰り広げられる活動であり、対象者は主に一般高齢者である。ここでの活動

における重要な他者は指導者や観客や仲間であり、そこから得られる評価は非常に重要な

ものとなるが、彼らから意図的で系統だった介入は行われない。一回の活動時間は長くな

る場合が多く継続性が高い。活動者の自発性はかなり高く、専門的技術が求められるため、

活動に対する傾倒度合いは非常に高い。ゆえに、コミットメントやフローを体験すること

が多くなる。 

このような活動は、常日頃からその活動に対して努力し、知識や技術を向上し続けるこ

とは求められるため、日々の訓練の積み重ねが重要な要素になってくる。Atchely（1989）

は、「音楽のような複雑な技術を必要とする活動は、ほとんど終わりのない努力と探求が重

要となる」と述べているが、これはシリアス･ミュージックの特徴を端的に言い表している

ものである。 

シリアス・ミュージックに関わることは、短期的には楽しいことが少ないかもしれない。

しかし長期的に見れば、そこで費やされた努力や忍耐によって達成感が生まれ、心理的な

利益を得ることができる。具体的には自己強化、自己充足、自己実現、自己表現、ポジテ

ィブな社会的アイデンティティ、個人的な問題からの逃避と再形成、社会的所属感と集団

への貢献感などがあげられる。また、シリアスに取り組んでいるがゆえに、内容が知らず

知らずのうちに深まり、喜びや楽しみがどんどん増していくと考えられる。いわば、ライ

フワークとなっている音楽活動といえる。 
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第３章 サクセスフル・エイジングの理論的検討 

 

第1節 サクセスフル・エイジング研究の動向 

１．老年学の歴史 

老年学という学問領域は、その成立以降、主に高齢者や高齢期の生活課題を扱ってきた。

『現代エイジング辞典』（1997）によれば、「老年学は、人間の高齢化に伴って起きてきた

種々の変化や問題を解決するために、生物学、医学、心理学、経済学、社会学、社会福祉

学、建築学などの自然科学と社会科学の関連した科学の協力によってできた総合科学であ

る」。そのうち、生物学的、医学的アプローチを行うものを老年医学（Geriatrics）とよび、

それ以外の学問領域からアプローチするものは老年学（Gerontology）あるいは社会老年

学（Social Gerontology）と呼び習わされてきた。 

『現代エイジング辞典』（1997）によれば、社会老年学の研究は「主に、高齢者の心理

学的研究に焦点が当てられてきたが、近年では、高齢者の役割、健康、就労、社会参加、

年金制度、医療制度、扶養、介護、高齢化対策などの問題にも強い関心が向けられている。

これは、日本を含めた先進諸国において人口の高齢化が急速に進み、高齢化問題への政策

的対応が求められるようになり、加齢や高齢期について多面的でかつ学際的なアプローチ

の必要性が認識されるようになったことを意味している」と説明がなされている。 

コーエン（2001）は、「エイジングの研究は今や新たな転機にきていると私は感じてい

る」と述べ、その理由について次のように述べている。 

 

初期の研究の多くは、正常な加齢変化と晩年の疾病や障害からくる欠陥とを区別することに

的を絞っていた。中心的な問は「エイジングとは何か」そして「エイジングに伴って生じる不

調とはどんなものか」ということだった。過去においては、エイジングについての見方の多く

は、健康な人たちよりも病気の人たちの姿に影響されていて、その食い違いがこの研究を一層

重要なものにした。やがて晩年の不調について理解が進むにつれ、その治療に的を絞った研究

がかなり行われるようになった。正常な、というか健康なエイジングについての研究がようや

く始まったのは、80 年代後半から 90 年代にかけてのことだった。現在は、「エイジングとは

何か」という段階を超えて「エイジングと両立しうることは何か」という研究に移る新たな転

換期にきているのである。エイジングが老衰と同義と見なされたそれほど遠い過去でもない時

代から、人間の潜在能力が朧げながら見えてきて文化的な考察の余地が生まれてきている時代
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へと移ったのだ。老齢にもかかわらずではなく、老齢だからこそ可能なことは何かを語る態勢

がようやくできてきた。（コーエン, 2001, 16-17） 

 

 老年学はその成立当初から学際的な性格を持ち、そのような研究領域として高齢者や

高齢期に関わるさまざまな現象を研究対象にしてきた。今日では、教育老年学

（educational gerontology）、金融老年学（financial gerontology）、政治老年学（political 

gerontology）、環境老年学（environmental gerontology）、運動老年学（exercise 

gerontology）など、個々の研究対象あるいは個別課題を究明する特定領域の老年学的

研究が登場し、発展している。 

 

2．サクセスフル・エイジングの概念 

 老年学における各領域に共通して古くから一貫して研究され続けているテーマは、サク

セスフル・エイジング（Successful Aging）という概念である。サクセスフル・エイジン

グとは、健康で長生きしていて、満足と幸福を感じられるような老いの過程として理解さ

れてきた（小田, 2004）。この概念は、高齢者個人の身体的、精神的、社会的な機能の維持

や高齢期における適応に焦点を当てており、望ましい高齢者像を提示することを意図して

いる（柴田ら, 2007a ; 2007b）。 

サクセスフル･エイジングという用語は、老年学の領域の中できわめて早い時期から用

いられてきたが、Havighurst（1960）の論文に取り上げられて以来、老年学の研究者の

関心を集めるようになった。そこでは、「サクセスフル･エイジングは社会が高齢者に適切

だと考える生活様式と高齢者のそれが一致していることであり･･･その人を特徴付ける活

動のレベルや範囲を維持していくことである。･･･サクセスフル･エイジングとは余暇、家

族生活、友人、労働、クラブ活動、教会の活動に対して満足を感じている状態である」と

述べられている。それ以後今日に至るまで、この概念にはさまざまな意味を持たせて研究

が行われてきた。小田（2004）は、それまでのサクセスフル・エイジング研究の検討を通

して、「サクセスフル・エイジングは life satisfaction（生活満足）や happiness（幸福）、

morale（モラール）、survival（生存）や good health（健康）、longevity（長命）と同義

に用いられ、また、Well-Being と同義に用いられてきた」と述べており、同様に、関（2006）

も、「サクセスフル・エイジングの指標として、主観的幸福感、（Subjective Well-Being）、

精神的健康（Mental Health）、心理的適応（Psychological Adaptation）などが取り上げ
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られる」と、この概念の多義性と多次元性を明らかにしている。 

 

3．サクセスフル・エイジングの指標 

サクセスフル・エイジングの初期の理論の多くは、加齢のメカニズムと関連した生物学

的研究や生理学的研究が先行してすすめられてきた。これらの研究で用いられていたサク

セスフル・エイジングの指標は、主に、身体的健康、機能的自立、長寿であった（Baltes, 

et al., 1996）。近年のサクセスフル・エイジング論に拍車をかけることになったのは、Rowe

と Kahn（1997）による”Human Aging: Usual and Successful”という論文であり、その

中では、｢サクセスフルな老化｣は「通常の老化」と区別して論じられている。この論文に

先立ち、Rowe と Kahn（1987）は、これまでに主に注目されてきた加齢の過程を「通常

の老化」とし、「サクセスフルな老化とは通常の老化と比べて、疾病による心身の老化の程

度が低いことである」と説明し、そして当該論文（1997）において、「サクセスフルな老

化とは、病気や障害などの異常がなくそれらのリスクも低く、心身機能が高い状態であり、

通常の老化とは、病気や障害などの異常はないがそれらのリスクが高い状態をいう」と説

明している。そして、サクセスフル・エイジングの構成要素を、①病気や病気に関連した

障害の可能性が低いこと、②認識機能と身体機能が高いこと、③生活に積極的に関与して

いること、という 3 つに分類している（Rowe, Kahn, 1997 ; Tate, et al., 2003）。 

この論文の発表以降、サクセスフル･エイジングは従来の老年学の研究枠組みにとどま

らず、さまざまな関連領域の視点を用いて多次元的、多角的に議論が進められるようにな

った。その結果、サクセスフル・エイジングの概念や構成要素が数多く挙げられている。

例えば、Reichstadt ら（2007）は、60～99 歳の 72 名の高齢者によって行われたサクセ

スフル・エイジングに関する議論を用いて、サクセスフル・エイジングの概念整理を行っ

た。その結果、①態度と適応（積極的で、良好な、または楽観的な態度、変化に対して適

応できる能力）、②安全性と安定性（安全な生活環境、経済的資源、社会的支援に対する安

定性）、③健康（身体的、精神的、スピリチュアル）、④関与と刺激（身体的・知的活動へ

の参加・維持、社会貢献）という 4 つの主要な枠組みが抽出されることを明らかにしてい

る。また、この研究では、高齢者はサクセスフル・エイジングの要素として、長寿、疾病、

傷害、機能や自立などの要因よりも社会・心理的な要因をより重視していることも指摘し

ている。 

 Deep と Jeste（2006）は、サクセスフル・エイジングの操作的定義とその測定指標を
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用いた 60 歳以上の高齢者を対象とした大規模調査に関する論文をレビューし、29 の異な

る定義が見られることを報告している。これらの定義を構成している要素は、①障害や身

体機能（ADL、IADL、4 分の 1 マイルの歩行や階段を上るなどの能力、握力など）、②認

知機能（MMSE や自己申告による認知機能など）、③生活満足、幸福（満足度尺度、GDS・

CES-D 尺度、一般的幸福感など）、④社会への関与、生産的な活動（友人・親戚との交流、

社会活動への参加、有償・無償の仕事など）、⑤病気がない（心臓病、脳卒中、糖尿病、が

ん、骨粗鬆症など）、⑥長寿（75 歳または 85 歳までの生存、追跡時点までの生存など）、

⑦健康度自己評価、⑧パーソナリティ、⑨環境・収入、⑩サクセスフルな老化の主観的評

価、の 10 のカテゴリに分類できるとしている。 

 

4．サクセスフル・エイジングと主観的幸福感 

 サクセスフル・エイジングを、生活満足度や幸福感などと同義に用い、また、Well-Being

とも同義に扱っている研究は数多く存在する。小田（2004）は、Well-Being という概念

について、「数々の次元において、その対象を特定して用いられることもあれば、すべての

次元を包括して良好で、満足の行く状態一般や幸福の意味で用いられることもある。特に、

生活満足度やモラール、幸福感などの高齢者本人が下す主観的な評価に関するさまざまな

心理社会的構成概念に関しては、それらを集約する概念として主観的幸福感（Subjective 

Well-Being）が用いられることもある」と説明している。 

主観的幸福感を測定する試みは長年にわたって積極的に行われてきている。例えば、

George（1981）は、健康状態、個人的資源、ソーシャル・サポート、社会参加、経済的資

源、コーピング能力、高齢者に対する社会のステレオタイプという 6 つの指標を用いて主

観的幸福感を測定している。その他の多くの研究から、収入、職業的地位、教育といった

社会人口統計学的な属性要因のほか、健康状態（例えば、Larson, 1978 ; Atchley, 1998 ; ブ

ルーノ, 2005）や楽観志向（Hobfoll, 2002）が主観的幸福感に最も強く影響を及ぼしてい

ることが明らかにされてきた。また、「重要な役割を果たした」、「社会の進展に貢献したと

思う」という充実感や達成感が高いこと（関, 2006）、各種の活動に参加すること（Warr, et 

al., 2004 ; Beck, et al., 1988）、他者にサポートを提供すること（柴田, 2004）も主観的幸

福感と結びついていることが明らかにされている。 
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5．サクセスフル・エイジングと生きがい 

 主観的幸福感と同様に、高齢者の心理的側面を構成する重要な要素の一つとして｢生きが

い｣が挙げられる。高橋ら（2002）は、「日本人が日常的に口にする『生きがい』という言

葉の背景に横たわる日本人の価値意識は、複眼的な視点からなる幸福感である」と説明し

ている。たとえば、柴田ら（2007a ; 2007b）は、生きがいとは、生活の質（QOL）に社

会的役割意識やその達成感が加わったものであると説明している。また、関（2006）は、

定年退職後の生きがいを構成するものとして、「生活の張り合いや活力」、「心の安らぎや気

晴らし」、「充足感や満足感」、「人生観や価値観の形成」、「人々の交流やふれあい」、「生活

の目標や目的」などの 10 項目があると述べている。 

生きがいとは、ある事柄の達成に貢献するという意味での人生の価値という側面と、私

以外の他者（あるいは共同体や社会）による評価を通した人生の価値付けという側面があ

る。このことに関して高橋ら（2002）は、「ある人の生きがいとは、その人が生きること

が何らかの社会的（共同体的）価値を有するという意味である。日本において、生きがい

という人々の意識は、『集団や社会的役割への一体感』（集団や役割と一体であるという感

じ、あるいは参加意識、コミットメント）と『自己実現』という相異なる 2 つの方向性を

持ちうる」と説明している。 

 

6．高齢者の適応とサクセスフル・エイジング 

サクセスフル･エイジングは、ライフスパン全体にわたる個人の変化と社会の変化への

対処方法の質的側面である（Featherman, et al., 1990）とも解釈されてきた。つまり、サ

クセスフル・エイジングとは加齢に伴う身体的、心理学的、社会的な機能の低下や喪失が

見られたとしても、それを制御して目標を達成していく Successful Adaptation の過程で

あり、目標へ再適応の過程である（小田, 2004）。高齢者の適応の問題は老年学の研究領域

で最も多く取り組まれており、そのなかで多くの理論やモデルが構築されてきた。 

『エイジング大辞典』（2007）によれば、適応という言葉は、「生活の質、模範的加齢、

あるいは個人的な幸福といった関連する構成概念と同様に用いられる。多くの研究におい

ては、一般的な生活の質に値する精神内の評価であると見なされ、モラールや生活満足度、

幸福、それらに類する概念の測定を通して操作的に理解されている。そのため、適応を促

進する要因も主観的幸福感の決定要因と関連づけて考察されており、健康、収入、社会的

活動やレジャーへの参加、社会経済的達成状態（例えば教育、職業上の地位）、家族や友人
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との支持的な人間関係などが含まれる」ものである。さらには、健康であることや安全が

保たれていること、自立行為ができ、集団に所属していること、社会経験や社会的接触が

豊富でやりがいのある活動を行っていることが高齢者の good adaptation に必要な要因と

して挙げられていることも指摘されている（小田, 2004）。また適応の方法として、Atchley

ら（1995）は、「今まで通りにすること」、「先手を打つこと」、「補填すること」の 3 つが

代表的なものとして挙げられると述べている。 

 

7．高齢者観の変化 

サクセスフル･エイジングの考え方の広がりとともに、高齢者に対する見方も変化して

きた。従来の衰退・下降のプロセスと考えられてきた加齢や高齢期の考え方が見直され、

高齢期になっても成長・発達するという見方へと変化してきている。現在では、ごく普通

の高齢者は、「子どもや親族、友人との関係を保ちながら、とりたてて活発なあるいは活動

的とはいえないまでも無理のない活動を続けながら健康的で穏やかな高齢期を過ごしてい

る」（小田, 2004）という認識が広がっている。 

同時に、社会のお荷物として高齢者を扱うのではなく、社会に貢献できる存在として高

齢者を捉え直す方向性が見られる。例えば、平成 12 年度版の厚生白書（1999）は「新し

い高齢者像を求めて」というテーマを取り上げ、21 世紀に高齢社会を迎える我が国におい

ては、「これまでの高齢者に関する画一的な見方を払拭し、長年にわたって知識、経験、技

能を培い、豊かな能力と意欲をもつ者として高齢者をとらえていくことが、高齢社会をよ

り豊かに活力があるものとしていくことにつながっていくと考えられる」と明記している。

また、総務庁（現・総務省）は、高齢社会における新しい生き方を「エイジレス・ライフ」

と呼び、年齢にとらわれず、自らの責任と能力において自由で生き生きとした生活を送る

ことを推奨している。すなわち、人生後半の目的が量（長く生きること）から質（豊かに

生きること）に変化してきたという流れにあるといえる。その結果、日本の高齢者像は「日

向ぼっこしながら孫の守りをする静かなお年寄」イメージから、「余暇を生かして心身を磨

き、多様な社会参加をする活動的な高齢者」イメージへ変わりつつあると指摘されている

（浜口, 1997）。 

平均寿命が80歳を超える現在、高齢者の中には心身ともに健康な人が少なくはなく、「体

力の衰えた人」という従来の消極的な見方を変え、人生経験を豊かにすることによって能

力が増大するという積極的な見方をする方向へ、つまり、高齢者の能力を一概に年齢区分
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で判断しないことが推奨されてきた。 

Batler ら（1985）は、「79 歳以上でもバイタリティもあり、生産的なお年寄り（old-olds）

‐他の年齢の人々と比較してもユニークな人生経験を持っていて、70 歳を過ぎてもなお人

生はこれからといった人－の存在も注目すべきである」と指摘している。それに伴い、今

日では、高齢期に対する役割期待が大きく変化しており、受動志向から能動志向へ、離脱

志向から自己統制志向へといったように心理学的老化の支配パターンも変化している（小

田, 2004）。特にレジャー活動においては、「させられるレジャー」から「するレジャー」

への主体の変化が強まり、人々は自分のライフスタイルにあった個性的レジャーを模索す

ることに熱心になってきたという現象が見られることが指摘されている（瀬沼, 2006）。高

齢者像が静から動へ、守りから攻めのイメージを強めているがゆえに、暦年齢よりも機能

年齢が重視されるエイジレス社会へ向かっているといえる（浜口, 1997）。 

このような考え方は時代とともに拡大している。WHO は 2002 年の高齢化に関する国

連総会においてアクティブ・エイジングを提唱し、高齢者の健康、自立、生産性を高める

ような国家的、国際的な政策や計画を構築することを提案した。その他にも、プロダクテ

ィブ・エイジング（Butler and Gleason, 1985）、エイジング・ウェル（Vaillant, 2002 ; 

Williamson, 2002）、ポジティブ・エイジング（Ryff, 1989 ; Bowling, 1993）など、高齢

者像を説明する新しい概念も数多く登場してきた。言い換えれば、世界規模で、個人の側

も、社会の側も、できるだけ長く、健康で、自立し、楽しく充実した生活を送ることを求

めるようになってきたということである。 

このような高齢者観の変化は、国家や政府、地域行政というマクロなレベルで高齢者政

策を検討する必要性を求めているのと同時に、個人というミクロなレベルでも、自らの生

活を自らの手で設計する能力を求めるようになったということでもある。このような流れ

の中では、「嫌でも生涯学習や余暇対応の比重が高まることになり、これまでの定型化され

たメニューによるのではなく、さまざまなカードを自分自身の判断で選んでその組み合わ

せの中に自分の生き方を発見しなければならなくなる」と指摘されている（辻, 1990）。こ

の意味では、音楽をはじめとした芸術活動も高齢者の持つ選択肢の一つとなり、高齢者の

生活を構成するものとして選択される機会がますます多くなると予測される。 

 

以上のようなサクセスフル･エイジングの研究を総じて言えば、サクセスフル･エイジン

グとは、エイジングのプロセスに適応することによって、個人にとって、あるいは社会全
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体にとって望ましい高齢期のライフスタイルを形成することであるといえる。老年学の研

究はこの新しいライフスタイルの形成とそれに適応する方法について、さまざまな次元か

ら、さまざまな指標を用いて説明してきたといえる。 

 

第 2節 高齢者のライフスタイルとサクセスフル・エイジング 

近年では「ライフスタイル」という言葉が広く普及し、書籍や雑誌記事のタイトル、広

告、キャッチコピーを始め、国家政策の表題にも用いられるようになってきた。インター

ネットの検索サイトを用いて「ライフスタイル」という言葉をキーワードに検索を試みる

と該当するサイトは 1600 万件を越えるサイトがあるという結果が得られた（Google, 

2010.2.10 参照）。このようにライフスタイルに関心が寄せられるようになった背景には、

社会の近代化、経済の発展、科学技術の進歩によって個人の生活が豊かになり、各個人が

ますます思い通りの生活を営むことができるようになったという背景がある。近年では、

完全週休二日制の導入や就業形態の多様化、少子高齢化、婚姻形態の多様化などにより、

個人の自由裁量の時間が増えたこともこの傾向に拍車をかけていると考えられる。 

さらには、マスメディアの発達、電子コミュニケーションへのアクセスが容易になった

ということもライフスタイルの多様化をますます加速させている。Mannell ら（1997）は、

「コマーシャルは－当然のように、『申し分のない』商品を伴って－人々に自分自身のライ

ススタイルづくりをするよう駆り立てた。テレビや雑誌は生活のすべてにわたる側面を描

いている。私たちが個人として食べるもの、それらを準備する方法、衣服、住まい、楽し

む娯楽やレジャー、仕事、子どもの育て方、これらすべてが私たちのライフスタイルを定

義する」と述べている。また、新聞記事や人気のある本の数の傾向がライフスタイルの広

まりを示す兆候となっていることを指摘し、「多くの人々は、彼らのライフスタイルが健康

や幸福を決定すると信じ、また、まさに重要なこととして、生活の中の仕事と家族やレジ

ャーの側面をいかに操り、バランスをとるかによって、自分自身のライフスタイルを創造

できると信じるようになった」と主張している。 

平均寿命が伸びることに伴い、退職後の人生がかつてより遙かに長くなっている現在、

退職後の生活をどのように送るのかが多くの人の生活課題の 1 つとなり、そのことがライ

フスタイルへの関心を高めているともいえる。高齢期はその他の世代よりもライフスタイ

ルが大きく変化する時期である。身体的な老化、病気、障害にともなう行動の制限がそれ

までのライフスタイルを変化させるだけでなく、退職、配偶者や親しい人たちとの死別、
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転居や病院・施設への入院・入所などによってもライフスタイルは大きく変化する。この

ようなネガティブな変化だけでなく、孫や新しい家族、新しい友人などと新しい人間関係

を築くことや、関心を持っていることを実行すること、職場以外の場所での活動に参加す

ることによってもライフスタイルは変化する。実際に、「退職後の新しい生活方法」という

意味で「(老後)ライフスタイル」という言葉が用いられている著書、新聞や雑誌の特集記

事も多く見られるようになった。その内容は、財産管理の仕方や資産運用の仕方、家族と

のつきあい方、上手な近所づきあいの方法、予想される病気や障害とその対処方法など多

岐にわたっている。このような内容はすべて、高齢期という人生の特定期間が非常に多様

であり、それまでの人生とは異なった新しい生活が展開される可能性が高く、また、個人

の心構え次第では豊かな生活を実現することができるというポジティブな見方を反映して

いる。一方で、ライフスタイルという言葉の普及は、豊かな老後生活を送るためには高齢

期においても自分で自分の生活を設計し、コントロールすることが求められるようになっ

たことを意味しているともいえよう。 

 

1．ライフスタイル研究の動向 

①わが国における研究の動向 

 学術の世界においても高齢者のライフスタイルには多くの関心が寄せられている。例え

ば、我が国の国立国会図書館の雑誌記事索引において「ライフスタイル」をキーワードに

して検索したところ、1990 年から 1999 年の 10 年間に発表された論文は 741 件だったが

2000 年から 2009 年までの 10 年間では 2119 件にのぼっていた。国立情報学研究所の論

文情報ナビゲータ（CiNii）において同様の検索を行なったところ、1990 年から 1999 年

の 10 年間で発表された論文は 1500 件だったが、2000 年から 2009 年までの 10 年間で発

表された論文は 2584 件にのぼっており、近年のライフスタイルへの関心の高まりがうか

がえる。 

 

②海外における研究の動向 

 海外における研究の動向は以下のようである。『Journal of Gerontology』や『The 

Gerontologist』を発行しているアメリカ老年学会のジャーナルのオンライン検索で

Lifestyle をキーワードに検索を行ったところ、を行なったところ、これまでに Lifestyle

に関連した論文は全部で 1384 件発表されていた。そのうち、主に高齢者の心理学的研究
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や社会学的研究を扱った Journal of Gerontology: Series B においては、256 件の論文が発

表されていた。アメリカ心理学会（APA）のオンライン検索で同様の検索を行なったとこ

ろ、89 件の論文が見られた。アメリカ社会学会のジャーナルのオンライン検索で同様の検

索を行なったところ、539 件の論文が検出された。以上のことから、国内外を問わず、ラ

イフスタイルへの学術的関心が高いことが分かる。 

 

2．高齢者のライフスタイルに関する研究 

①研究の動向 

高齢者のライフスタイルにも研究者の関心は高まっている。国内外を通してこれまでに

行われた高齢者を対象としたライフスタイル研究は、主に、運動能力、生活機能、健康や

健康観、住宅、スポーツやレジャー活動、消費行動との関連で行われたものが多い。我が

国における高齢者を対象としたライフスタイル研究を整理した結果、①健康や運動能力、

体力、スポーツとライフスタイル、②都市部高齢者のライフスタイル、③地域社会で暮ら

している高齢者のライフスタイル、④高齢者の QOL や生活の質とライフスタイル、⑤高

齢者の介護とライフスタイル、⑥疾病や障害（特に生活習慣病）の原因や予防手段として

のライフスタイル、⑦高齢者の消費行動とライフスタイル、⑧外国の高齢者のライフスタ

イル、⑨高齢者の社会的生活とライフスタイル、という文脈で主に行われていた。しかし、

これらの研究は、高齢者の生活様式全体という視点でライフスタイルに注目したものでは

なく、「特定の統計方法、とくに因子分析の結果で生み出されたカテゴリにつけられる名称

として『ライフスタイル』という言葉が用いられているものがほとんどであり、『ライフス

タイル』という言葉の意味に注目した研究はほとんどない」という指摘もある（Tokarski, 

1991）。 

また、高齢者単独を調査対象とする方法ではなく、他の年齢層と比較することによって

高齢者のライフスタイルの特徴を説明しているものが多く見られる。例えば、Kunzmann

ら（2005）は、ライフスタイルを快楽的ライフスタイル（hedonic lifestyle）と成長関連

的ライフスタイル（growth-related lifestyle）に分類し、特にこの年齢差に注目した。そ

の説明の中で、「ライフスタイルにおける年齢の違いを説明する 1 つの要因は、年齢によ

るポジティブ・アフェクトの変化である。成人前期の若者は高齢者よりもポジティブ・ア

フェクトを経験することが多いので、快楽的なライフスタイルを優先する。一方で、高齢

者は若者よりもポジティブな関与（エンゲイジメント）を体験する傾向があるので、ます
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ます成長に関連したライフスタイルを優先するようになる」と述べている。 

 

②高齢者のライフスタイルの区分 

 高齢者のライフスタイルを区分した研究も見られる。例えば Sorce ら（1989）は、高齢

者のライフスタイル･プロフィールを「自己依存（self-reliant）、控えめな内向性（quiet 

introverts）、家族志向（family oriented）、活発な退職者（active retirees）、若々しく不

安が無い（young and secures）、孤独（solitaires）」の 6 つに分類している。 

 我が国においては、嵯峨座（1999）が既存の統計データや各種の世論調査のデータを用

いて、高齢者の生活実態と意識の中心的な傾向とパターンを把握することによって、間接

的に高齢者のライフスタイルを明らかにする事を試みている。そこでは、高齢者のライフ

スタイルを「高齢者の集団全体あるいは何らかの基準により明確に確定できるその下位集

団に見られる、高齢者の生活の諸次元、すなわち生活行動、生活時間、生活意識の顕著な

傾向」と定義している。ここで著者は、「自立は高齢者の新しいライフスタイルであり、そ

れを実現している高齢者が増えている」と述べ、「健康であること、生産的であること、活

動的であること」が自立の条件であり、それが「幸福な老い（サクセスフル・エイジング）

をもたらすことは確かであろう」と述べている。しかし、この研究では、具体的なライフ

スタイルの区分は行われていない。 

 

3．老年学におけるライフスタイル研究 

①研究の動向 

老年学の研究領域においては、高齢期のライフスタイルについて直接的に扱った研究は

数少ないが、近年になって、サクセスフル･エイジングとライフスタイルは同義であるとい

う主張もなされてきた。Hendrics と Hatch（2006）は、Handbook of Aging and Social 

Sciences (6th eds.)の中の 1 章において、Lifestyle and Aging というタイトルで高齢期のラ

イフスタイルを考察することに関する提言を行っている。これまでの老年学の領域で発表

された著書、論文においてタイトルに Lifestyle と明記されているものは非常に数少なく、

タイトルに記載されていたとしても先述したような研究枠組みで行われているものが多勢

を占めており、サクセスフル･エイジングという観点から高齢者のライフスタイルを説明し

たものはほとんど見られない。その意味でも、この研究論文は参照するにおおいに値する

ものである。Hendrics らが提唱した高齢者のライフスタイルを検討する視点と、ライフス
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タイルの個人的資源モデルを要約すると以下のようになる。 

 

②ライフスタイルの個人的資源モデル 

ライフスタイルは個人を特徴付けている要因によって成り立っている。それらの要因に

は 2 つの側面がある。1 つ目は個人内に関する要因である。個人の属性、素質、能力、ス

キルの一群、コンピテンス（潜在能力）は、個人の選択行動に影響を与える人的資本と呼

ばれる。2 つ目の要因は外的環境に関する要因である。年齢、性別、民族性、社会的地位

のような客観的に判断できる多数の条件は、多くの人によって共有されているものである

ことから、社会的資本と呼ばれる。Hendrics らが提唱した個人的資源モデルは、中でも個

人的要因に注目し、個人的要因は人的資源と社会的資源によって構成されることを説明す

るモデルである。 
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【図 3-1 ライフスタイルの個人的資源モデル】 （Hendrics, et al, 2007, 313.） 
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図 3-1 は個人的資源モデルを図示したものである。そして、この図の 4 つの次元につ

いて以下のように説明している。 

 ライフスタイル（Lifestyle）の次元については以下のように説明されている。Hendrics

らが考えるライフスタイルとは、Stebbins（1997）の概念に基づいている。Stebbins は、

ライフスタイルを、「属性や行動パターンと、価値観、態度、志向が組み合わされている

生活状況」と定義している。つまり、ライフスタイルを単に属性や行動パターンと簡単

に言い表すのではなく、個人の行動や状況に対する主観的認識、個人のアイデンティテ

ィもライフスタイルの重要な構成要素に含まれると考えている。Hendrics らは、これら

の要素をライフスタイルの主観的次元（Subjective dimensions）とし、客観的次元

（Objective dimensions）は個人の属性と行動パターンによって成り立っていると考え

ている。 

 次に、選択と選択肢（Choices and Options）の次元である。個人が行うことができる

選択や獲得できる選択肢の種類は、主観的次元のライフスタイル（価値観、態度、自己

アイデンティティ）と客観的次元のライフスタイル（認識された属性あるいは行動パタ

ーン）の両方を形成することに影響を及ぼす。したがって、個人が入手できる選択肢の

範囲や種類は、それらに対する個人の知覚によってライフスタイル全体に影響を及ぼし

ていく。 

 個人的資源（Personal Resources）については以下のように説明されている。Hendrics

らは、個人的資源は 3 つの次元で構成されると考えている。1 つめの次元は、生理学的-

心理学的資源（physiological-psychological resources）であり、個人の機能的状態、能

力、コンピテンスのことをいう。具体的には身体的健康、ADL の遂行能力、知覚の鋭敏

さ、認識的コンピテンスである。聴覚、視覚、情報処理能力、身体的機動力、運動感覚、

感覚閾などは、身体的健康や活動力と組み合わせることによって個人の自律性に影響を

与える。ゆえに、ライフスタイルにとっても最も重要な要因になると考えられている。 

 2 つめの次元は社会的-家族的資源（social-familial resources）である。これは個人が

持つ社会関係や対人間のネットワークのことをいう。社会的なつながりは、肯定的な期

待感、手段的サポートや情緒的サポートをもたらし、個人が体験する経験の方向性や範

囲、内容に大きな影響力を持っている。しかし、すべての人間関係が有益なものではな

く、サポーティブな便益をもたらす関係性もストレスの原因となることもある（例えば、

Ingersoll-Dayton, et al., 1997 ; Rook, 1984）。ゆえに、この次元を考える上では、個人
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の社会的つながりや関係性について、個人がそれをどのように認識し、どのように組み

合わせ、そこでどのようにふるまうかに注目することが重要になると考えられている。 

 3 つめの次元は、交換の媒介物として挙げられることが多い信託的資源（fiduciary 

resources）、つまり金銭的・物的資源である。この資源の内容がお金であろうと他の交

換可能な品物であろうと、個人が交換にふさわしいと考える量について熟慮、取捨選択

する能力が必要となるため、個人の経験が展開する方向性や範囲、その方法にも影響を

与えることになる。さらに、金銭的資源は、社会的な指標、価値観といった客観的に測

定できる指標としても用いることができるものでもあり、ライフスタイルにとって重要

な資源であると考えられている。 

以上のような個人的資源は、ライフスタイルを形成するための原因的な因子と、形成

されたライフスタイルを反映する結果的な因子という 2 つの側面を持っている。つまり、

これらの資源は個人の選択や選択肢を作り出すものであると同時に、ある時点でのその

個人のライフスタイルの状態を表現しているものでもある。また、個人がどのように人

生を送るかを推測するために重要な要素でもある。その後の人生で起こる出来事に対処

する能力がなければ、あるいは頼ることができる人的資源がなければ、また十分な信託

的資源がなければ、結果的には困難な経験が多くなってしまう。 

 最後の次元である外生的要因（Exogenous Factors）は、個人的な資源だけではライフ

スタイルのすべてを説明することが出来ないことを強調するために加えられている。個

人が獲得できる資源は、ミクロレベルあるいは個人的レベル（たとえば、個人の遺伝的

性質）、メゾレベル（社会階級、年齢、民族性、性別、社会階級、セクシュアリティ、そ

れらの共通部分のような社会的な位置、コミュニティレベル）、そしてマクロレベル（文

化システム、その社会の政治経済的構造、現存している社会政策や社会プログラムなど）

の外生的な現象から生み出されている。外生的要因は、あくまでも外生的な物であるの

で、個人的資源に含まれている要因を用いて説明することはできない。しかし、個人の

ライフスタイルは個人の置かれる社会的地位に左右される部分も持っているのと同時に、

逆に個人が地域や社会構造にも間接的に影響を与えているため、この要因がモデルに加

えられている。 

 Hendrics らは、「ライフスタイルを構成している資源は非常に多様である」とし、当

該個人によって、あるいはその個人が属する社会や文化、政治的政策によって要素は多

分にあると説明している。そのため、このモデルを用いることで、個人や家族のライフ



 - 31 -

コース、環境的条件、文化的背景、政治経済的背景、社会歴史的背景によってライフス

タイルがさまざまに変化することを説明することが可能となり、エイジングとライフス

タイルを説明することに有益なモデルであると考えている。 

  

6．退職への適応とライフスタイル 

高齢期における適応の課題やサクセスフル・エイジングの課題をライフスタイルという

観点から説明する取り組みは、これまでにほとんど行われていない。しかし、退職という

ライフイベントに対する適応をライフスタイルの観点から説明する試みがいくつか行われ

ている。 

 

①退職とライフスタイル 

高齢期における大きな課題の一つとして、退職というライフイベントによって生じる生

活の変化への適応が挙げられる。ジョージ（1986）は、Atchley が、退職というライフイ

ベントに直面したとき、「退職者には①人の厄介にならずに自分の生活を営むこと、②適切

なライフスタイルを決定することという 2 つの責任が課せられる」と指摘していることを

紹介している。  

現在では、就業形態が多様化し、定年年齢を迎える前に自発的に早期退職をする人もい

るし、定年年齢を迎えたあとでも就業し続けている人もいる。中には不運なことに定年前

に失業をしたり、病気や障害などによって働き続けることができないような状態になって

しまう人もいる。どのような形態においても、仕事を失うことには同様のタイプの問題、

つまり収入がなくなることや社会的な孤立（例えば、友人や同僚との接触がなくなること）、

心理的な喪失（例えば、社会に貢献しているという感覚や、スキルと能力を訓練して発展

させる機会を失うこと）が生まれてくる。 

定年退職に伴う生活の変化への対処方法については長年関心が寄せられており、社会科

学におけるさまざまな学問領域で数多くの研究結果が蓄積されてきた（例えば、Atchley, 

1981 ; Barfield, 1978 ; Beck, 1982 ; Boses, 1991）。これらの研究の多くは、定年退職はそ

の後の人生においてトラウマとなるような不幸な出来事であり、多くの高齢者（特に男性）

はうまく適応できない、という仮説に基づいて行なわれているという指摘もある（Mannell 

et al., 1997）。数多くの研究によって、定年退職にうまく対処するための要因や条件が明

らかにされてきた（例えば、Marshall, et al., 2001 ; Nuttman-Shwarts, 2004 ; Palmore, et 
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al., 1982）。音楽活動をはじめとしたレジャー活動もその要因のひとつであり、人々が仕事

や労働者としての地位・役割の喪失に対処しようとするときに、レジャー活動が特に心理

的な Well-Being や生活満足度に影響を及ぼしていることが数多くの研究で実証されてき

た（例えば、Atchley, 1971 ; Zuzanesk, et al., 1983 ; Larson, 1978 ; Rois, et al., 1993）。 

 

②退職に対する態度 

定年退職は、ライフスタイルの過渡期の始まりを意味している。Voges ら（1988）は、

Havighurst らが「退職者のライフスタイルとは、個人の時間、エネルギー、自我のアタ

ッチメントをさまざまな重要な活動に再分配することである」と説明していることを紹介

している。また、退職は、性差（例えば、Szinovacz, et al., 1992 ; Vogaes, et al., 1988 ; 

Calasanti, 1996）退職年齢（例えば、Chiva, 1996 ; Settersten, 1998）民族性（例えば、

パルモア, 1998）、職種や職業的地位（例えば、Poitrenaud, et al., 1979 ）によって経験

の仕方やその後の生活への影響、そして退職に対する態度に違いがあることも指摘されて

きた。  

Hopkins ら（2006）は、退職に対する態度をライフスタイルという観点で説明した

Schlossberg の研究を紹介している。ここで明らかにされた態度とは、①新しいスタート

をきる機会としての退職、②退職前のライフスタイルの継続としての退職、③喜ばしくな

い、混乱を伴った退職、④人生の最後の段階への移行としての退職であり、その具体的な

内容は以下の通りである。 

 「新しいスタートをきる機会」としての退職は、新しい生活段階を喜んで始めることが

できることとして退職を経験することである。このような態度の退職者は、職業的役割に

はあまり満足しておらず、労働は数多くの個人的な興味関心の邪魔をするものと考えてい

る傾向がある。労働生活が終わることは自分で自由に時間を使う機会をもたらし、さらに

他者や労働によって課せられる制約から解放されることを意味している。このような態度

の退職者は、退職前に抱いていた関心を、自己実現を強くもたらす新しい関心へと置き換

える傾向がある。 

 ｢退職前のライフスタイルの継続｣としての退職は、退職を特に重要なイベントとして経

験しないことである。このような態度の退職者は、在職中も職業的役割にあまりこだわっ

ていない傾向がある。そして、退職後は、より自分で選択した方法によって退職前の活動

を継続する時期であると考えている。適度な満足度を持った退職をしており、未来は成長
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のための機会で満ちているが、その機会は過去の経験の上に成り立つものと考えている傾

向がある。このような態度の退職者は新しい活動に参加する傾向が少なく、むしろ、それ

までに価値付けた労働以外の活動にそれまでと同じような方法で参加することによって退

職前の関心を継続しようとする。 

「喜ばしくない、混乱を伴った」態度の退職者にとって退職とは高く価値付けられた活

動を失うことを意味する。このような退職者にとって、労働は自己アイデンティティの主

たる要因や自己実現の機会として位置づけられている傾向がある。退職に移行するときに

はそれまでの自己を維持しようとするため、結果的にフラストレーションや無関心を生み

出すことになる。このような態度の退職者は、変化している環境の中で労働に代わる活動

を探そうとする傾向にある。 

 最後に、「人生の最後の段階への移行」としての退職は、最後のライフステージに向かう

スタート地点として退職を経験することである。職業は楽しみや個人の時間を満たすとい

う役割を主に果たしていると認識しているが、退職間近な時期においては「フラストレー

ションを招くもの」や「厄介なもの」として認識される傾向がある。このような態度の退

職者にとって、退職後の人生は低下・衰退の時期であり、何か新しい物事を始める時期で

はないと考えている。そのため、熟慮や内省が起こり、退職前の労働への関心は捨て去ら

れ、よって全体的な活動レベルは低下する傾向にある。 

この研究が明らかにしていることは、退職というライフイベントに直面したときに新し

いライフスタイルを形成しようとする態度とそれまでのライフスタイルを維持しようとす

る態度がうまれ、そのことによって退職というライフイベントによる生活の変化に適応し

ようとしているということである。従来の老年学の文脈で行われてきた研究では、退職と

いうライフイベントへの適応は、主に活動理論、離脱理論、継続性理論を用いて説明がな

されてきた。Tokarski（1987）は、老年学で行われている研究は「ライフスタイルという

言葉を、具体的なライフスタイルの状態を示すための指標として適切に操作すること」が

軽視されており、「この文脈で得られた研究結果は、離脱理論や活動理論によって説明され、

ライフスタイルの概念そのものを考察していない」と指摘している。つまり、従来の老年

学における退職に関する研究では、退職へのプロセスとその適応という事象に注目し、こ

こで説明されている「新しいスタートとしての退職」や「混乱を伴った退職」は活動理論

を用いて、「継続としての退職」は継続性理論を用いて、「最後の段階への移行としての退

職」は離脱理論を用いて別個の現象として説明しており、退職というライフイベントが起
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こる前後のライフスタイル全体について関心がもたれていないことを指摘しているといえ

る。また、そのようなライフスタイルにはどのような特徴があり、どのように形成・維持

され、退職への適応やその後の生活にどのように影響を及ぼしているかという視点で詳細

に考察がなされていないということである。 

 

第3節 音楽ライフスタイルの概念と構造 

1.音楽ライフスタイルの概念 

音楽活動を行うことや音楽とふれあうことは、個人の生活様式の一部である。本研究で

は、そのような音楽とふれあう生活様式を「音楽ライフスタイル（Music Lifestyle）」と

呼ぶこととし、このライフスタイルとサクセスフル･エイジングの関係性を考察する。音楽

ライフスタイルやミュージック・ライフスタイルという言葉は、主に音楽関連産業で用い

られてきた。それらが指す内容は、オーディオ機器や音楽メディアを保有し、それらを使

いこなして音楽とふれあうことの多い生活を送ることである。そうした音楽ライフスタイ

ルを普及させようと各種音楽関連産業が様々な事業を進めている。例えば、阪急コミュニ

ケーションズは、「e-days」という無料の web マガジンを発行し、「エイジレスな大人」の

ライフスタイルを提案しており、そのジャンルの 1 つとして音楽を取り上げ、音楽に関す

るコラムや注目の音楽コンテンツ、アーティストの紹介記事を掲載している（阪急コミュ

ニケーション：Web マガジン e-days. http://e-days.cc/. 2009.8.10 参照）。また、ヤマハ音

楽振興会は、幅広い年齢層を対象に音楽ライフスタイルに関するインターネット調査を実

施し、音楽の嗜好と演奏活動や音楽学習に対する意識や意欲を探っている（ヤマハ音楽振

興会、2006）。  

 

2．音楽とライフスタイル  

音楽活動を行うことや音楽の嗜好は個人のライフスタイルの一指標として用いられる

ことが多い。それは、音楽活動を行うという行動や音楽の嗜好、選択は、その人の趣味や

嗜好を反映しているものであり、その内容や関わり方を見るだけでその人の属性や趣味、

嗜好がある程度把握できるものとして考えられているからである。そのため、マーケティ

ングや消費行動の一指標として「音楽活動」や「音楽の嗜好」が用いられてきた。 

ライフスタイルの研究は、主にマーケティングの領域で発展してきた。これは、ごく簡

単に言えば、性や年齢、学歴、職業、所得といった社会・人口学的属性（socio-demographic 
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attributes）だけでは消費者の好みや購買行動を説明できなくなったからであるが、音楽

の好みや音楽活動についても同様のことがいえる。例えば、次のような指摘がある。「音楽

の嗜好は、その個人の社会階級や年齢、ジェンダー、民族性や文化といった社会人口学的

変数とは関係ないか、あるとしても非常に弱いものであるので、音楽の嗜好を完璧に理解

するにはサブカルチャーやライフスタイルに関わる要素を取り入れて説明をする必要があ

る」（ラッセル, 2004）。North と Hargreaves（2007a ; 2007b）は、人間関係や居住環境、

モラール、支持政党、犯罪行為、メディア選好、レジャーへの関心、音楽の利用法をライ

フスタイルの要因とみなし、それらは音楽の好みと有意な関連があることを明らかにして

いる。 

しかし、音楽老年学では、高齢者の音楽の好みや音楽活動をライフスタイルから説明す

るのではなく、ライフスタイルの一類型としての音楽ライフスタイル－日常的に音楽と関

わりあいのある生活様式－の形成過程に焦点を当てる。 

 

3．音楽ライフスタイルの構造 

Hendrics らの個人的モデルを参照して、以下のような音楽ライフスタイルの構造を図

3-2 のように設定した。 
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音楽ライフスタイルは客観的な次元と主観的次元によって構成される。客観的な次元

とは外部から観察可能な音楽活動であり、主観的な次元を構成する要素は音楽に対する

関心、興味、価値観、意見、態度、評価である。 

客観的次元である音楽活動は、主観的次元の反映あるいは主観的次元の結果変数とみ

なすこともできるが、主観的次元からは容易に推測、説明できないものも少なくない。

例えば、演歌が大好きなのだが、人前ではそんな素振りをせずに、西洋のクラシック音

楽に興味・関心があるような行動をする場合のことを考えてみる。客観的には、「この

人は西洋クラシック音楽が好きなのだ」、「演歌などの音楽には興味がない人だ」、「高尚

な趣味を持った人だ」、「インテリだ」と見られるだろう。しかし、本当のところは、演

Musical Lifestyles（音楽ライフスタイル） 

Personal Resources（個人的資源） 

 

Exogenous Factors（外生的要因） 

 

Objective Dimension 

（ 行 動 ） 

Subjective Dimension 

（価値観、態度、評価） 

〈固有資源〉 

身体能力、健康、資質、

知的能力、音楽技能、 

価値観、規範意識 

〈人的・関係的資源〉

人間関係、家族関係、

〈物的・経済的資源〉 

所得、貯蓄、職業、交

通手段、メディア、機

器、・・・ 

〈生得的要因〉 

性別、年齢、民族、・・・ 

〈社会的要因〉 

文化、経済、政策、・・・ 

Musical Environment（音楽的環境） 

【図 3-2 Music Lifestyle の構造】 
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歌が好きであることを正直に表現すると、「年寄り扱いされそうだ」とか「趣味が悪い

と思われそうだ」、「演歌が好きだと言うのが恥ずかしい」などの理由で、本人の関心・

興味とは異なる行動をしているかもしれない。とくに、日本人の音楽観の中には、「演

歌やポピュラーよりもクラシックが上位になければならない」（辻, 1990）という特徴

があるため、演歌が好きと公言することに抵抗を感じる人もいるだろう。外見的には同

じように見える行動であっても、関心・興味も同じであるとは限らないということであ

る。音楽ライフスタイルを客観的次元と主観的次元の両次元から捉えようとするのはそ

のためである。 

そうした音楽ライフスタイルは、その個人が有する諸資源＝個人的資源と外生的な要

因によって構成される。ここでは、個人的資源をその人に固有の資源、人的・関係的資

源、物的・経済的資源に分けておく。外生的な要因は、生得的要因と社会的要因に分け

られる。 

個人的資源は、その人の年齢や性別、民族といった生得的要因に加えて、その人が暮

らす地域や社会の文化、経済、政策など社会的、環境的条件によって左右される。これ

らは、個人の努力によって変えることができない外生的な要因として音楽ライフスタイ

ルに関与している。 

これらの個人的資源と外生的要因について、先ほどの、本当は演歌が大好きなのだが、

西洋のクラシック音楽に興味・関心があるような行動をする、という場合のことを説明

すると以下のようになる。 

演歌にしろ西洋クラシック音楽にしろ、音楽を聴くには、テレビやラジオ、ステレオ、

ポータブル音楽プレイヤーなどのオーディオ機器や CD、DVD、カセット、レコードな

どの音楽メディアが必要となる。音楽ライフスタイルには、これらの機器やメディアを

保有していること、また保有するだけの経済的なゆとりがあるという物的・経済的資源

が必要  

となる。 

大好きな演歌をおおっぴらに聴くことをせずに西洋クラシック音楽を聴くという行

動は、他者からの評価が大きく関与していると考えられる。その人の行動を評価する他

者が演歌に対して低い価値を置いている、あるいは演歌よりも西洋クラシック音楽に興

味を持っている場合には、評価者の前では演歌が大好きであることを示すような行動は

避けるだろうし、評価者と話をあわせるために西洋クラシック音楽を多く聴くようにし
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ているのかもしれない。評価者との関係性が深ければ、評価者の価値観がその人の行動

に大きな影響を与えることになるだろう。例えば、家族の中で演歌をひどく嫌う人がい

れば演歌を聴くことは控えるだろうし、西洋クラシック音楽に関する音楽メディアを多

く持っている人がいれば、それにふれる機会も多くなる。このような人的・関係的資源

は音楽ライフスタイルを形成する上で重要な資源として挙げられる。 

このような音楽ライフスタイルを形成する際には、数多くの制約がある。それは、経

済的側面、活動的側面、音楽的側面、精神的側面、人的側面、身体的側面がある。例え

ば、遠藤（1999）は、音楽活動における家庭的環境について触れ、「音楽における家庭

環境とは、家族の中にピアノが習っている人がいるか（いたか）、音楽愛好者が多くの

音楽を聴いたり音楽について話し合うことが多いかなど、人的な音楽的環境のことであ

る」と説明している。このような環境ももちろん、個人の保有資源でもあるが同時に制

約条件でもある。つまり、家族の中において人的な音楽環境が築かれていなければ、音

楽に接する機会も制限されるし、十分に音楽を楽しむことができなくなってしまう。こ

のようなさまざまな制約条件のもとに、個人は保有資源を取捨選択しながら音楽ライフ

スタイルを形成していると説明することができる。 

 

4．音楽ライフスタイルの変化 

音楽ライフスタイルは固定的なものではなく、時代や文化、社会的背景、個人の生活

環境が変化すれば当然変化することが予測されるし、個人のライフステージの各段階に

おいても変化するものである。なぜなら、このような環境の変化に伴って、外生的な要

因および個人の持つ資源量が変化するからである。Hendrics ら（2006）は、Lawton

（1983）の環境の圧力に対する適応パターンの考え方を用いて、このような環境や保

有資源量の変化の中で、個人は各種資源を選択し、それによって環境を改変したり環境

に順応したりしながらライフスタイルを形成すると説明している。したがって、音楽ラ

イフスタイルも、個人がその時点において適切な音楽活動に関わる各種資源を取捨選択

／動員することによって作り出されているものである。 

従来の老年学の知見を用いれば、このような音楽ライフスタイルの形成、維持、変化

は、活動理論や継続性理論を用いて説明することが可能であり、実際に、レジャー研究

などの文脈の中で説明されてきた。しかし、他のライフスタイルと同様、音楽ライフス

タイルは変化している部分と変化していない部分が混在して成り立っている。見かけ上、
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変化していないように見えるような音楽ライフスタイルであっても、その細部は変化の

連続であるかもしれないし、逆に完全に変化したように見えるようなものであっても変

化せずに一貫して継続されているのかもしれない。 

5．音楽療法と音楽ライフスタイル 

ところで、音楽療法は、音楽ライフスタイルを刺激、修正、強化する戦略であるとい

える。音楽療法とは、一般に、対象を障害児や何らかの病気、障害を抱えた高齢者、特

別養護老人ホームなどの施設に入所している高齢者とする「療法士が介入」（村井, 

2002）して行う音楽活動である。このような活動は、音楽療法士が対象となる高齢者

の音楽ライフスタイルに働きかけることによって、長期的なライフスタイルを維持させ

ようとすることと解釈することができる。音楽療法士の介入によって、高齢者の持つ音

楽ライフスタイルが変化、強化され、そのことがその他のライフスタイルとのバランス

に変化をもたらし、最終的に長期的なライフスタイルの維持へとつながると考えること

ができる。 

音楽療法は、本来はすべての人が対象に行われる音楽を用いた治療的行為であるが、

現在の音楽療法の研究や実践は、主に、疾患を有する患者、知的障害者、高齢者を対象

に行われているため、狭義の音楽療法であるとされている（板東, 佐治, 2009）。近年で

は、音楽療法を、医学や心理療法におけるような閉じた治療関係から、広くコミュニテ

ィや社会全般の音楽活動へと広げる視点を提唱している動向がある。音楽に参加するこ

とで他の活動へのきっかけを与え、その事によってコミュニティの中で積極的・主体的

な役割を持たせることを目的とした「コミュニティとしての音楽」（Pavlicavic, 2004）

という考え方も登場してきた。このように、対象者の音楽ライフスタイルを刺激する、

あるいは既存の音楽ライフスタイルを修正、強化する戦略として音楽療法を解釈すれば、

そのことによって他のライフスタイルの側面も刺激・修正・強化されることになり、結

果として対象者の QOL を向上させることができると説明することが可能となる。また、

健常な高齢者を対象とした広義の音楽療法（音楽健康法）もこの枠組みから説明が可能

となり、実践計画を構想しやすくなると考えられる。 

 

第 4節 まとめと議論 

本章では、サクセスフル･エイジングの研究について整理し、ライフスタイルという

観点からその課題を考察することの有効性を検討した。また音楽ライフスタイルという
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ライフスタイルの一側面についてその概念と構造を考察した。 

ライフスタイルについて検討した結果、次のようなことがいえる。数多くの学問領域

において取り組まれてきたライフスタイル研究では、ライフスタイルとは、個人の行動

パターンと価値観、態度、意見を表す指標の１つとして考えられており、個人の生活様

式全体を示す概念としてはあまり考えられていないということである。少なくとも、高

齢者を対象とした研究では、ライフスタイルを、ある行動や習慣を説明するための説明

変数として扱ったものはあっても、さまざまな要因が組み合わされた従属変数として扱

った研究は行われていない。Veal（2009）は、「ライフスタイルに関する多くの研究は、

行動、消費パターン、社会・人口学的特徴という固定的な考え方に基づいたライフスタ

イル群を実証的研究によって明らかにすること以上に関心の範囲を広げていない。その

ようなライフスタイル群がどのように生まれ、特定のアイデンティティがどのように構

築され、それらがどのように持続し、どのように消滅し、縮小するのかを説明するダイ

ナミックな理論的考察はあまりなされていない」と指摘している。つまり、ライフスタ

イルの形成や変化という視点からライフスタイルを考察することが必要とされている

ということである。ここで示されているライフスタイルの形成や変化とは、従来の老年

学の領域で適応の問題として説明されてきた事象に相当するものである。このことから

考えると、ライフスタイルのダイナミクスを考察することは適応のダイナミクスを考察

することとなる。従来の高齢者の適応の問題に関しては、従来は、活動理論、継続性理

論、離脱理論などを用いて説明されてきたが、ライフスタイルの維持、変化、選択に関

しても、これらの理論を用いて説明することが可能であるといえる。例えば、ライフス

タイルの一貫性については、従来の継続性理論を用いて説明できる。 

しかし、高齢者の適応の問題やサクセスフル・エイジングをライフスタイルの観点か

ら検討することによって新しい解釈が可能になる。例えば、従来の継続性理論では、中

年期からの生活や活動の継続性が断絶してしまうことで適応が困難になると考えてい

る。しかし、ライフスタイルには一貫している次元と変化している次元があり、それが

混在して成り立っているため、ある側面では断絶・離脱していたとしても、別の多くの

部分でそれまでの状態が維持されているならば、結果として、見かけ上、一貫したライ

フスタイルが維持されていると考えることができるからである。従来の考え方では、活

動的な次元と継続的な次元を別個なものとして、別々の理論によって説明がなされてき

たが、ライフスタイルの概念を用いることによって、活動・離脱・継続性の諸理論で別々
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に説明されていた適応の問題を包括的に説明することが可能となると考える。 

さらに、ライフスタイルという概念を用いることによって新しい問題を提起すること

ができる。それは、果たして高齢者のライフスタイルは変化するのか、本当に変化でき

るものなのかという問題である。もちろん、退職や親しい人の喪失という重大なライフ

イベントを経験したとき、多少なりともライフスタイルの変化が生じる。しかし、高齢

者がそれまでの人生の歴史において蓄積してきた資源や経験が多いほど、下位のライフ

スタイルの変化は少なく、よって全体的なライフスタイルも比較的一貫性を保つことが

できると考えられるからである。このような視点は音楽老年学をはじめとする老年学の

研究領域で取り組まなければならない課題の一つである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 42 -

第4章 高齢者と音楽： 

音楽活動を行う高齢者の実態と音楽のもたらす効果 

 

第1節 はじめに 

 高齢者が増えている現在、さまざまな領域で高齢者が貢献している姿が見られるように

なってきた。なかでも、高齢者の就労、政治参加、余暇活動、ボランティア活動をはじめ

とする地域活動への参加はこれまでにも多くの注目を集めており、なぜ、どのように高齢

者がその活動に参加しているのか、その活動からどのような便益を得ているのか、そして

それらの活動を通して高齢者が社会全体にどのような影響をもたらすのかについて多くの

研究結果が蓄積されている。 

 音楽をはじめとする芸術活動に参加する高齢者に関する記述も見られるようになってき

た。特に音楽活動に注目すると、音楽研究の諸領域、音楽療法の領域はもちろんだが、近

年では、教育学、心理学、レジャー研究の文脈においても高齢者と音楽に関する記述が登

場している。 

人間が音楽を行うことは、人間存在の本質的一側面であると言われる（丸林, 1999）。高

萩（1998）によれば、「一日の生活あるいは習慣、諸行事の中で見られる音楽と人間の密

接した関係性は、歴史的にさかのぼってみても驚くほど多く、深いものである。儀式や祭

り、労働・舞踊や宗教と音楽は、古くから広く結びついている。歌や供え物で病気の治療

をしたり、宴会で食欲を増進するために音楽が使われたり、軍隊でも士気を鼓舞するため

に使われたり、とにかく音楽と人間とのこれらの関わり合いは古くから多岐わたっている」。 

今日では、「現代の科学によって音楽と人間との関係性に科学的な光が当てられ、精神

医学や心理学の研究が進むにつれて、ストレスの解明など身体的・精神的疾患の発見、治

療やリハビリテーション、さらにスポーツや産業面では、バックグラウンド・ミュージッ

ク（BGM）として、音楽が積極的に応用されるようになってきている。これらがまた、

BGM のように受動的なものにとどまらないで、職場のコーラスやブラスバンド、コンピ

ュータでの曲作りやアフターファイブのサラリーマンやシルバーエイジの人々が、ピアノ

やいろいろな楽器にチャレンジして、積極的な音楽への取り組みをするようになり、職場

の人間関係や生きがいづくりに役立っている」（高萩, 2000）。つまり、古代から現在に至

るまで、人々は音楽ライフスタイルを形成し、生活に変化と潤いを持たせると同時に、健

康や生きる目標を得ようとしていると考えられる。 
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この章では、さまざまな領域で行われている高齢者を対象とした音楽研究や高齢者の音

楽活動に関する研究を整理し、研究の動向を明らかにするとともに、音楽活動を行ってい

る高齢者の実態を把握し、音楽が高齢者個人や高齢期の生活にもたらす効果について検討

する。 

 

第 2節 高齢者と音楽に関する研究の現状 

1．研究の全体的な動向 

高齢者と音楽に関する研究が注目され始めたのは 1990 年以降のことである。1990 年に

生涯学習法が制定されたこと、1994 年に音楽振興法が制定されたことにより、高齢者の音

楽活動環境が整備、拡充され始めたことがこの背景にあると考えられる。国立国会図書館

の文献検索（NDL-OPOC）で「高齢者」、｢音楽｣の 2 つをキーワードにして国内の論文の

検索を行った結果、このキーワードを用いた研究は 1991 年から 2000 年の間では 19 件、

2001 年から 2004 年では 52 件、2005 年以降では 72 件登場していた。国立情報学研究所

の論文情報ナビゲータ（CiNii）でも同様の検索を試みると、このキーワードを用いた研究

は 1990 年代になってから登場しており、1991 年から 2000 年の間では 34 件、2001 年か

ら 2004 年の間では 61 件、2005 年以降は 96 件登場していた。  

高齢者の音楽について徐々に関心が寄せられていることがうかがえたが、これらの研究

は音楽療法研究の文脈で行われた研究が大勢を占め、そのほとんどが、施設入所者や認知

症高齢者を対象としていた。 

 

2．音楽研究領域における高齢者の研究 

音楽分野の研究においては、2009 年度までの音楽文献目録（RILM 日本版）を用いて検

索をすると、乳幼児期・学童期、青年期以外の人を対象にした研究は生涯学習や音楽社会

学に関する項目にいくつか登場したが、その対象者は高齢期以前の成人が中心であり、高

齢者を対象とした研究は音楽療法に関する項目以外は数少ない。 

Pickles（2003）は、音楽の鑑賞に関する研究や実践研究において、「セカンドエイジか

らサードエイジへ移行することの影響はほとんど明らかにされてこなかった」と指摘し、

さらに、「高齢者を対象とした研究においては認知症に苦しむ高齢者を扱った研究は多いが、

その中に『サードエイジ』は含まれていない」とを指摘している。同様に、Hays と
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Minichiello（2005）は、高齢者を対象としたこれまでの音楽の研究は、「虚弱高齢者やケ

アハウスに入居している高齢者に注目した研究は多く存在するにもかかわらず、健康で、

地域社会に暮らしている高齢者に注目された研究は少ない」と指摘している。 

これらの指摘は、日本における音楽研究にも当てはまる。高齢者を対象とした音楽研究

を見れば、音楽療法研究の文脈の中で、認知症をもつ高齢者に対する音楽の効果、障害を

持つ人々に対する音楽の効果、病院や各種福祉施設（老人ホームや介護施設）の中でのリ

ハビリテーション・プログラムの中にいかに音楽を取り入れるか、あるいは取り入れられ

ているかを探る研究が中心であり、地域社会に暮らす比較的「健康な」高齢者を扱ったも

のはほとんど見られない。 

 

3．老年学の文脈における音楽の研究 

老年学の領域における研究に関しては社会老年学文献データベースをもちいて「音楽」

をキーワードに検索した結果、26 件登場したが、すべてが音楽療法に関する研究であり、

その対象は認知症の高齢者が大勢を占めていた。老年学に関連した辞典での音楽に関する

項目は次のように扱われていた。早稲田大学出版部発行の『現代エイジング辞典』では、

音楽に関する項目は「音楽療法」という項目に限られていた。また、その他の老年学に関

する辞典には、音楽に関する項目の記載は見られなかった（早稲田大学出版部『エイジン

グ大事典』、東京大学出版会『新老年学（第 3 版）』）。『エイジング大事典』では、「人文科

学と芸術」と「余暇」の項目の中で音楽について若干触れられていたが、独立項目として

音楽は取り上げられていなかった。 

海外におけるこの分野の研究動向は以下のようである。学術雑誌『The Gerontologist』 

や『Journal of Gerontology』、『Archives of Gerontology and Geriatrics』、『Geriatrics and 

Gerontology International』においては、音楽を扱った研究は音楽療法（Music Therapy）

に関するものがほとんどであり、それらは施設入居者や認知症高齢者、アルツハイマー症

患者を対象としていた。 

老年学以外の分野における音楽研究においては、アメリカ心理学会（APA)のオンライン

検索や SAGE Publication のオンライン検索、Web of Science のオンライン検索で検索を

試みたところ、音楽の身体機能への影響以外の研究や直接的に音楽療法とは関連のない文

献がいくつか発見されたが、大部分が音楽のリズムやメロディが果たす機能やその加齢に

よる変化、人間の認知や記憶、感情への影響に関わる研究であった。 
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以上のことから、高齢者と音楽に関する研究のほとんどは音楽療法に関するもので占め

られており、能動的に音楽と関わる高齢者を対象にした研究は、少なくとも老年学の領域

ではほとんど試みられていないと言ってよい。その他の分野においては、人間の身体的機

能や感情や記憶への影響について扱った論文が多く、人間の能動的な表現行動としての音

楽という視点や、主観的幸福感、生活満足度などと音楽の関連を扱った研究は多くはない。 

この状況は、小林（2003）が高齢者のための音楽学習プログラムの実験研究を進める中

で、「高齢者と音楽学習というキーワードで文献検索をしたが、ほとんど見当たらなかった。

虚弱な高齢者を対象とする音楽療法に関するものが非常に多いのと対照的である」と指摘

したことと一致しており、その傾向は現在でも依然強く残っているといえる。 

 

第3節 音楽を行っている高齢者の実態 

丸林（2000）は、多様化した成人の音楽活動について、以下のように述べている。 

 

我が国で現在展開されている成人の音楽活動は、その活動内容・方法などさまざまである。

それらは多くの教育関係の施設でフォーマルに行われている場合だけでなく、地域などでイン･

フォーマルに行われる場合もある。また、地域とも関係なく目標グループとして、同じ音楽の

目標を持った人たちが集団を形成し、活動している場合もある。フォーマルな場合だけを取り

上げても、その機会提供が公的機関、民間機関、そして第三セクターによるものなどがあり、

それぞれにおいて多様な音楽活動が行われている。例えば、公的な施設である公民館では音楽

関係の自主講座を基本的に無料で提供しており、初歩的・入門的なレベルの内容を対象とする

場合が多い。そこでは音楽表現の活動もあれば、CD、LD コンサートのような鑑賞講座も行わ

れている。また、民間機関の代表とも言えるカルチャーセンターでは、多種多様な音楽の学習

内容が用意されており、受講者さえ集まれば極めて専門的な内容も提供されている。そのため

「ゲーテに寄せるシューベルトの芸術（12 回）」などといった専門的な講座もあり、鑑賞を含

む講義形態も行われる。（丸林, 2000,174） 

 

教育産業やフォーマルな場での音楽教育に参加している高齢者だけでなく、地域にお

いて音楽活動に参加していることも次のように紹介している。 
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音楽の専門家ではなく一般人によって構成された、地域の合唱団、オーケストラ、各種アン

サンブルなども莫大な団体数となっている。 

さらに近年は、「生涯学習のまちづくり」が全国各地で推進されており、「市民参加型」の音

楽イベントも行われている。その練習として一定期間継続的な音楽活動が行われることもある

が、当日だけ参加するという音楽活動も見受けられる。（上掲、同ページ）。 

 

 この記述は成人全般に見られる現象として記述されているが、高齢者に限定しても同じ

ような現象が見られるだろうと推測される。実際に、さまざまな場所で高齢者が音楽活動

に参加していることも明らかにされてきた。 

 

1．統計に見る高齢者と音楽 

①音楽活動に参加する高齢者 

これまでのところ、音楽活動のみに焦点をあてた大量観察法を用いた調査研究は行われ

ていない。そのため、音楽に親しんでいる高齢者の数や割合などの詳細は明らかではない

が、神戸市在住の 65 歳以上の男女 5,000 人を対象にした無作為抽出によれば(小田, 2004)、

回答者約 2,700 人のうち、「ピアノやギター、尺八など楽器を演奏する」は 5%、「合唱や

民謡、謡などをする」は 12%、「音楽会や演奏会に行く」は 18%、「ジャズやポップスを聴

く」は 18%、「カラオケで歌う」は 22%である。割合としては大きくはないが、調査時の

神戸市在住の 65 歳以上人口は約 237,000 人であったから、そのうちの約 12,000 人は何ら

かの楽器を演奏していることになり、何らかの形で日頃から音楽に親しんでいる高齢者は

50,000 人を超えると推定される。 

瀬沼（2006）は、『レジャー白書 2006 年版』を用いて余暇のシニア化の動向について述

べている。それによると、高齢者の参加率の高い活動はゲートボール（90.9％）、囲碁

（74.0％）、おどり（73.7％）、園芸（69.0％）、邦楽民謡（66.0％）、社交ダンス（63.3％）、

演芸鑑賞（61.2％）、登山（60.7％）、日曜大工（59.3％）、観劇（58.3％）となっている。

また、各種目ごとに 50 歳以上の中高齢者が参加する比率を見たところ、音楽に関連した

項目では、邦楽民謡が 50 代以上の比率は 66.0％、60 代以上の比率は 47.2％、コーラスは

50 代以上の比率は 51.4％、60 代以上の比率は 34.3％となっている。その他の音楽関連種

目に関しては詳細は分からないが、以上の数字を見ると音楽は余暇活動の中でも高齢者の

参加率が高い活動であるということができる。 
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海外における研究においても、高齢者が音楽活動に参加している様子がうかがわれる。

Kelly（1978）はレジャー活動を４つの形態に類型化している。その中で、ピアノを一人

で演奏することを本質的な意味を持ち自由度の高い「無条件的レジャー活動」

（Unconditional Leisure）に分類し、音楽を聴くという行動を「文化的活動」（Culture 

Activity）に分類している。そして、音楽を聴くことは「機能回復の代用」として行われ

ている割合が多く、レジャー活動全体の中の 5 番目によく行われている行動であり、「テ

レビを見る」ことよりも頻繁に行われていることを明らかにしている。 

Silverstein ら（2002）は、スウェーデンの後期高齢者を対象に 10 年間にわたってレジ

ャー活動と生活の質（QOL）の関連を調べた。その中では、「コンサートへ行くこと」を

映画館や劇場、博物館、展覧会に行くことと共に「文化的娯楽」（Culture-Entertainment）

として扱い、「楽器を演奏すること」を｢お金のかかるレクリエーション｣

（Recreation-Expensive）の下位カテゴリに分類している。その結果、10 年間の間に文化

イベントへの参加や楽器演奏のレベルは低下しているが、「お金のかかるレクリエーショ

ン」に 10%が新たに参加していることを明らかにしている。 

 

②音楽に関心を持つ高齢者 

音楽に関心を寄せる高齢者も多いことが明らかにされている。 

遠藤（1999）は、新潟県で行われた高齢者を対象とした学習の研究の結果、高齢者が学

習を求める理由として、①生きがいや楽しみのため（57.0％）、②健康・体力づくりのため

（24.7％）、③家庭、日常生活をよりよくするため（20.9％）、④知識・教養を高めるため

（15.8％）、⑤芸術・趣味を身につけるため（15.8％）があげられることを紹介している。

また、同調査において学習内容の希望として、①園芸・盆栽（52.4％）、②健康・衛生（31.5％）、

③絵画・音楽（27.3％）、④編み物・手芸（23.8％）、⑤文学・歴史（15.4％）、⑥スポーツ

（14.7％）が挙げられており、この調査からでは音楽や絵画を求める人が意外と多いこと

を紹介している。 

上野（2006）は、「今後 10 年間で、70 歳以上の人たちの間で増える趣味として、園芸・

ガーデニング、読書、美術鑑賞、日曜大工、映画・音楽鑑賞、料理、パチンコ、楽器演奏

などが挙げられている」という UFJ 総合研究所の分析を紹介している。また、三浦（1995）

は、神奈川県が行った「生活時間の実態と芸術文化に関するニーズ調査」の報告書におい

て、芸術文化の鑑賞について「この 1 年間に鑑賞したもの」と「今後鑑賞したいもの」の
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差を見ると、今後の希望がより強いのは、「オーケストラ鑑賞」、「オペラ」、「歌舞伎、能、

狂言などの伝統芸能」、「ミュージカル」などとなっており、音楽に関連した項目が特に希

望が強いことが明らかになったと述べている。 

海外においても同様に、音楽に対する高齢者の関心は高いことがうかがえる。Gibbons

（1982）の調査では、対象高齢者 150 名のうち、126 名が楽器や歌を習うことによって退

職後に音楽的技術を磨きたいという希望を持っていることを報告している。 

以上のように、音楽活動を行っている、または音楽に関心を持っている高齢者に関心が

持たれ始め、その実態が徐々に明らかになってきたが、多くの調査や研究で示されている

数量データは純粋に音楽活動のみに注目して算出されたものは少なく、そのため、実際に

はどのくらいの数の高齢者がどのように音楽活動に関わっているのかについてはほとんど

正確には分からないというのが現状である。しかし、これらのデータによっても、音楽活

動を実際に行っている高齢者、そして音楽活動に関心を持つ高齢者は多いと推察できる。 

 

③報道に見る高齢者の音楽活動 

新聞や雑誌などのマスメディアにおいても音楽活動を行っている高齢者について注目

し始めている。大人になってピアノを習う人が多くなっていることは、以下のような新聞

記事を多く見かけるようになったことからも分かる。 

 

大人向けのピアノ教室 

 大好きなあの曲を演奏してみたい－そんな夢を実現しようと、ピアノを習う中高齢者が増え

ています。大人の初心者を対象にした教室はたくさんありますし、「楽譜が読めない」「指が動

かないのでは」といった心配は無用です。 

 大阪市福島区の田中千鶴子さん（63）は昨春から週 1 回、近くのマツダ音楽教室でピアノを

習っています。自宅ではキーボードを使って練習。これまでに「太陽がいっぱい」「いい日旅立

ち」など数曲、弾けるようになりました。 

 「ピアノは小さいころからあこがれでした。弾けるようになってとても楽しい」と田中さん。

クラシックの曲を何か 1 曲、完ぺきに弾くのが目標といい、「エリーゼのために」を練習中です。 

 中高年にとってピアノは人気のある楽器です。「大人のピアノ」というコースを全国の 920 教

室で設けているヤマハ（静岡県浜松市）では、1994 年の開設当初。300 人だった生徒が、現在

では約 12000 人に増えました。レッスン料金は、4.5 人のグループレッスン（1 回 1 時間）の場
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合、月 2 回で月謝は 6000～7000 円だそうです。 

 河合楽器（同）の大人向けピアノコーズでも、50 歳以上が約 6 割を占めます。始めるきっか

けは「音楽が好きなのにちゃんと習う機会が一度もなかった」、「昔、子どものために買ったピ

アノが家にある」－などさまざまです。 

 大人の初心者への指導方法は、子どもと違います。『大人のピアノ－長続きのコツ』（ヤマハ

ミュージックメディア）の著者で、静岡県清水市で 20 年近く、50 歳以上の人にピアノを教え

ている大崎妙子さんによると、子どもには教則本に沿って基礎から教えますが、大人の教室は

たいてい、ポップス、クラシックなどから生徒が好きな曲を選んで練習を始めます。 

 楽譜も、初心者向けに編曲したものを使用します。主に伴奏を奏でる左手は、初めのうちは

特に動かしづらいため、動きを少なくするなど工夫されています。この楽譜を使えば、最初の

レッスンで「聖者の行進」、「禁じられた遊び」などの曲を両手で弾けるといいます。 

 大崎さんの生徒の中には、脳こうそくの後遺症で手などにまひがあり、リハビリ代わりに習

っている人もいるそうです。「弾きたい気持ちさえあれば誰でも弾けます」と大崎さん。 

楽譜が読めなくても、習ううちにわかるようになります。全日本ピアノ指導者協会（東京）

指導法研究委員会初級グループのチーフで、鹿児島市でピアノ教室を開く池川礼子さんは、「子

どもと違って、理論を先に理解できるのが大人の利点。習う前に何もわからなくても、心配い

りません」と話します。 

 池川さんは、楽譜の仕組みや鍵盤と音階の関係を全く知らない人でも、初めてのレッスンの

日から曲が弾ける楽譜の読み方も考案しています。 

 「日常生活の中でも、意識して指を一本ずつ動かす動作をしてみると良いでしょう」と助言

します。 

                 （読売新聞生活部, 2007, 90-93） 

 

その他、定年退職後の楽しみための活動や生きがいとして、コーラスや楽器の演奏活動

に参加する高齢者に注目した記事が多く見られている。特に最近では、定年を迎えた、あ

るいは間近に控えた男性で結成される「おやじバンド」にも注目が集まっており、多くの

新聞記事が見られている（例えば、2008 年 11 月 23 日付 佐賀新聞、2009 年 10 月 9 日

付 南日本新聞、2010 年 5 月 14 日付 中国新聞）。さらには、音楽活動を通して地域の

小学生や子ども達と交流したり、各種施設でボランティア演奏を行うという姿も報道され

ている（例えば、2007 年 2 月 15 日付 読売新聞、2009 年 9 月 20 日付 宮崎日日新聞）。
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この現象は、そのような活動を行う高齢者が増えており、このような活動に参加すること

によって豊かな高齢期の生活を送っている人が多いことを反映しているといえよう。 

川村（2001）は、成人のピアノ学習に関する新聞記事の変遷を調べている。その結果、

このような内容の記事が初めて掲載されたのは 1987 年 7 月 28 日付の朝日新聞であり、そ

の後 1990 年代に入って実年・熟年成人層のピアノ学習について多く取り上げられるよう

になったことを明らかにしている。そして、「このような背景には、①時間的、経済的余裕、

②豊かさや自己実現の追求、③学習機会の拡大（公民館、民間の機関などでのピアノ学習

機会の拡大）、④生涯学習的視点の浸透（自治体などによる広報の浸透）がある」と推測し

ている。現在ではそれに⑤音楽による健康の維持･増進という知識の普及、という条件が加

わると考えられる。 

 

2．音楽活動の類型別にみる高齢者像 

 音楽活動を行っている高齢者像を具体的に描写した記述も見られるようになってきた。 

 

①セラピー･ミュージックを行っている高齢者 

音楽療法の実践の中でも、高齢者に対する関心は高い。門間（2007）は、平成 10 年度

の厚生科学研究（「我が国の音楽療法の実態に関する研究」村井靖児他）の結果として、音

楽療法実践家の 4 割が高齢者に関わっていること、疾病別に対象者を分けると認知症を持

つ人が 45％、脳血管障害を持つ人が 26％となり、わが国で行われている音楽療法の約 7

割前後が認知症の高齢者に対して行われていると推察されていることを紹介している。ま

た、平成 11 年度の同研究の報告から、高齢者を対象として行われている音楽療法は、対

人関係能力の向上（13.4％）、情緒の安定（8.5％）、意欲の向上（8.1％）、感情表出（7.1％）、

集中力の向上（4.2％）、認知能力の向上（3.9％）が主な目的として行われていることが明

らかになったと紹介している。2009 年 9 月に行われた日本音楽療法学会全国大会の一般

報告 272 題のうち、60 歳以上の人を対象とした研究、実践報告は 101 題にのぼっていた。

その多くは、（アルツハイマー症を含む）認知症高齢者に対し、音楽を用いて働きかけ、社

会性の獲得や ADL の遂行能力の向上、QOL の向上を目的とする実践内容であり、実際に

その効果が見られたことが報告されている（2009 年日本音楽療法学会大会報告要旨集）。 

現在、実際にどのくらいの数の人がセラピー･ミュージックを行っているのかは定かで

はない。しかし、数多くの病院や各種福祉施設において音楽療法プログラム、音楽を用い
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たリハビリテーション・プログラムが実践されていることが報告されていることから、セ

ラピー･ミュージックに参加している高齢者は多いと推測される。 

しかし、セラピー･ミュージックを行っている高齢者像は不鮮明であるといえる。なぜ

なら、音楽療法の文脈で行われている研究では、効果的な音楽療法の行い方、その評価方

法など音楽療法士側の視線からの記述が多く、実際にセラピーを受けている高齢者側の視

点が少ないからである。高齢者の姿が記述されていたとしても音楽療法を行っている途中

で観察される高齢者の様子やセラピーの前後に見られる変化に関する記述がほとんどであ

る。つまり、この文脈で描かれている高齢者像はそのほとんどが音楽療法の結果として観

察された高齢者像であり、そこに高齢者自身がどのように臨んでいるのかを高齢者自身の

視点から明らかにされたものはほとんど見られない。また、このタイプの活動を行ってい

る高齢者は、主に認知症をはじめとした何らかの病気や障害を抱えた人であり、病院や施

設などに入院、入所、利用している人たちがほとんどである。そのため、ここで描かれる

高齢者像はかなり限定された範囲の人々であると言えよう。以上のことから考えると、現

在セラピー･ミュージックを行っている高齢者は高齢者全体のごく一部であるといえるが、

今後、高齢者人口が増加するにつれて、このタイプの音楽活動を行う高齢者が増加すると

推測される。 

 

②カジュアル・ミュージックを行っている高齢者 

2 つ目のタイプであるカジュアル･ミュージックを行っている高齢者像については以下

のような記述が見られた。 

南（2005）は、地域で音楽活動を行っている中高齢者を対象として行った研究から、以

下のような知見を得ている。音楽活動の経験がなく、高齢期になって初めて音楽活動をす

るようになった中高年者もおり、「この楽団に入って、初心者から始めたという人の話に勇

気づけられて」音楽活動を継続している。また、こうした人々には、友人や家族の勧めで

音楽活動を始めた人が多い。活動に参加することによって音楽の楽しさに目覚め、他の音

楽団体にも所属したり、さらには音楽とは異なった活動にも参加するようになった人も少

なくない。 

河北（2005）は、「高齢者の能動的な文化活動であり、心身の健康維持への効果が期待

できると考えられる歌唱活動」に注目して高齢者の音楽とのかかわりを把握する調査を行

い、次のような知見を得ている。音楽を聴く機会が多いのは女性であり、60 歳代以上は
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50 歳代より音楽を楽しんで聴く機会が多い。音楽的な嗜好については、「歌を聴くこと」

が嫌いな人はいない一方、「歌うこと」が嫌いな人は 11%いる。対象者の 30%が過去に音

楽活動をした経験をもち、そのような経験を持つのは女性が多い。カラオケは約半数の人

が利用した経験を持っていた。 

藤澤（2000）は、高齢者のカラオケ活動に注目し、高齢者がカラオケで演歌を歌うこと

は自分の楽しみや、ストレスの発散方法となっていること、高齢者は年齢を重ねていくと

共に行動範囲が狭くなるので、「カラオケ教室に通うことが生活の一部になり、家庭とは違

った環境に身を置」くことで「自分自身の活性化の場所となっている」ことを明らかにし

ている。 

カラオケという音楽活動に関して、大竹（1997）は、以下のように述べている。 

 

  巣鴨にある戦前の歌ばかりを集めたカラオケ喫茶で、週 2,3 回通っているというお年寄りに、

以前からよく歌っていたんですかとたずねると、彼はこう答えたものである。 

「歌は好きだったけれど、私は酒を飲まないので、カラオケに来るようになるまで自分で歌っ

たことはありませんね」 

  私はこの発言から 2 つのことを教えられた。 

 一つは昔は歌を歌うのは酒の席に限られていて、酒を飲まない人は歌う機会はなかったこと。

もう一つは「歌が好き」というのは、歌うのではなく、聴くのが好きという意味だということ

である。戦後生まれの世代でも、カラオケが登場するまでは、この老人のように、人前で歌う

ことはあまりなかっただろう。（大竹, 1997,15）。 

 

そして、「カラオケははじめて、普通の生活者が酒抜きで人前で歌うことを可能にした。

カラオケに出会わなければ、一生、声を出して歌う喜びを知らずに終わったかもしれない

人々を、歌う側に引き込んだ」とその功績を述べている。 

 

 以上のように、カジュアル･ミュージックを行っている高齢者像にも少しずつ関心が向け

られ始めている。しかし、この話題を取り上げた研究はまだごく少数であり、特に、高齢

者のみを対象としたものは少ない。また、その大部分が横断的な手法で行動という現象に

注目したものであり、時系列的な視点で高齢者の音楽活動を捉えたものは少ない。縦断的

な方法で音楽活動を検討すること、音楽活動を行う他の年齢集団と高齢者を比較検討しな
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がら、高齢者が音楽を行うことについてさらに検討を深めることが音楽老年学の一つの課

題となるだろう。 

 

③シリアス･ミュージックを行っている高齢者像 

シリアス･ミュージックを行っている高齢者像に関する記述には以下のようなものが見

られた。 

音楽活動は、レジャー活動の中でも、シリアス・レジャーの一つとしてとらえられてい

る。シリアス・レジャーとは、Stebbins（1982 ; 1992a ; 1992b）によれば、「特別なスキ

ルおよび知識の習得と、その発揮にかなりの年季が必要であるからこそ、対象者にとって

十分に価値があり、興味が刺激されるような、アマチュア、愛好家、ボランティアといっ

た人たちの組織的、系統的な趣味的活動」と定義される。Mannell ら（1997）は、退職高

齢者にとってシリアスなレジャーが重要な理由として、「仕事のような活動を提供したり、

以前の仕事仲間や現在の友人、親類とのつながりを提供したり、社会的な生活圏を広げた

り、責任感を育んだり、他人に必要とされていると感じる機会を作り出してくれる」とい

う Stebbins の説を紹介し、「社会的生活圏を拡大し、自己の卓越性の認識を助長し、人生

を振り返る中でライフテーマを再構築し、責任感をはぐくみ、他者から必要とされている

ことを感じる機会を提供するがゆえに、退職高齢者の QOL にとっては、大切なものであ

る」と述べている。 

このような現象はどのような生活状況においても同じように見られることが指摘され

ている。例えば、渡辺（2002）は、高齢者施設における音楽学習プログラムを通して、「生

涯発達の最終段階において、本人の学習に対する真剣な取り組みと努力によって目標が達

成され、自分の成長を確認することによって質の高い満足感・充実感を得ること、結果的

に QOL が向上する」ことが示唆されたとしている。そして、毎日の生活に音楽が定着す

ることによって、生活そのものが活性化することが推察でき、音楽活動の継続によって、

演奏技能が熟達し、自己表現としての演奏が完成、その演奏を人に聴いてもらうことが、

生活面での意欲・積極性に反映し、生活満足度の向上が導かれていると考察している。さ

らに、「高齢者のための音楽というと、本人に負担感を与えないようにと考えるのが常道で

ある。まして 75 歳以上になると、指導者の意識はことさらである」と指摘した上で、プ

ログラムの実践結果から、単に時間を埋めるだけのものでは満足を得られず、その人なり

に音楽的にスキルアップしたいと望んでおり、そのためには少々無理をしてでも努力をし
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ようと思っている高齢者がいることを明らかにし、プログラムの内容や構成について検討

する必要があることを提唱している。 

また、シリアス･ミュージックを行なうことには性差がないことも明らかになっている。

Holahan ら（2002）は、「コンサートに行くことは男性よりも女性のほうが有意に高い活

動であるが、真面目な音楽の練習には性差は見られない」ことを明らかにしている。 

 

3．音楽学習と高齢者 

生涯学習の普及により、高齢者大学や各種カルチャーセンターに通う人も増えてきてい

る。丸林（1999）は、1993 年に行なわれた「高齢者の地域社会への参加に関する調査」（総

務庁老人対策室）の結果を紹介している。それによれば、高齢者が学習したいことの中で

「趣味的なもの（音楽、囲碁など）」が 35.5%で第 1 位になっており、生涯学習としての

音楽に対する高齢者の関心の高さがうかがわれる。また、同調査の結果から、「高齢者は一

人自宅で音楽に親しんでいるだけではなく、音楽関係のサークルや団体に参加して活動し

ていることが推察される」としている。近年では、各地方公共団体単位で音楽ホールや市

民ホールが設立され、そこで行なわれている音楽プログラムはプロの音楽団体の演奏会に

限らず、アマチュアの市民団体の演奏会も数多く行われている。 

元吉（2009）は、生涯学習振興法（略称：正式名称「生涯学習の振興のための施策の推

進体制等の整備に関する法律」）が制定された 1990 年以降、公民館や生涯学習センターに

おいてさまざまな中高年を対象とした教育・学習プログラムが用意されるようになり、音

楽振興法（「音楽文化の振興のための学習環境の整備等に関する法律」）が文部科学省によ

り制定された 1994 年以降は特に、中高年向けの音楽講座が多く開講されるようになった

と指摘している。 

これは、さまざまな研究領域が高齢者の音楽活動に関心を持ち始めた時期とほぼ一致し

ていることから、生涯学習振興法の制定が、高齢者の音楽活動に対する関心を高めてきた

といえよう。また、人口統計学的な推移を見ると、1990 年に高齢化率が 12％を超え、そ

の後急速に高齢率が上昇している（エイジング総合研究センター, 2006）こともあり、高

齢者人口の割合の増加にともなって音楽活動を行う高齢者が多く見かけられるようになっ

たことが、関心の高まりと関連しているとも考えられる。 

民間音楽産業も生涯学習の流れに乗り、団塊世代の退職を見据えて｢大人のための音楽

教室｣を開講している。たとえば、ヤマハ音楽振興会では、「ヤマハ大人の音楽レッスン」
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を開講している。そのコース内容は、ピアノや西洋楽器を習うコースだけに限らず、エレ

キギターなどのバンド系楽器、オカリナやウクレレといった楽器を習うコースも用意され

ている。本格的な入会、レッスンを始める前に無料体験レッスン制度を設けるなど、大人

で も 入 会 し や す い 環 境 を 作 っ て い る （ ヤ マ ハ 音 楽 振 興 会 ホ ー ム ペ ー ジ

http://www.yamaha-ongaku.com/pms/、2010 年 7 月 10 日参照）。また、河合楽器は「カ

ワイおとなの音楽教室」を開講し、ピアノ、ボーカル、フルートなどの管楽器をはじめ、

全 19 コ ー ス を 用 意 し て い る （ カ ワ イ 音 楽 教 室 ホ ー ム ペ ー ジ

http://www.kawai.co.jp/school/popular/、2010 年 7 月 10 日参照）。 

公民館や生涯学習センター、各種カルチャーセンターなどで開講されている講座は民謡

や大正琴などのような邦楽に関するものから、コーラス、ウクレレ、管楽器のレッスンな

ど多種多様であるが、中でもピアノ講座は受講倍率が高い人気のある講座の一つといわれ

ている。元吉（2009）は、自身の修士論文において、千葉、長野、東京、兵庫、埼玉の各

都県ではピアノ講座の受講倍率が 4～19 倍にのぼるという情報を得たことを述べている。

そしてこの背景として、「一つには受講生の子ども時代のピアノの価格が高額であったこと

が考えられる。美しい音を奏でるが、高価ゆえに庶民には手の届かない楽器であった〈ピ

アノ〉に、憧れの気持ちが膨らむのは自然なことと思われる。ところが、日本が高度経済

成長期を迎えると、ピアノの価格は決して安くはないものの庶民にも購入可能なものとな

った。そのとき、自らの夢を子どもに託してピアノを購入し習わせた者も少なくない。（昭

和 60 年の文部省による調査では）ピアノは習字、そろばんと並んで、子どものおけいこ

ごとのベストスリーの一つとなり、ピアノの販売台数も増加した。しかしながら子どもは

やがて成長し独立していく。家には使われなくなったピアノだけが残っていることになる。

時間的余裕ができた退職後にピアノを学ぶことは、自分の精神的な楽しみとなるだけでな

く、使われなくなった楽器の再利用にもつながる。そのような背景の他にも、低価格で音

質が向上した電子ピアノの出現、生涯学習の考え方が浸透してきたことなどさまざまな要

因が考えられる」（括弧内、筆者補足）と述べている。 

 

4．高齢者の音楽能力 

音楽活動に関する関心の高まりと同時に、高齢者の音楽能力についても関心が寄せられ

ている。渡辺（2002）は、高齢者施設における音楽学習プログラムを通して、「音楽を学

ぶ能力は一生涯あり、研究結果には、高齢者が音楽的能力を保持していること」が明確に
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なっていると報告している。さらに、「介護を受けずに独立して暮らしている人や入所施設

で生活している人でも、また 90 代以上の年齢になっても、そのような能力は強く残って

いる」と述べている。 

クレア（2001）は、音楽的能力を持つ人々は、たとえ高齢であっても、音楽を再学習し

たり、あるいは生涯において始めて音楽技術を発達させる許容量を持っている」と述べ、

学習者としての高齢者の音楽経験を評価した結果、「１）以前に学んだ技術は、すぐに取り

戻せる、２）音楽は、何年も前に経験した出来事や感情の思い出を甦らせる、３）音楽は、

何年も会っていなかった人々との交流をはじめとして、社会的な繋がりを持つ機会を提供

する、４）ピアノを弾くことによって得られる楽しみは非常に大きく、知らないうちに時

間が過ぎてしまったようである、５）ピアノを弾くことによる成功が、継続的に練習する

努力のための意欲をもたらす」ことが明らかになったとしている。 

詫摩（1991）は、還暦を過ぎてからピアノを習い始めた男性の話を紹介している。 

 

この人は、すでに嫁いだ娘が子供のころ習っていたピアノが自宅にあって、20 年も一度も音

を出したことがなかったので、このままではもったいないと思い、活用してみようというのが

動機であったそうである。もともととくに音感があったわけではなく、音楽とは無関係の仕事

をしてきた人だったので、著しい上達はしなかったが、孫の歌う歌くらいは弾けるようになっ

たと喜んでいた」（詫摩 1991, 132）。 

 

この例のような高齢者は多く存在すると推測される。アメリカの社会において、「You 

can’t teach an old dog new tricks（老犬に新しい芸は仕込めない）ということわざが否定

されつつある」とコーエン（2001）は述べているが、この現象は日本にも当てはまるだろ

う。とりわけ音楽活動においては数多くの実践例がそのことを証明しているように思われ

る。 

 

第 4節 高齢者の音楽活動の特徴 

 高齢者の音楽活動の特徴は、以下に述べるように開始要因、阻害要因、継続要因の 3 要

因に着目して検討することができる。 
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1．音楽活動の開始における高齢者の特徴 

音楽の活動の開始については、高齢者は音楽に対するあこがれが強く、それが音楽活動

を始めるきっかけとなっていること（丸林, 1999 ; 南, 2005）、保有楽器を活用するために

音楽活動を始めていること（深見, 2000 ; Ruth, 2000 ; 川村, 2001）、自己実現のために音

楽活動を始めていること（海野 , 1994 ; 宮田ら, 2000）という他の年齢層にはあまり見ら

れないようなきっかけが見られることが明らかにされてきた。 

音楽老年学で注目すべき点は、高齢者の中には社会的なつながりを持つことや健康を目

的として活動を始めている人がいるということである。高齢期においては、退職や自身や

家族の病気・障害などによって行動範囲が制限され、既存の人間関係が縮小してしまうこ

とがある。これらの人間関係の喪失を埋めること、あるいはそれまでの人間関係を深めた

り、人間関係をさらに拡大することを目的として音楽活動に参加するという人もいる。

Mannell ら（1997）は、人々が何らかの活動に参加するのは、その活動が「環境と相互作

用したいという内発的欲求を満足させる」からであるという White（1959）の説を紹介し

ている。また、南(200５)は、定年を迎え、社会から引退を余儀なくされた高齢者の中には、

「何か社会とつながりがほしい」と考える人や、「このままの状態で自分が死んでいくのが

いやだった」という思いを持って音楽活動に参加している人もいることを紹介している。

その他にも、定年退職後の自分の居場所やよりどころを求めて活動を開始するという人も

いると考えられる。元吉(2009)は、Havighurst（1960）の「自分と同年代の人々との明る

い親密な関係性を結ぶこと」という高齢期の発達課題を紹介し、このような「つながり」

が動機となっている人も多いことを明らかにしている。 

さらに注目すべき点としては、身体的な老化や自分の残りの人生の短さを意識すること

で、音楽活動を始める人もいるということである。元吉（2009）は、ピアノ学習者の動機

には「①能力の衰え、②生の有限性、③健康効果に関する発言が多く、生理的要因が重要

であることが読み取れた」としている。一方で、加齢の進行に対処するためにピアノ学習

を始めた人も多く、特に後期高齢者に該当する学習者の中でその傾向が大きいことを報告

している。中には、はじめは老化に対処することを目的として始めた音楽活動が、次第に

音楽そのものに対して興味を持つようになり、最後には何かへ貢献することを希望するよ

うに変化した人がいることも明らかにしている。 

このようなきっかけは高齢者独自のものであるといえるが、従来の研究では、このよう

な視点はあまり注目されていない。 
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2．音楽活動の阻害要因における高齢者の特徴 

音楽活動を阻害する要因も明らかにされてきた。特に、高齢者をはじめとする成人の音

楽活動、音楽学習においては、適切な指導者や活動・学習環境が不足していることが多く

指摘されている（例えば、辻, 1990 ; 遠藤, 1993 ; クレア, 2001 ; 元吉 ; 2009）。その他、

高齢者個人の問題として音楽スキルの乏しさや自信のなさが阻害要因となっていることも

明らかにされている（例えば、クレア, 2001 ; 河北, 2005）。 

阻害要因として音楽老年学が注目すべきものは、エイジズムに関する要因である。小林

（2003）は「高齢者の音楽活動の普及には、現在次のような問題点がある。高齢者自身に

ついては、音楽に関心があるものの『今さら、この年齢からは無理』、『いい歳をして世間

体が悪い』といった意識が強いこと、指導者の側では、高齢者の加齢による能力の衰退す

る部分に気を配りすぎるため、その成長できる可能性を開く指導が行われないということ

である」と説明し、いずれも、高齢者の加齢による正しい認識の欠如によるエイジズム（パ

ルモア, 2002）が原因であると指摘している。環境的な要因や個人的な要因よりも、この

ような世間体は高齢者に大きな影響をもたらすと推測される。この点に関してもこれまで

にあまり注目されていない。 

 

3．音楽活動の継続における高齢者の特徴 

活動開始や阻害要因に比べると高齢者の音楽活動の継続に関する記述はかなり少ない。

竹中と小田（2008）は、音楽活動を行っている中高齢者の活動継続要因と活動満足につい

て、人々から得られるソーシャル・サポートという観点から研究を行った。その結果、活

動の継続意欲と関連ある要因として「音楽スキルの自己評価」があげられていた。また、

サポート提供者別の個別サポートでは、「指導者から得られる刺激サポート」、「家族から得

られる評価サポート」、「音楽仲間から得られる相談サポート」、サポート提供者別のサポー

ト受領感では「音楽仲間から得られるサポート受領感」が活動継続と関連した要因となっ

ていた。特に音楽スキルの自己評価は、活動継続意欲、活動満足ともに有意に強い影響力

を示しており、「シリアス･レジャーを行っている中高齢者にとって、自分のスキルを高く

評価できることは活動満足感に関連し、さらにもっと、と継続意欲を高めているというこ

とができそうである」と推測している。 

また、同研究の予備調査として行ったインタビュー調査によって、「行うだけでなく得

るものがあることが継続のもとである」という発言があったこと、「私よりも高齢の人がは
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つらつと活動している姿を見ていると非常に刺激になる」という発言があったことから、

サクセスフル･エイジャーとして刺激を与えるようなロールモデルが存在することも大き

な継続要因となっていると示唆している。 

その他にも活動を通して、自分自身の変容を自覚すること、他者から影響を受けること、

音楽そのものの魅力に触れること、音楽にますます関心を持ち没頭すること、仲間と集団

で活動できること、気分転換ができること、自己表現ができること、周りの環境が変化す

ることといった要因が活動の継続に影響を及ぼしていることも明らかにしている。 

 

第 5 節 音楽がもたらす効果 

音楽が人間にどのような影響をもたらすのかというテーマは、音楽の専門領域や音楽療

法の文脈における研究に限らず、生理学や医学、教育学、心理学などの分野でも長い間取

り組まれてきた研究課題の1つであり、その結果、数多くの情報が蓄積されてきた。現在

では、音楽は、高齢者の身体的・生理的な機能だけにとどまらず、精神的効果、社会関係

や個人の心理的機能にも効果を持ち、それが高齢者の生活全体に対して良い影響を及ぼし

ていることも指摘されるようになってきた。 

それらを分類すると表 4-1 のようになる。 
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このような効果や高齢者にもたらす便益は、それぞれがサクセスフル・エイジングにと

って重要な要素であるといえる。以下ではこのような効果や便益について、詳しく検討す

る。 

 

1．身体的・認知的効果 

1 つ目の効果は、身体的・認知的効果である。 

音楽が身体（生理）的・認知的機能に及ぼす効果は、具体的には①身体、手、腕、足、

各機能の回復と低下防止につながり、全体を活性化する、②睡眠障害、徘徊などの異常行

動の軽減、③なじみの曲の歌唱から発声、発語がスムーズになる、④嚥下障害が改善され、

全介助から半介助へ移行、⑤食事が進み、睡眠の質（よく眠れる）が向上する、⑥寝たき

りから離床へとつながることがあげられる（赤星ら, 1999）。その他にも、音楽が回想を刺

激すること（Osgood, 1993 ; 赤星ら 1999 ; 関, 2006）、身体運動を促進すること（クレア, 

2001）、免疫機能を促進すること（コーエン, 2001）が明らかになっている。 

  身体的・認知的

効果 

心理的・精神的

効果 

教育・生産的

効果 

社会集団的 

効果 

社会文化的 

効果 

社会経済的

効果 

増
進 

脈拍、呼吸数、脳

波の安定、身体活

動の促進、感覚的

刺激、食欲、睡眠

促進、回想刺激、

記憶の保持 

精神的充足、気晴

らし、生きがい、

生活満足度、主観

的幸福感、自己実

現、役割維持、新

たな役割取得、ラ

イフイベントへの

適応、アイデンテ

ィティの維持 

人間形成、社会

的活動、創造

性、生産性、労

働意欲、時間の

活用、社会性 

ソーシャル・ネッ

トワーク、社会的

交流、交友関係、

世代間交流、家族

間交流、民族間交

流、国際的交流 

社会貢献、まち

づくり、地域活

性化、地域イメ

ージアップ、国

際交流・理解 

レジャー産業

利益、教育産

業利益、音楽

メディア産業

利益 

減
少 

異常行動、嚥下障

害、うつ状態 

ストレス、孤独感   社会的孤立  否定的加齢観  

【表 4-1 音楽がもたらす効果】 
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直接的な効果だけでなく、病気や認知症の予防の効果があることも注目されてきている

（例えば、クレア, 2001 ; Verghese, et al., 2003）。近年では、主観的健康観にも影響を及

ぼすことが明らかにされている（渡辺, 2002）。  

一方で、音楽活動が高齢者の生活全体に必ずしも良い方向に機能しないという結果も見

られている（例えば、Menec, 2003）。しかしこのような研究は、身体的機能が必要とされ

るほかの活動ができなくなった代わりに音楽活動が選択されているため、結果として ADL

や IADL の得点が低下し、死亡率が高まったと説明されている。そのため、音楽活動その

ものが身体的機能を低下させているかどうかは定かではない。 

 

以上のように、音楽が高齢者の身体的・認知的機能に及ぼす影響が大部分で明らかにな

っていることが分かった。このような効果は音楽老年学にとっても重要な内容である。し

かし、特に身体機能への影響については、「機能の回復・改善」に重点が置かれている感が

否めない。「機能の維持」という視点を拡充することが音楽老年学の課題であると考える。 

 

2．心理的・精神的効果 

２つめの効果は、心理的・精神的効果である。この効果の内容には、「①リラックスし

て笑顔が得られ、表情が豊かになる、②感情の表現がストレスの発散になる、③アイコン

タクトがとれてコミュニケーションにつながる、④集中力、持続力が得られ、落ち着いて

いられる、⑤自己実現が得られ、自信への回復へつながる」（赤星ら, 1999）ことがあげら

れている。 

音楽老年学において特に注目すべきなのは、生活満足度や主観的幸福感をもたらすとい

う効果である。生活満足度への影響や心理的効果に関する研究は、レジャー研究の文脈に

おいて積極的に取り組まれている。人は、公的領域よりも私的領域（労働市場、消費、家

族や友人、余暇、健康）の方により強い満足を感じるものである（ブルーノら, 2005）。特

にレジャー活動は生活満足度と最も強い正の相関関係が見られるという指摘もある

（Riddick, et al., 1984）ように、数多くの先行研究によってレジャー活動が高齢期の生活

満足度や主観的幸福感、モラール、自己有用感にポジティブな影響を与えていることが明

らかにされている（例えば、Decarlo, 1974 ; Longino, et al., 1982 ; Patterson et al., 1994 ; 

Caltabiano, 1995）。このほかにも、レジャー活動から得られる心理学的便益には自己表現、

アイデンティティの拡張、自己実現（Stebbins, 1982）、自由の認識、コントロール感覚、
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コンピテンス（Patterson, et al., 1994）のほか、Well-Being の感覚、セルフ･エスティー

ムの向上、個人的資源の適応力の発達（Caltabiano, 1995）などがあることが指摘されて

いる。 

『現代エイジング辞典』（1996）では、「高齢者にとってレジャー生活は家族生活ととも

に主要で重要な生活領域であり、幸福の源泉の一つになりえる」と説明している。また、

『エイジング大事典』によれば、高齢者にとっての余暇問題は、「退職の意味と不可分に関

わっている」としている。その理由として、「労働役割を放免されるため、生計を支えるた

めの活動よりも余暇のほうに多くの時間が割り当てられる」ので、「余暇は退職者にとって

機能的に労働と対価のものとなりうる。つまり、余暇は地位と名誉の源泉となり、自己価

値と自尊心の感情に寄与し、新しい経験の母体となり、社交的交わりための場を提供する

のである。別言すれば、余暇はそれ自身で目的となり、退職後のアイデンティティの正当

な源となる」とある。 

自己実現という言葉を用いて人々の発達を説明している Maslow（1968）によれば、「自

己実現は個人が世界で最も抜きん出ようとする要求ではなく、単にその個人がなりうる中

で最高の存在になろうとする要求」のことである。このことについて、Mannell ら（1997）

は、「音楽を通して自己実現をしようとする人は、音楽的才能を発達させ楽しむために超一

流の音楽家になる必要はなく、個人の最良の演奏を達成することによって自己実現が得ら

れる」と説明している。 

Nilsson ら（2006）は、スウェーデンの後期高齢者を対象にレジャー活動への関心と実

際の活動数を調べた。その結果、Well-Being と関連が強い活動として音楽は 20 項目中 7

番目に挙げられていた。この結果は後期高齢者にも音楽が好まれているということを示し

ているといえるだろう。 

Kelly ら（1987）は、イリノイ州に住む 40 歳以上の成人 400 人を対象にレジャー活動

と生活満足度の関連を調べた。そこでは、音楽団体への参加やコンサートへ行くことは、

読書やダンス、演劇、他の芸術団体への参加、演劇や展覧会へ行くことと共に「文化的活

動」（Cultural activity）のカテゴリに入れられている。そして、文化的活動は「旅行」に

次いで生活満足度との相関が高いことを明らかにしている。年齢別では、40～54 歳、75

歳以上のグループにおいて有意差が見られた。この結果について、彼らは、「文化的活動」

は社会的相互作用が強い活動であるために、特に 75 歳以上の高齢者に有意差が見られた

と説明している。 
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Hays と Minichiello（2005）は地域社会に暮らしている高齢者における音楽とアイデン

ティティや自己表現、個人の幸福感との関連に関する研究を行い、「多くの高齢者は、音楽

を、幸福感を測定する方法や維持する方法として用いている」ということを明らかにした。

さらに、「音楽は日常的な身体的・精神的健康に貢献」し、「個人のもうひとつの個性（個

人の独自の人生経験）を理解することにも役立つ」という効果を持つことも明らかになっ

た。その内容を整理すると以下の 6 点にまとめられる。 

 

１．高齢者は、アイデンティティや自己を理解するための方法として音楽を用いている。 

２．高齢者は、他者とのつながりを持つために音楽を用いている。 

３．高齢者は、幸福感や癒し、健康への手段として音楽を用いている。 

４．高齢者は、感情に対する刺激や感情の調節のために音楽を用いている。 

５．高齢者は、幻想にふける、あるいは動機付けのために音楽を用いている。 

６．高齢者は、美的感覚やスピリチュアリティを味わうために音楽を用いている。 

 

 この研究結果で特に注目すべき点は、「音楽を聴くことや創作活動、音楽分野のボランテ

ィアを通して、音楽は高齢者の生活に入り込んでいき、そのことが結果として、高齢者自

身の生活や人生に対して注意を向け、活動の継続を維持し、社会化を促進し、地域社会へ

の貢献方法を提供する」ということから、「フルタイム勤務から退職した高齢者にとって、

音楽活動に参加することは自己アイデンティティを再定義する一つの方法となって」おり、

このような「音楽活動に参加している高齢者は、退職やエイジングを、社会における役割

を持たないことを必ずしも意味するものではなく、また、身体的・精神的な機能低下や、

他者との相互作用の喪失を必ずしも意味するものでもないと思っている」ということを指

摘していることである。そうした調査結果に基づいて、彼らは、「音楽は幸福感の維持や健

康状態の良さを主観的に経験することに貢献」し、「音楽に関心を持ち続け、音楽活動に参

加し続けることによって、身体的・精神的な大部分が活動的でいられる人もいる」ことを

強調し、「音楽は、『若い』という感覚をもたらし、人々を活動に参加させ、人々を活動に

集中させるので、エイジングのプロセスをゆっくりと進ませることができる」と述べてい

る。 

このほかにも、ライフイベントに直面した高齢者に対するレジャー活動の影響に関する

研究の中にも音楽の記述が見られた。Patterson（1996）は、オーストラリアの死別者を
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対象にレジャー活動への参加状況について調べた。その中で、配偶者と死別した高齢者は

家の中でのレジャーをより好むという傾向を明らかにし、その中には音楽鑑賞も含まれて

いた。また、インタビュー調査の結果から、配偶者を失ったショックを和らげるために音

楽が有効であることを明らかにしている。 

 

以上のように、数多くの研究が、音楽活動が高齢者の生活満足度や幸福感を促進するこ

とを示唆している。とりわけ、家庭外の活動として音楽活動が行われている場合には、社

会的相互作用を媒介にして生活満足度や幸福感がいっそう促進されると考えられる。その

ことを、検証することが音楽老年学の一つの課題であると考える。 

 

3．教育・生産的効果 

3 つ目の効果としてあげられるのは、教育・生産的効果である。ここで述べる「生産」

とは、労働的価値として挙げられる生産のみならず、人間形成という側面から創造性

（creativity）という側面までが含まれる。 

丸林（1999）は、「ハーグリーヴス(D.Hargreaves)は集団で行う音楽的イベントにおい

て連帯意識と個人の尊厳を獲得することについて述べており、このような集団で行う音楽

的イベントの参加経験が、高い教育的価値を持っているとしている」と紹介している。こ

のように、音楽の教育的効果については社会性が獲得できることに多く注目されてきた（例

えば、貫, 1999 ; 渡辺, 2002 ; 川村, 2003 ; 2004）。 

高齢者にとっては、音楽活動に参加することによって日常の生活時間を組み立てること

ができるようになることも、大きな教育的効果として挙げられるだろう。川村（2004）は、

成人期になってピアノを始めた人の多くはピアノの練習時間を生み出すために自らの生活

スタイルを見直すようになったと述べていることを明らかにしている。このことについて、

「ピアノを弾くことの楽しさの発見がその根底にあるが、いずれにしても、ピアノのため

に自らの生活スタイルを見直し時間を生み出そうとすることは大きな変化である」と述べ

ている。同様に、矢澤（1998）は、足立市にあるシルバーアンサンブルへのインタビュー

結果から、「練習日以外にも自宅で練習したり、あるいは長く音楽を続けるために体力づく

りをしたりと、音楽が生活の中で大きな位置を占め」、その意ように生活を変化させること

によって音楽活動が生きがいとなっていることを明らかにしている。 

また、音楽に関する活動だけでなくほかの活動への意欲も生み出していることも指摘さ
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れている（例えば、川村, 2004）。辻(1990)は、「音楽経験が人間に与える影響調査」によ

る結果から、音楽をする人はマルチ人間として音楽以外にも生活の幅を広げつつあること

が明らかになったと述べている。高齢者の中には、身体が虚弱なこと、仲間がいないこと、

経済的な問題、またはその他の状況によって、毎日何時間もの時間をもてあましている人

もいる。時間をもてあまし、何もすることがないことが、人に生きる意味や目的を失わせ

ることになり、そのような状態は生きていく上で最悪の状態であるという人もいる。この

ような人が音楽活動に関わることによって自分のライフスタイルを見直し、音楽活動だけ

でなくほかの活動へのきっかけをつくりだすことができることは大きな教育的効果である

といえる。 

 音楽老年学が特に注目すべき教育・生産的効果とは創造性（creativity）であろう。 

音楽は創造的活動の一種として説明されることも多い。Osgood（1993）は、音楽活動

を創造的活動（Creative Activity）とみなし、「音楽に参加するということは、視聴、参加、

創造が含まれる」から音楽が高齢者にとってふさわしい活動であるとしている。 

Fisher ら（1999）によれば、創造的活動とは、「個人がどのように問題解決をし、どの

ように変化に対処するかを探求するプロセスである。創造的活動を通して、個人は、問題

解決能力の発達、適応能力の維持、自己理解の進化、目的あふれる・意味のある参加を強

化する。創造的能力が発達した高齢者は、他の領域において同じ技術を応用し、高齢期に

おいて起こる多くの変化や問題に対処することができる」。つまり、藤田（2007）が指摘

しているように、「創造的活動とは、個人の楽しみや生きがいに収斂する活動ではなく、個

人の楽しみと同時に社会貢献する活動である」。 特に退職した男性においては、趣味活動

や家庭仕事のような生産的要素を含んだ活動が身体的 Well-Being の向上に影響力を持っ

ていることも指摘されている（Beck et al., 1988）。 

コーエン（2001）は、高齢者の創造性には 4 つの特徴があるとして、以下のように説明

している。 

 

①創造性は晩年に入った人間の士気を高める：創造性は晩年になってから経験する諸問題に変

化をもたらし、時にはそれを乗り越えることを可能にする。創造性の本質の一端として、人

を熱中させ活気づける性質がある－新たな視野に立って自らの暮らしぶりを眺め、多少とも

創造的な自己表現ができれば、実際の体調がどうであれ、人は気分が良くなるものだ。創造

性は人をより快活にし、人生の逆境や痛手により良く対処できるようにする。運動が筋肉の
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調子を良くするのとまったく同じで、創造的なことに熱中すると、気持ちが高揚する。 

②創造性は年を取ってからの体の健康に役立つ：前向きの態度と幸福感は人間の免疫機能と全

般的な健康状態に有効な効果をもたらすことは、精神神経免疫学的研究－感情と脳の働きと

免疫機構の相互作用を調べる研究－にもとづく予備的な所見が示唆している。次第に増加し

ているこうした所見は、年輩者たちにとりわけ顕著に見られる。一般に創造的表現は前向き

の態度と幸福感を増進するような感情をはぐくむ。解消されない慢性的なストレスが免疫機

構に有害な影響を及ぼすのとは正反対に、持続的な創造性は、感情表出を促進することによ

って、免疫機能の上昇を促す。 

③創造性は人間関係を豊かにする：青年または中年の人々にとって、晩年に創造的潜在能力が

あると知っていれば、その時期に対する見方がより前向きになり、期待が高まる。エイジン

グについて楽観的な期待を持っている大人はエイジングその他人生の推移について自分の

親ともっと気楽に話し合える。結果的に両方の世代に恵みをもたらす。子世代の大人たちは

いかにしてより充実したエイジング経験を積むか直に学べるし、親世代の大人たちは人間関

係の輪の中に加わり続け、他者とのつながりと人生の豊かさを増強する感情的な親密さを保

持できる。 

④創造性は最大の遺産である：人が晩年に創造的であるということは、その子、孫、ひ孫、そ

して社会全体にとっても老後にこんなことができるというこの上なく貴重な手本になる。自

分の家族や他人の生活における役割モデルとして、エイジングについて個人的な見解や社会

政策を打ち出すことができる。歴史的に見ると、老人は文化の「守り手」、一族や共同体の歴

史と価値観を次世代に伝承するものとして重んじられた。  

（コーエン, 2001: 25-26）。 

 

コーエンは、高齢者の創造性には個人的な側面と社会的な側面があり、そのどちらもが

高齢者にとって重要であることを説明している。特に、社会的側面の中に、他世代へのモ

デルとなることが挙げられていることは注目すべきだろう。 

 

以上のような教育・生産的効果には、音楽活動を媒介としてさまざまな能力が開発･維

持されることが含まれている。特に、音楽がきっかけとなって他の活動領域の活動範囲が

拡大することは注目すべき効果である。また、高齢者が他の年代のモデルとなりうること、

そして、社会と相互作用するための社会性や協調性が獲得されるという点で、特に高齢者
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にとっては大きな効果をもたらしているといえよう。しかし、これがどのように形成され

るかというメカニズムまで記述されているものはほとんど見られない。また、音楽が他の

活動領域とどのように相互に関連しているのかについても具体的・詳細に記述したものは

見られない。音楽老年学ではこれら 2 つの視点を視野に入れることが必要となる。 

 

4．社会集団的効果 

4 つ目に挙げられる効果は、社会集団的効果である。この効果は、主に音楽活動を通し

て築かれる人間関係のもたらす効果である。他者の存在が音楽パフォーマンスに与える影

響は、長い間、研究者の関心を集めており、多くの知見が蓄積されている。特に集団で行

う活動においては、「自分のパートを受け持って演奏し、他のメンバーの成功のためにも貢

献できるようになったとき、参加者の間には友情が芽生える。その結果、音楽経験は、人々

はお互いに対する思いやりを分かち合う共同社会の中にいるという実感を与えてくれるの

である。彼らはお互いに対して気を配り、他者のニーズに反応し、喜び、悲しみ、恐れ、

悲嘆を分かち合う。高齢の音楽愛好者のグループは、音楽技術の習得が、他者と共に音楽

を活用または作る機会につながっていくことを明らかに示したのである。音楽を分かち合

うことで、人々はお互いに対する配慮を持つようになる。音楽アンサンブルでは、すべて

の参加者がお互いに配慮し合い、協調し、時には譲歩して自分の個人的の要望よりもグル

ープ全体の成功をもたらすことを優先させなければならない。したがって、参加者各自が

毎回のグループセッションの成功のために、それぞれの技術と能力で貢献していく」いう

効果が見られることが指摘されている（クレア, 2001）。矢澤（1998）は、「アンサンブル

は一人で楽器を弾いているだけでは決してできない音楽を作り出すことができる。一人一

人は、それほど、難しいものが弾けなくてもアンサンブル全体ではすばらしいハーモニー

が生まれる。また、多くの人とのチームプレイでは協調性や社会性が要求される。年を取

ると頑固になるなどといわれるが、アンサンブルでは柔軟さも自然に培われる」と述べて

いる。 

 集団内の横のつながりだけでなく、音楽を用いることで多世代にわたるコミュニケーシ

ョンも円滑に行うことができることも指摘されている（例えば、クレア, 2001 ; 金子, 

2006）。 

 高齢者にとって特に重要となってくるのは、音楽活動によってコミュニケーションが促

進されることによって社会的孤立が防止されるということであろう。社会的孤立とは、『現
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代エイジング辞典』によれば、「家族、友人、近隣をはじめとする社会全体との関係、接触、

相互作用が欠如した状態」を指す。Ruth（1973）は、「共通の話題はしばしば友情を深め

るものだが、音楽プログラムはその中でもずば抜けているようだ」とし、音楽に基づいた

プログラムは、社会的交友関係を発展させ、それらを強化、再建することができると指摘

しているし、クレア（2001）は、コミュニケーションを促進する効果について、「音楽は

比類が無く、他の方法や媒体ではそれ以上の効果をあげることができないものをもたらす」

と述べている。このことに関して、丸林（1999）は、「マーセル（Mursell, J.L.）は、音

楽を社会的な芸術であるとして、集団の音楽活動には社会的促進作用（social facilitation）

を受けやすい特徴がある」と紹介している。 

また、働きもせず、子育てもしていない高齢者においては、レジャー活動は自己表現を

するために重要なものとなることが指摘されている（Herzog, et al.,1998）。日常生活の中

で自分を表現する機会の少ない高齢者にとって、集団の中で歌い、皆から拍手を受けると

いうような音楽活動は、自分の存在が認められて非常に満足感をもたらすことにつながる

（貫, 1998）という指摘もある。 

 

音楽のもつ社会集団的効果は、特に高齢者にとって重要な効果であるといえる。高齢期

は社会から遠ざかる傾向が大きいライフステージの段階である。堀（2000）は、「高齢期

には喪失の事実（生理的機能の低下、退職、家族や親しい人との離死別など）がより顕著

になり、それゆえ人生の有限性の自覚がより現実的なものになることが『つながり』への

ニーズを生む」と述べている。そのため、音楽によって人々とつながりを持ち、以上のよ

うな社会集団的効果が得られることはサクセスフル・エイジングにとって重要な要素なる。

Rowe と Kahn のサクセスフル・エイジングの定義の中にも生活への積極的関与を掲げて

おり、ここには、親密な人間関係の維持と意味、あるいは目的ある活動への参加の維持と

いう 2 つの次元あることが指摘されている（Silverstein, et al., 2002）。さらに、他の研究

者も、サクセスフル・エイジングの課題として、良好な人間関係を築くことを指摘してい

る（例えば、Palmore, 1979 ; Tate, et al., 2003）。 

元吉（2009）は、「退職すると、仕事とのつながりや仕事で関わってきた多くの人間と

のつながりを喪失する。そのため、行動範囲も交際範囲も必然的に狭くなる。しかし新し

い目標を見つけ、今までとは異なる新しい人間関係ができ、新しい世界が広がると、自分

の興味関心の視野も広がる」と述べ、高齢期に音楽活動を行うことの意義を説明している。  
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 一方で、高齢者は自分の交際範囲をわざと狭めることによって幸福感を得るということ

も指摘されている（例えば、Johonson, 1994; Lanford, et al., 1998 ; Tornstam, 1999 ; 

Moen, et al., 2000, 金子, 2006）。古谷野ら（2003）は、高齢者が社会関係を縮小させるこ

とについて、「あまり親しくない他者との交流を取りやめ、親しい他者との交流のみを選択

的に残した結果であって、サクセスフル･エイジングを妨げるものではなく、むしろそれを

もたらすもの」であり、そのことによって「残された他者との情緒的な親密さは増し、そ

れが社会に根付いているという感覚を強めている」と説明している。高齢期における人間

関係の拡大と取捨選択が音楽活動の場面でどのように展開されているのかを明らかにする

ことは音楽老年学の重要な課題である。 

 

5．社会文化的効果 

 5 つ目の効果として挙げられるのは、社会文化的効果である。これは特に、音楽による

社会貢献や地域貢献に注目している。クレア（2001）は、「高齢者の多くは、地域社会に

おける音楽的経験を豊かにするような驚くべき音楽技術を持っている。人々が音楽技術を

持った人材を探すとき以外は見過ごされがちであるが、彼らは素晴らしい地域社会の人材

なのである」と述べている。 

 近年では、まちづくりの一環として音楽活動が用いられ、そこで高齢者が活躍している

ことも明らかにされてきた（例えば、荒井, 1998 ; 丸林, 1999 ; 2001 ; 香川, 2000 ; 鈴木, 

2003 ; 2004 ; 瀬沼, 2006）。  

一方で、地域作りとしての音楽研究の限界について以下のように指摘がなされている。

「音楽のまちづくり」が市民の生涯音楽学習を援助・促進しているのか否かは、その地域

に生活する市民一人一人の音楽的成長によって確認されるものである。現在、各地で行わ

れている「音楽のまちづくり」では、音楽ホールの建設、著名な音楽家の演奏会の開催、

各種音楽イベントの実施数やその規模、動員数などに目が向けられる傾向がある。そこで

は、市民と音楽との関わりがマクロ的に捉えられており、市民一人一人の個性的な音楽活

動が見えてこない。（丸林, 1999）。今後は「地域文化の伝承者」としての高齢者の役割も

高齢期の音楽を考える上で重要な視点となってくるだろう。 

 

6．社会経済的効果 

 最後の効果としてあげられるのが社会経済的効果である。この効果は音楽がもたらす経
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済的効果に注目している。 

音楽が関連産業の発展を直接的に生み出していることは明らかである。村田（2007）は、

人々の間に音楽が広く浸透したことによってオーディオ産業業界が変化していることを指

摘している。 

これまでの音楽研究においては、産業の動向に注目する以外にこの効果に真正面に取り

組んだ研究は見られていない。しかし、他のレジャー活動の文脈で進められている研究を

見れば、レジャー活動を行うことが高齢者に健康をもたらし、そのことによって医療費や

介護負担費が抑制されること、老化の開始や進行のスピードを遅らせることによって家族

による介護の負担が減ったり、施設への入所や入院のリスクが低くなることといった効果

があることが明らかにされている。このような経済的効果は音楽によっても得られるであ

ろうと推察される。音楽老年学は、高齢期の音楽活動が社会に与える影響に注目していく。 

 

第6節 音楽活動と高齢者のQOL 

高齢者が音楽活動を行うことによって高齢者の QOL が向上することを指摘する記述も

見られるようになってきた。これは、音楽活動のもたらす効果であることと同時に、音楽

活動の継続を促進する要因の 1 つでもある。 

元吉（2009）は、茨城県つくば市のピアノ教室の生徒 13 名（63 歳～93 歳、男性 6 名

女性 7 名、活動歴 9 ヶ月～7 年）にインタビュー調査を行った結果を報告している。調査

対象者は全員が60歳を過ぎて初めてピアノ学習を開始した人である。「学習者の自己概念」、

「学習者の経験の役割」、「学習へのレディネス」、「学習の見通し」、「学習への方向付け」、

「学習の意味」という枠組みでもって音楽が高齢者の QOL にどのように寄与しているの

かを分析し、その結果を図 4-1 のようにまとめている。 
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 60 歳以上のピアノ学習者の特徴として、以下のことが明らかになっていると説明してい

る。 

・ 60 歳以上のピアノ学習者の子ども時代は高価だったピアノへの憧れと、ピアノが独

奏楽器であることから、学習者は自己主導的に夢の実現に向けて学んでいる。 

・ ピアノ教室に通える程度の健康な人たちであり認知症ではないゆえ、個人の過去の

経験が貴重な学習資源となっており、そのことは人生の統合にもつながる。 

・ エイジングによる衰退から、リハビリといった問題解決志向で学習に望む人や、脳

活性などの健康効果を求めて学習している人もいる。 

・ この年代の人たちは加齢に伴う能力低下があるため、生理的要因が重要となってく

る。 

・ 生理的要因に加え、退職により時間が豊富となることから、ゆっくりとした負担の
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【図 4－1 60 歳以上のピアノ学習者の特徴と要因（元吉, 2009 :278）】 
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ない学習を求めている。 

・ 音楽そのものの内容を楽しく学びたいと望み、職場での人間関係の喪失から、高齢

期の発達課題である〈つながり〉を学習に求めている傾向がある。 

 

 また、同研究のインタビュー調査の結果より、「この教室に参加している高齢者は、音楽

的な知識、技術の獲得はもちろんのこと、自分の理想の生き方をしているモデルを見つけ

ることが活動の継続の要因となっており、それが QOL につながるということが明らかに

なったとし、これは他の年齢層の学習者には見られない傾向である」と指摘している。 

 さらに、「60 歳以上のライフステージは、今までできたことが、エイジングのためにで

きなくなり、能力の『低下』、『衰退』、『マイナス方向への変化』を感じる事が多い時期で

ある。しかし、そのような時期であるからこそ、例え少しずつであろうと、今まで知らな

かった何かを『覚えていく事』や『進歩』、『プラス方向への変化』を楽しいと感じ、『生き

がい』にもなり得るのである。エイジングによる喪失の現実があるからこそ、プラス方向

への変化が楽しく生きがいにもなるという特徴は、子どもや成人前期・中期の者には見ら

れない、60 歳以上の学習者に独自の特徴と思われる」と述べている。 

この研究の指摘は音楽老年学にとって非常に重要な視点である。元吉は、この研究の最

後に、今後の課題として、当該研究によって明らかになった高齢者に見られる特徴や傾向

と「年代、性別、経験年数などの属性との関連を明らかにすること、60 歳以上のピアノ学

習者のニーズや学習の意味に関する量的な調査を行うことが必要である」ことを挙げてい

る。さらに「この特徴がピアノ学習に限って言えることなのか、60 歳以上成人の音楽学習

全般に共有して言えることなのかについても明らかにしていく必要がある」と指摘してい

る。 

 

第 7 節 まとめと議論 

本章では、これまでに行われた高齢者を対象とした音楽の研究を整理することによって

音楽活動を行う高齢者の全体像を把握し、高齢者の音楽活動の特徴について開始要因、継

続要因、阻害要因に注目して検討した。さらに、音楽が高齢者にもたらす効果について検

討した。その結果、音楽が高齢者にもたらす効果は大きく分けて、「身体的・認識的効果」、

「心理的･精神的効果」、「教育的・学習効果」、「社会集団的効果」、「社会文化的効果」、「社

会経済的効果」の 6 つに分類することができた。 
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高齢者と音楽に関する研究の全体を概観すると次のようなことがいえる。音楽活動を行

っている高齢者に関する記述は増えてきているが、描かれている高齢者像や場面が限られ

ており、音楽が高齢者の身体的機能や認知的機能、精神的機能に及ぼす影響に注目したも

のが多い。そして、音楽療法研究で対象とする高齢者は認知症をはじめとする何らかの病

気や障害を抱えた人、病院や各種福祉施設に入院、入所、利用している人が主であり、地

域に暮らす一般高齢者を対象としたものは依然として数少ない。さらに、老年学が掲げる

サクセスフル・エイジングという観点から高齢者と音楽について説明した研究は存在しな

かった。 

関心が持たれている事象も限られている。音楽が高齢者の身体面、心理面に好ましい効

果を及ぼすことは明らかになっているが、そのメカニズムについてはなお不明なところも

多い。例えば、音楽が社会的相互作用を促進する活動であることはこれまでにも指摘され

てきたが、サークルや団体に所属して活動を行っている高齢者は、そうしたこととは別に

音楽活動の中で何かを獲得し、それが活動の継続や満足感、ひいては生活満足度や幸福感

をもたらしていることも考えられる。さらに、音楽活動を継続するには、楽器や音響機器

が不可欠であり、頻繁な外出が可能でなければならず、人間関係以外の要素も関わってく

る。経済や生活の安定が音楽活動を大きく作用すると考えられるが、これらの視点がこれ

までの研究には欠けている。 

 生活満足度や QOL の向上といった効果についても次第に関心が高まりつつあるが、音

楽を単独項目として扱った研究はまだ少ない状態にある。これまでの研究は身体的･認識的

効果、心理的･精神的効果、社会集団的効果に重点が置かれていた。しかし、その他の教育

的･生産的効果や社会経済的効果も高齢者にとって有益であり、サクセスフル･エイジング

の実現に不可欠な要素である。サクセスフル･エイジングの課題を究明するためには、これ

らの効果についても積極的に目を向けていかなければならない。
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第5章 音楽ライフスタイルの形成過程： 

Gerontology of Music のアプローチ 

 

 

先の章では、音楽活動を行っている高齢者の実態と音楽活動がもたらす効果について整

理した。その結果、多くの高齢者が音楽活動に参加するというライフスタイルを持ってお

り、音楽からさまざまな効果が得られていることが分かった。 

 この章では、高齢者がどのように音楽ライフスタイルを形成しているのかをサクセスフ

ル･エイジングの観点から考察を試みることにする。これは Gerontology of Music のアプ

ローチによる試みである。 

 

第１節 研究方法 

1．分析対象 

本研究は、音楽活動を行っている高齢者の手記や音楽活動を行っている高齢者に対する

インタビュー内容で構成された記述を分析する。これらの文章データは、音楽関連領域や

福祉関連領域で出版されているエッセイ、著作から選択した。音楽活動のタイプについて

は、カジュアル・ミュージックとシリアス･ミュージックに該当するものを選択した。セラ

ピー・ミュージックに関する記述はこの 2 つの記述をはるかに上回るほど存在しているが、

高齢者の視点から記述されたものが極めて少なく、サクセスフル・エイジングを実現して

いるのかどうかが判断できない事例が多いため、本研究では取り扱わないこととした。  

本研究で文章データを対象とした理由は、以下の通りである。音楽活動は、誰もが参加

できるような活動ではあるが、実際に長く継続していくためには特定の能力や相当の努力

が求められる活動であるため、それに継続して参加できる人はある程度限定される活動で

もある。このような活動を行っている高齢者の多くは一般高齢者であり、音楽活動の実態

や心理的状況の変化、サクセスフル・エイジングに関連する質問をしたとしても、それに

ついてうまく、的確に説明できる人はさらに限られてくると推測される。実際に、音楽活

動について記されている出版物が少ないことはこのような実態を反映しているといえるだ

ろう。そのため、自身の音楽活動について上手く説明できる人が書いた文章データのほう

が音楽活動とサクセスフル･エイジングに関するより的確な情報が多く含まれていると考

えられる。 
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また、これらの手記は、実際に演奏という形式で音楽活動に参加している事例がほとん

どである。特に難しく、誰もが簡単には参加できない活動に高齢期になってあえてチャレ

ンジし、そのことによって新しいライフスタイルを形成することの難しさと有益さに関す

る情報が非常に多く含まれており、高齢者の音楽活動とサクセスフル･エイジングの関係性

を考察するには適した事例が多いと判断した。 

これらの文章データはほとんどが高齢期の生活を上手く送るための指南書やノウハウ

本に記されているため、高齢期の生活や第 2 の人生を豊かに過ごしている事例として紹介

されている文章である。そのため、音楽によって生活が豊かになった事例ばかりである。

音楽活動を行っている現象について記されたこれらの文章データを老年学の観点を用いて

詳細に検討することによって、なぜ音楽活動が高齢者の生活を豊かにできるのかというメ

カニズムも浮かび上がってくる。 

以上の理由から、音楽老年学を構想することにおいては、できるだけ多くの情報が入手

できるこれらのデータを分析するほうが有益であると判断した。 

 

高齢期の生活について記述した手記は多く発表されているが、その内容は高齢期の就労

実態、金銭管理、夫婦や家族生活、ボランティア活動や地域活動、社会貢献活動、介護の

問題に注目されたものが多く、このような手記においても音楽活動に関するものは比較的

少ない。手に入れられる数少ない文章データの中で、活動内容や活動者の個人的属性、記

述されている場面ができるだけ偏らないように配慮して事例を選択した。 

 

2．分析の枠組み 

本研究では、活動の開始・再開と継続のメカニズムに注目し、サクセスフル・エイジン

グの実現に貢献する資源とその関係性について検討することとする。 

レジャー活動やレクリエーションの研究では、「生涯を通して、活動に定期的に参加し

ている人は、そうでない人よりもよりサクセスフルに年をとる」（De Carlo, 1974）ことや、

「長年にわたる生活の中で培い、維持してきた活動と人間関係が幸福感や統合感に最も寄

与する可能性がある」、「お気に入りの活動というのは、古くからの友人と同じく、手放さ

ないことが大切」（Mannll, et al., 1997）と言われている。Silverstein ら（1997）は、「活

動の継続は、高齢期の QOL を左右する社会的低下、機能的低下、認識能力の低下の衝撃

を和らげる」と指摘している。また、活動の継続の過程においては、さまざまな制約条件
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も生み出され、それが音楽ライフスタイルだけでなくほかのライフスタイルにも影響を与

えることも考えられる。以上のことから、音楽活動の継続のメカニズムを解明することが

音楽活動とサクセスフル・エイジングの課題を考える上で重要な行程になると判断した。 

 

3．分析方法 

本研究で用いる分析の方法は以下の通りである。 

各事例文の中で活動の開始・再開、継続に必要だと思われる資源を抽出し、分類する。

同様に音楽ライフスタイル、とサクセスフル・エイジングと思われる言葉や記述を抽出し、

それらの因果関係をモデル化する。 

 

第2節 事例研究 

1．配偶者の死別への適応と音楽 

 1 つ目の事例は、配偶者の死別によってライフススタイルが変化した人が、音楽と触れ

あうことによってその変化に適応していく過程を描いたものである。 

 

 夫が急逝したのは 2000 年の 4 月 15 日。ということは、まだわたくしは 60 代のしっぽにか

ろうじてぶら下がっていた 68 歳。決して仲のいい夫婦ではありませんでしたが、伴侶の死は

特別な感慨をもたらすものなのですね。 

 長く生きると、本当にたくさんの人たちの死を見送る。だから極楽とんぼのわたくしだって、

人はやがては死ぬんだという事実は直視して生きていました。でも、それはあくまでもいつか

であって、死が後ろからついてくるという感覚だったのです。でも、伴侶は横並び。だから夫

が急逝したとたん、死が前から歩いてくるようになってしまったのです。 

 夫は定年を迎えたあとは、お引きこもり生活に入ってしまって、二階の自室で昼夜逆転の生

活を、彼なりに悠々自適に生きていました。夫は昔から引きこもり癖がありましたから、わた

くしはむりやり一家団欒に引きずり込む気持ちはさらさらなかったのです。夫が一番気分のい

い状態で娘や妻のわたくしと向き合ってくれているときが、こちらにとっても気分満点である

ことを長年のつきあいの中で悟っていったからです。 

 夫が死んで仰天したのは、明け方近くに二階から聞こえてくる、夫の部屋を歩き回る気配が、

はたと消えてしまったこと。死はすべてを無にする。その事実を突きつけられたことによって、

努力していくことのすべてが虚しく思われたのでしょう。夜、低酸素で喘ぎながら、それでも
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歩いて歩いて疲れ果てなければ寝られなくなってしまったのです。 

 私は超見栄っ張り。だから社会的専門職に就いている娘を、寂しいから、生きるのが辛いか

らといって独占するのは我がプライドに関わると、これまで一度も愚痴めいたことを言ったこ

とがなかったのです。 

 あずさ（引用者註：娘の名前）とは毎日、携帯電話のメールで連絡を取り合っているのです

が、わたくしが落ち込んでいるときはしょっちゅう電話をしてくる。そんなときはいつも気張

って、「元気ですよ－」とハイトーンで応対するのですが、そのときはやっぱり奈落の底状態だ

ったのでしょう。 

「わたくし、夜の散歩をしないと寝られないの」 

と暗い声で言ってしまったのです。と、一瞬、静寂があったそのあと、明るく澄んだ声であず

さが言ったではありませんか。 

「輝子さんは夜の散歩と言うけれど、世の人はそれを徘徊と言うのよ」と。 

 そのとき、わたくしはお腹を二つに折って笑って笑って、泣いて泣いて。たぶん、そのとき

トンネルを抜け出したんでしょうね。 

   それから、半月ぐらいたった頃でしょうか、真夜中近くに、元気印の料理研究家の小林カツ

代さんから電話がかかってきたのは。 

「輝子さん。六本木男声合唱団というの知ってる？こんなに働く女性がいっぱいいるのに、女

声合唱団がないなんて、おかしいと思いません？だから作ることにしたんです。神楽坂女声合

唱団。団員は各分野で活躍している女性 70 人、プリマドンナは倍賞千恵子さん、竹下景子さ

ん、土井たか子さんたち。輝子さんは朗々たる声を出すから、アルトで立派に門戸が張れるわ

よ」 

 カツ代さんの心地よいくすぐりに、わたくしはほいほいとのることにしたのです。潜在的能

力や才能の出会いは、人のおだてにのることから始まるってこと、これまでの体験からいやと

いうほど実感させられていたんですもの。 

 それから今ひとつは、若い時代に抱いたあれをしたい、これをしたいという夢を思い出して、

その夢の実現に、時間と暇のたっぷりある第 3 ステージに全力をあげる。これも 70 の手習い

の絶大な牽引力になるんですね。 

 お恥ずかしいことにわたくしは、50 年間、ということは半世紀にわたって歌ったことがなか

ったのです。だって旧制女学校時代に、毎年クリスマスに学年ごとに歌うハレルヤコーラスを

直前に降ろされ、挨拶役に回されたことがトラウマになって、あずさが生まれたあとも子守歌
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一つ歌ったことがなかったのです。だから焦ってしまった。合唱はうますぎてもいけないし、

ましてや下手すぎてもいけない。 

 最初の練習日までの 3 週間、友人の声楽家に頼んでまさに夜討ち朝駆け、声帯のさび落とし

に、励みに励んだんですよ。こういうところは変にまじめ。3 週間、明け方の日もあれば、真

夜中の日もある。ともかく 1 度も休んだことがなかったのです。そうしたら、練習日には音程

はともかく、立派に声が出たではありませんか。 

 感動したのは合唱団に入ったおかげで、普通に暮らしていたら絶対に知り合うことがなかっ

た異業種の良き後輩に出会えたこと。 

 80 歳の土井たか子さんが休まれると、77 歳のわたくしが最長老。装丁家の林佳恵さんとの

出会いのおかげで、わたくしの本の装丁はお任せお任せ。生ある限り装丁は林さんにと入れ込

むに足るだけの熱意を込めて、本にばっちり着物を着せてくれるので、書くのにも励みがつこ

うというもの。 

 倍賞千恵子さんや竹下景子さん、山田邦子さんのように、普通の感覚を持った女優さんに会

えたのも、最高の喜び。女の詩人の詩に曲をつけて 30 年歌い続けてきた吉岡しげ美さん。ふ

ところの深いカツ代さんの PTA 時代の友人・谷本ひろ子さん。心遣いのあたたかい、韓国料理

研究家のジョン・キョンファさん。 

 合唱の楽しさを身体全体で伝えてくれる指揮者の辻志朗さんと、副指揮者で歌人でもある 26

才の若き栗原寛さんと、ピアノの黒尾友美子さんのトリオ。 

 バランス感覚に優れ、八王子で料理講座を開いている「かとうみ」こと加藤美恵子さん。ア

ルトの親方、プロ歌手の坂田早苗さん。すばらしい声量の持ち主、坂田さんが後ろからどんと

声量で背中を押してくれると、なぜか自分でもびっくりするくらい、大きな声で歌っちゃって

いるんですよ。 

 団員全員の名前を列記したいほど、本当に優れた感覚や才能を持った後輩女性たちから、ど

れだけよりよく生きるためのエネルギーを頂戴したことでしょう。感動したのは、たぶん団長

としての責任を自覚してのことでしょう、小林カツ代さんが月 3 回の練習を無欠席で通したこ

と。だから、わたくしもその気概に準じて無欠席で通しましたよ。 

 人間どんな人だって、嫌なところはある。でも、ここ一番というときに筋を通すことができ

る人に対しては、わたくし、脱帽してしまうのです。そのカツ代さんが蜘蛛膜下出血で倒れて、

この 3 年間、社会復帰のためのリハビリに励み、確実に成果をあげている。人生をよりよく生

きるためのエネルギーという、すばらしいものをプレゼントしてくれたカツ代さんの恩義に報
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いるために、団に復帰するまでは皆勤で通そうと思っていたのに、大腸がんやらカリニ肺炎や

らで入院してしまって。 

 でも退院すると、それこそ這ってでも練習に出かけ、クリスマスディナーショーには皆勤で

通してきました。ええ、そうなんですよ。神楽坂女声合唱団は毎年ディナーショーをやってい

るのです。 

 9 年目の今年（2008 年）は、水天宮のロイヤルパークホテルで 12 月 16 日。全曲新曲で、カ

ツ代さんの復帰を現実にしようと、みんなすごく気合が入っている。ぜひ一見、一聞を。 

 カツ代さんとの信義うんぬんだけではなくて、たくさんのギャラリーがいてくれたからこそ、

結局、70 の手習いはわが人生を豊かにすることにつながっていたんですね。 

 だって、あんなにでかいトラウマを抱えていたわたくしが、この 8 年間の訓練のおかげで、

音域がぐいと広がり、なんと所見でも音譜が読めるようになっていたのですもの。鼻歌ではな

く「故郷」や「花」とか「さとうきび畑」などを朗々と歌っている自分に気づくと、「うん、あ

たいめも、まんざらじゃないよね」と、にんまり、にんまり。 

 わたくし、合唱というのは音をハモるのだと思っていたけれど、そうではなくて、さまざま

な異なる人生をハモることによって、自分の人生を 3 倍にも 4 倍にもふくらませ、豊かにする

ことだと知ったとき、歌うことの喜びが、生きることの喜びに大きく大きく変わっていったん

ですよ。 

 お引きこもりぐせのある女の人は、ぜひぜひ合唱団に。たくさんの人生と自分の人生がハモ

ったとき、本当に人間っていいな、生きるっていいなと、人生の景色がぱっと広がり、変わっ

ていくんですもの。 

 そのうえ、私のように肺に障害のある人でも、お腹の底から声を出すことによって、自力で

酸素ポンプを押しているからでしょうね、二時間でも酸素ボンベをはずして、びっくりするく

らい大きな声で歌っている。大きな声を出すと、心の中の空がぐんぐん晴れていくから、帰り

は顔が明るくなっているんですよ。 

（吉武，2008:128-138）
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 この事例は配偶者の死という大きな喪失を経験したあと、音楽活動を行うことによって

生活の変化に適応し、サクセスフル･エイジングを実現している過程が詳しく示されている。 

 

 この事例からは以下のことが明らかになった。  

活動の開始資源は大きく分けて 3 つ挙げられる。1 つ目は重要な他者の存在であり、そ

の人から勧誘されること、その人から発せられるおだての言葉が特に影響力を持っている

ことが明らかになった。 

2 つ目の資源は時間的余裕である。事例文の中でも、「若い時代に抱いたあれをしたい、

これをしたいという夢を思い出して、その夢の実現に、時間と暇のたっぷりある第 3 ステ

ージに全力をあげる。これも 70 の手習いの絶大な牽引力になる」とあるように、夢とそ

れを実現するだけの時間的余裕があることが、活動開始の大きなきっかけとなっているこ

とが分かる。 

3 つ目は、これまでの人生経験で得られた知恵のようなものである。事例文中の中に、

「潜在能力や才能の出会いは、人のおだてにのることから始まるってこと、これまでの体

験からいやというほど実感させられていた」という記述があり、そのような経験がここで

も活かされている。この経験は、言い換えれば、生活の知恵と言えるものであろう。 

 音楽活動を継続していくために必要な資源は２つ挙げられている。１つ目の資源は成果

を披露するという体験である。この事例の場合、毎年ディナーショーが開催されている。

そこでどのような体験をしているのかについては具体的に記述されていないが、「ギャラリ

ーがいてくれたからこそ、結局、70 の手習いはわが人生を豊かにすることにつながってい

た」という記述があることから、ディナーショーで得られる便益は多く、インパクトの強

いものであると推測される。 

2 つ目の資源は、音楽活動を通して獲得したものであり、この事例の場合は、音楽的ス

キル、それまででは考えられなかった異業種の人々との新しい人間関係、モデルとなる人

物、新しい生活リズムである。特に新しい人間関係は、音楽活動だけでなく他の活動への

きっかけやそれを継続するための原動力となっていることが垣間見える。また、この事例

の場合、モデルとなる人物の生き方や活動に対する姿勢が継続のための大きな刺激となっ

ていることがわかる。 

 この事例は、音楽活動を継続している間に音楽に対するトラウマを乗り越えていること、

活動をしている間は身体的制約を一時的に忘れていることを自覚している。このような自
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覚が、サクセスフル・エイジングを可能にしたといえる。 

 この事例では、サクセスフル・エイジングに必要な要素として 2 つのポイントが挙げら

れる。1 つは個人のコントロール能力であり、もう 1 つは保有能力の応用力である。 

この事例の女性は、女学校時代のトラウマ経験によって生まれた半世紀にわたる長いブ

ランク状態から音楽活動を始めている。音楽活動を始めようと決めたとき「合唱は下手す

ぎてもいけない」ということに気づき、自ら目標を定め、日々の練習を始めている。この

ことが、「しっかり声が出た」という結果を生み、活動を継続させる大きな要因となってい

る。つまり、新しい活動を始めるために、自分の生活をコントロールし、活動に向けて生

活を変化させる能力があることがサクセスフル・エイジングの実現に必要な要素となる。 

もう 1 つの保有能力の応用力とは、知恵に関することである。高齢者は多くの人生経験

とそこから生まれた知恵を多く持っている。それらを活用することよって目の前の事象が

うまく、円滑に進められることも多い。この事例の場合も、過去の体験、つまり、人にお

だてられて物事を始めることによって新しい能力に出会えるという体験が活動の開始を円

滑にしている。つまり、そのような知恵を持っているかどうか、あるいは保有している知

恵を動員・応用できる能力を持っているかどうかがサクセスフル・エイジングの実現を左

右していると言えるのである。 

この事例は、配偶者の死というライフイベントを経験したあと、それを乗り越えること

に音楽活動が役に立った事例である。配偶者の死というライフイベントは残された個人に

とって衝撃の大きいものである。親しい人を亡くすという喪失感と同時に、自分の余生の

短さについて自覚するきっかけにもなる。この事例では、配偶者の死を経験したことで「死

が前から歩いてくるようになった」と、死が身近なものであり、自らの残りの人生につい

て意識するようになったことが語られている。そして、配偶者が亡くなり、生活に変化が

生まれることによって「死はすべてを無にする」ことを体験し、その事実を突きつけられ

たことによって「努力することのすべてが虚しく思われた」と語っている。これまでに行

われた研究の中でも、死別を経験した人は、それ以前よりもレクリエーション活動への参

加時間が少なくなることも指摘されている（例えば、Utz, et al., 2002）。このような、自

らの残りの人生の短さを意識しながら活動を行っていること、そしてそのことによって努

力することが虚しいと感じることは他の年齢層には見られない高齢者の特徴であろう。 

配偶者の死を乗り越えることに、何らかの活動をすることが有効であることはこれまで

に繰り返し説明されてきたことである。この事例で興味深いことは、配偶者の死というラ
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イフイベントに直面するまでに、音楽活動に対してあまり関心を持っていなかったという

ことである。むしろ、音楽対するトラウマを抱えていたため、どちらかといえば音楽に対

する拒否感は強い状態であったといえる。しかし、あえてそのような音楽活動を始めたと

いうことは、活動への道筋を作ってくれた人的資源の影響力が大きかったということを物

語っている。ライフイベントを乗り越えるための活動の参加という現象について、単なる

活動の参加という行動が有効であるだけでなく、それを促進する媒介要因の重要性を指摘

する良い事例であるといえる。 
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２．音楽活動の開始とサクセスフル・エイジング 

 高齢期になって初めて音楽を行なうという事例も見られた。ここでは、ミュージックベ

ル、管楽器とギター、ピアノという楽器の演奏活動を高齢期になって始めた 3 名の事例を

分析することとする。 

 

①ミュージックベルの開始事例 

 最初の事例は、高齢期になってからミュージックベルを習い始めた女性の事例である。 

 

73 歳のクリスマスディナーショーのとき、「星に祈りを」をミュージックベルで演奏したん

ですよ。ヨーロッパの教会の聖歌隊では、大きな鐘を振っていたのだそうです。日本のミュー

ジックベルは手のひらにのるぐらいの鐘に、握るための木の持ち手をつけて振るのです。 

 わたくしは高い「ド」のミュージックベルを 1 本だけでしたが、この道のパイオニア・上野

陽子さんは、ひとりで 30 本以上のミュージックベルを振るのです。 

 それまで、わたくし、ミュージックベルのこと、全然知らなかった。なんとも言えない心に

響く音色なんですね。上野さんのひと振りの音色が心に沁み込んできた。この世の音とは思え

なかった。 

 その上野さんの「輝子さんの手首が柔らかいんでしょうね。本当に音色が美しい」という言

葉に、柳に飛びつく蛙のように飛びついて、ミュージックベルの奏者たらんと志してレッスン

を開始したのです。 

 日本にミュージックベルが誕生したのは、25,6 年前。開発して販売しているのは全楽譜出版

社。わたくし、すぐにワンセット 27 本を全音符出版社から取り寄せたのです。ヘ音記号の四

線の「ファ」の音から、ト音譜の五線の上にのっている「ソ」のおとまでの 27 本のミュージ

ックベルは、なんだかわたくしにとっては魔法のベルという感じ。 

 師は魔法のベルの第一人者、上野さんの弟子の柿本愛さん。わたくしが「ラブ先生」と呼ん

でいる愛さんは、28 歳。本当に名前どおりの可愛い型美女で、心根がとても優しい。ソプラノ

のきれいな声。歌えてピアノが弾けてミュージックベルも鮮やかに振れるのに、このレベルの

音楽家はたくさんいるのでしょう。昼間はお勤めをしているので、週 1 日、夜にレッスンをし

ていただいているのです。 

 今年は気候が定まらないので、その日その日で体調が思わしくないことがあるし、ステロイ

ドの副作用で顔のむくみのはげしい日もある。 
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 今日はレッスン休ませていただこうかしらと、携帯電話でメールを送ろうとする自分を、「お

待ちやれ」と、とどめているわたくしがいるんですね。合唱団の練習もそうですが、体調不良

を理由に休むと休み癖がついてしまうのです。 

 「今日は体調が悪くて」とレッスンの前にぼそぼそと断りを入れると、「顔色があんまりよく

ありませんね」と心配げに顔をのぞき込んだりしているのに、いざレッスンが始まると、菩薩

変じて夜叉になる。 

 「もう一回、もう一回」と、つっかえているところを何回も何回も繰り返させて、気がつい

たら 3 時間ぐらいレッスンが続いているのです。そうなるとこっちも意地。「受けて立とうで

はありませんか」と懸命に振っている。 

 70 代の手習いの大変さは、覚えるよりも忘れるほうが早いってこと。一つ覚えると 3 つ忘れ

ている。あまりの行ったり来たりの繰り返しに、「ラブ先生」の顔がいらつきで引きつっている

のがよくよく分かっているのに、悔しい。毎回行ったり来たりの連続。でも嬉しいことに、こ

の師弟は抜群に相性いいんじゃないかな。 

 ともかく 3 年間、「ラブ先生」にしごかれながらも、次のレッスンを待ちかねるようにして、

ベルを振り続けてきました。 

 その甲斐あって、ある集いで、「アメイジング・グレイス」を、師弟二人で振ったんです。「な

んで、なんで」と、鮮やかな振りにたまげて聴く仲間の顔を見ながら、わたくしの鼻が得意げ

にふくらんだこと、ふくらんだこと。 

 合唱団のお仲間の山田邦子さんが、「あっ、あっ、吉武さんの鼻がふくらんだ、ふくらんだ」

と手を打ってからかうほど、本当にふくらんでいたのですよ。 

 いつの間にか「故郷」「夕焼け小焼け」「宵待ち草」を我ながら聞きほれるほどに振れるよう

になったではありませんか。といっても、多くて 7 本が精一杯。 

 今は、わたくしが大好きな SMAP の「世界に一つだけの花」の猛特訓中。「キムタク」こと

木村拓哉さんと共演できたら死んでもいいと半分本気で願いながら、「世界に一つだけの花」を

振っているんですよ、毎回レッスンで。今年のディナーショーでは、この歌をハモるんですよ。

ハモって振れたら最高！ 

 ラブ先生とわたくしの夢は、老人ホームや病院や療養施設に音楽を出前すること。ミュージ

ックベルを振って、ラブ先生が歌って。ミュージックベルの講座も持ちたい。 

 わたくしは右の肺を 2 度手術しているので、たぶん神経が少しいかれちゃったんでしょう。

痛くて字が書けない。だからワープロのお世話になっていたので、パソコンへの切り替えも早
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かった。ミュージックベルは、結構リハビリに役立っていたんですね。かなりスムーズに動く

ようになっているんですもの。 

 だから高齢者を対象にミュージックベルの講座を開いたら、楽しみながらリハビリできて、

そのうえ、ほめ上手のラブ先生からほめ言葉の連発を頂戴したら、生きることに弾みがつくん

じゃないかな。わたくしも人に役立っているとの実感を味わって、気持ち生き生きだし。 

 ほめられて、のる心の柔らかさがあれば、百の手習いもなんのその。やっぱり長生きの恩恵

ってすごいな。で、次はなにをしようかなと、のせ言葉に聞き耳を立てている私がいるのです。 

（吉武, 2008, 138-144）
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この事例では、次のことが明らかになった。 

活動開始に必要な資源が 2 つ挙げられている。1 つ目は重要な他者の存在であり、この

事例の場合はミュージックベルの演奏家が該当する。その人からかけられたおだての言葉

が大きな影響力を持っている。本人の言葉を用いると「ほめられて、のる心の柔らかさ」

が活動の開始に重要な資源となっていることが分かる。もう 1 つの資源が楽器の音色であ

る。この事例の場合は、ミュージックベルは初めて触れる音色だったということが特に印

象に残り、関心をさらに増加させたといえる。 

活動継続に影響を与えている資源としては、レッスンへの傾倒、成果の披露、講師との

良好な人間関係、技術向上の自覚、身体的制約の一時的な克服体験があげられる。これら

が組み合わされて、新しい目標を生み出すというサクセスフル・エイジングにつながって

いることが分かる。事例文中に「体調不良を理由に休むと休み癖がついてしまう」とある

ように、過去の経験から一度休むと休み癖がついてしまうという自覚があり、それを実際

の活動に活かしていることは、高齢者に見られる特徴であると言えよう。 

 この事例では音楽活動を通して「覚えるよりも忘れる方が早い」というような加齢や身

体的制約を自覚する過程が描かれている。しかし、音楽活動がそのほかの身体的制約に対

するリハビリになっていると気づくこと、講師との良好な人間関係が構築されることによ

って、加齢による変化と上手く付き合いながら活動を行う術を獲得していることが分かる。

音楽活動がリハビリになるという具体的な作用だけでなく人間関係から得られる情緒的要

素が、身体的な制約や加齢感覚を相殺し、それが個人の Well-Being につながっているこ

とがこの事例から明らかになった。 

加齢の現実に直面したときに「もうダメだ」、「できない」とあきらめてしまう人もいる

が、この事例の場合、この加齢による変化を「悔しい」と感じる感覚を持っている。この

ような加齢感が、制約を何とか克服するためにさらにレッスンに打ち込むという姿勢を生

み出し、活動の継続を促進している。それゆえに、うまく演奏ができた時の喜びは大きく、

それがさらなる活動の継続や新しい人生目標を生み出し、結果的にサクセスフル・エイジ

ングの実現をもたらしている。この事例から、加齢に対する「悔しい」という感覚もサク

セスフル・エイジングの実現には重要であると言えそうだ。 
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②管楽器と弦楽器の開始事例 

次に紹介する事例は、定年を目前に控えた時期に楽器（クラリネットとギター）の演奏

活動を開始した男性の事例である。 

 

 さて、とりあえず多少はなじみのある世界から始めた「趣味の世界」とのつきあいだったが、

ある程度慣れてくるとせっかくだからこれまでの人生で一度はやってみたかったこと、種々の

事情でできなかったことにトライしてみたくなった。これは新鮮な挑戦意欲をかきたてられる

興味深いことだった。 

いよいよ自分に時間ができると、そこで思い出した。いつの日か楽器を習いたい、格好よく

演奏したい、そう思っていたことを。何かを習いたい。しかし、一方ではもう 60 歳近い。指

は動くのだろうか、ついて行けるのだろうかと不安感はぬぐえなかった。 

 楽器の代表、ピアノはさすがに自信がなくはじめから候補にしなかった。あとで聞くとシニ

アから始める人が最近は多いらしいが、その時点では知らなかった。アルトサックスは格好が

いい。サックスをサム・テイラーのように吹けたらさぞ気持ちがよいだろう、などと思いなが

ら、どこに行けばよいのか調べてみた。どの駅の近くにも「ヤマハ音楽教室」はあるが、いつ

も子どもたちで一杯だ。あの中でやるのはさすがにあまり気乗りがしない。 

 そこでインターネットで探してみると、ヤマハのホームページに私のような立場の人のため

に、「大人のレッスン」が紹介されていた。東京では新宿と池袋の二カ所にある。さっそく双

方を訪ねてみた。どちらも似たようなもので、エレクトーン、トランペット、サキソフォーン、

フルート、クラリネット、ギター、マンドリン、その他ひと通りの楽器はみなある。「体験レ

ッスン」というものがあり、予約しておくと 10 分から 30 分くらいていねいに教えてくれる。

これで実際に楽器に触れ、適正を判断し、傍目で見ていたのと直接に触れた感じをくらべてく

ださいということだ。 

 エレクトーンの先生は愛くるしい好感の持てる人だったが、なにぶん楽器自体も大きく家の

中で収まりが悪そうだ。アルトサックスは感じが良かった。管楽器は音を出すのに最初はどれ

も苦労するというが、サキソフォーンは息を吹きもめば比較的簡単に音は出る。ただその音が

非常に大きい。直感的にこれでは近所迷惑になり自宅で練習できないと思った。先方はそうい

う人のために練習室だけ 30 分 500 円で貸しますというが、練習のたびに新宿や池袋まで行く

のもやっかいだ。これで残念ながらこれは見送った。 

 ただ、何となく「管楽器」にこだわりがあり、結局「ヤマハ新宿クラッセ」のクラリネット・

レッスンを選んだ。中学時代、少しだけ経験をしたことがあり、いちおうなじみがある。それ

に木管楽器が出す音はいかにも心安らぐものがあり癒される。音量もそこそこで自宅で練習し
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やすいと思った。こちらもベニー・グッドマンのように吹けたら最高だ。 

 さて、種目が決まると楽器を買うことになる。メーカーは楽器を売る目的でこういう場を持

っているのだから力が入る。指導する先生は雇われ講師だからとくにこだわりはないが、客観

的な意見を聞くにはふさわしい。楽器は結構高く、クラリネットは最低でも 10 万円前後、そ

の上に 15、20、30、40 万円、それ以上といろいろ続いた。ゴルフクラブの売り場と同じよう

に、「良いものを買うと一生懸命練習するようになります」と勧める。10 万円未満のものは木

製でなくプラスチック製のために、心地よい響きが味わえないのだそうだ。それはその通りだ

ろうと思うが、事前に考えていたよりは高い値段だ。迷うが「仕方ない、趣味や道楽にはお金

がかかるもの」と割り切った。 

 こうして、15 万円のものを買った。本体のほかに、竹製のリード（振動子）、楽器の手入れ

用具などが必要だ。この楽器は水分に弱いので吹き終わったら特性の布でよく水気を拭き取る

ようにといわれた。また、教則本、譜面台なども当然ながら用意することになる。クラリネッ

トは 5 つに分解され、小型のケースで運ぶ。5 つに分解すると大きさは小さくなるが、重さは

結構ある。重いケースを抱えながら練習日はこれを持って出勤することになった。月謝は月 3

回で一万円、入会金も一万円だった。 

 ここではクラリネットの吹奏方法そのものにはあまり深くは立ち入らない。ただ、参考のた

めに要点だけ簡単に記したい。なず、この楽器は通常、始めての人が吹いてもなかなか音が出

ない。この点ではサキソフォーンの方が簡単だろう。クラリネットを吹くポイントはマウスピ

ース（楽器の先端）を唇でしっかりくわえ、キーと呼ばれる管の穴（性格には「音孔」という）

とレバーをきちんと押さえることにある。背筋を伸ばし肩の力を抜いた姿勢が前提となる。マ

ウスピースをくわえた口は一定に保つようにし、息を吸い込むときもくわえた口を離さず唇の

両脇から吸い込む。これは一瞬のことだが腹式呼吸でしっかりと吸い込み、吹き出すときは腹

の底から息をリードの一点に集中させて吹き込む感覚が必要だ。口周辺の筋肉を固め、要領を

覚えるまで苦労する。 

 指の操作はそれ以上にむずかしい。おさえるべき場所を正確におさえないと、ピーとかキュ

ーというおかしな音が出る。半音を出すには左右の小指、薬指などを使い、管に複雑について

いるキーやレバーを操作する。高音は裏側のレジスターキーや指のヨコ腹を使い吹き分ける。

リズムを正確にとりながら、指を動かし、かつくわえた口は絶対に甘く緩めてはいけない･･･、

クラリネットを吹くことはなかなかむずかしい。 

 おかしな音が出ると周辺の家に騒音公害を与えているようで気になる。部屋のドアに毛布を

かけて音がもれないようにしたり、真冬で寒かったが近くの公園に夜出かけて吹いたりした。

しかし、「エデンの東」「悲しき雨音」「マリア･テレサ」など、あまり複雑な音階を使わない曲
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は割合早い段階で吹けるようになる。低音は比較的音を出しやすく、木管楽器特有の良い音を

出す。それなりに音が出ると、気持ちの良いものだ。 

 ところで、先生は某音大でクラリネットを専攻した 40 代前半の女性、現在は演奏活動のか

たわら、指導にあたっている人だった。レッスンは本格的で、同じことを何度やってもできな

いと厳しい口調でもっと練習しなさいという。正統派でしっかり指導してくれることに好感を

持った。横浜で室内楽団を主宰していて、その発表会を聴きに、みなとみらいホールに行った

こともある。十数人でいろいろなクラリネットを使い、バッハの「トッカータとフーガ・ニ短

調」や「G 線上のアリア」などを演奏した。クラリネットだけであれほど多彩で深みのある音

楽を演奏できることは驚異だ。この楽器は何か神秘的な魅力がある。いつの日かあんな風に演

奏できたらよいのに、という思いが強まる。 

 ちなみにこの「ヤマハの大人のレッスン」にはいろいろな人たちがきていたが、どちらかと

いうと若い女性が多い。高校生のグループが三人で習っているケースもあった。個人レッスン、

グループレッスンの両方があり、半々くらいに感じた。私のような年配の男性の姿もかなり見

られたから、おそらく同じような動機で来ているのではないだろうか。 

 クラリネットを始めてしばらくした頃、つまらないことで右手の小指間接を骨折し、とても

続けられる状態ではなくなったので残念ながら中断した。その後、リハビリを続け、二年後ま

た復活した。中･高音の出し方などこの楽器は決して簡単ではないが、続けていれば少しずつ

でも上達することは間違いない。何とか喰らいついていって先行きは何人かでアンサンブルで

もできたらよいなと楽しみにしながら練習している。 

 気が多い性格の私は、クラリネットが軌道にのったあと、「できることはどんどんやろう」

という気持ちになり、弦楽器もやることにした。選んだのはギター、それもフォーク系のギタ

ーではなく、きちんと曲を弾くクラシック･ギターの世界だ。 

 東京に出てきた頃、「新堀ギター音楽院」という看板がどの駅の駅前にもあったように記憶

していた。あれはどうなったのだろうと思ってインターネットで検索すると、まだ堂々とあっ

た。本部は藤沢にあるが、相変わらずターミナル駅を中心に教室がある。比較的近くのお茶の

水教室に電話をかけてみると受付の人はその日の帰りに寄ってみたらどうですかという。さっ

そく出かけることにした。「禁じられた遊び」や「アルハンブラの想い出」のような曲をきれ

いに弾けるようになることを願いながら。 

 JR 御茶ノ水駅から徒歩 4、5 分の教室には個室が 4 つあった。先生は 3 人いて、30 分ぐら

いで生徒の指導にあたる。宮城県の高校を出てこの学院の教育を受けたという 20 代後半とお

ぼしき女性主任が、ギターの楽しさを熱っぽく話してくれる。こちらはよほどのことがない限

りすでに習おうと決めているので力説されるまでもなく入会した。ここは週 1 回、月 4 回の個
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人レッスンで月謝と入会金はクラリネット同様 1 万円だった。教則本を購入し、とりあえずギ

ターを貸してもらい練習を始めた。 

 まずは姿勢、構え方から始まる。左足を踏み台に乗せ、右手はギターを抱え込むようにする。

この基本が非常に大切なポイントだという。そして、左手の指で弦を押さえる。指の爪は短く

切り、できるだけ垂直に立てて弦に意識を集中するようにして押さえよというがこれが簡単で

はない。二ヶ月ぐらいやっていると指先の肉が固くなり、ようやくスタート台に着いたという

感じだ。弦を弾く右手の爪の手入れは特に大切で紙やすりで丁寧に磨く。弦の弾き方には弾い

たあととなりの弦で止めるアヤポンド奏法と、弾いたあとは空間に指を放つアルアイレ奏法が

ある。 

 入門編はアルペジオ（基本和音）、音階練習などから始まり、簡単な課題曲を弾いていく。

三ヶ月くらいたつと初級編に移りだんだん本格的になる。その頃にはギターを弾くことは生活

の一部となり、出勤前に 15 分、帰宅後 20 分は練習するように努めた。夜の練習が終わるまで

食事はおあずけだ。楽器を習う場合、とにかくその楽器に触れる時間を少しでも長くすること

が非常に大切だと思う。楽器が愛しくなり、楽器に接し、その奏でる音にほれ込むような気持

ちになれば自然に身についていくのではないだろうか。 

 はじめは先生のギターを借りていたが、一月くらいたったところでギターの購入の話となっ

た。私はギターといえば 2、3 万円も出せばそれなりのものが買えるだろうと思っていた。現

にお茶の水の駅前にはたくさんの楽器店があり店頭にはそのくらいの値段でいろいろ並んで

いるのだから。しかし、先生は全く違うことをいう。「あの手のギターは大量生産で、一年も

すれば正確な音程が出なくなる。楽器上達のこつは良い楽器を買うことです。愛着をもって練

習すればどんどん上手になります」と。まあ、たしかにそう言われればそうだろうと思う。 

 お茶の水校の地下はギター博物館になっていて数百万円もする高価なものもあったがそれ

はもちろん見物だけだ。ギターは大別してスペイン系とドイツ系のものがあることも知り、私

にはスペイン系の柔らかい音色が合うと感じた。先生の勧めもあり意を決して 10 万円のギタ

ーを買った。クラリネット同様、楽器を習う以上、ある程度の出費は覚悟しないといけない。 

 この教室の教え方はなかなか上手だと思う。毎回、アルペジオ、音階練習に始まり、次第に

次の技術に進む。左指だけで音程を変えるスラーや、同時に複数の弦を押さえるセーハなどい

ろいろある。技術練習と併行して、大人のための曲集を買い「いい日旅立ち」「ウィーン森の

町」「キエンセラ」などおなじみの曲も少しずつ弾いていく。辛抱強く練習しているうちに、

ずいぶんむずかしい練習曲も弾けるようになった。努力を重ねているうちに、着実に技能は上

達していると感じる。 

 ただ、そうは言っても決して順調に一本調子で上達するものではない。左手の指を広げ、押
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さえる弦のポイントを瞬間的に移動させるのも、筋肉が固くなっていて若い人のようにはいか

ない。家ではスムーズにできても、先生の前になるとつい間違うことも多い。年齢のせいか、

朝一番には集中できてわれながらうまくいくと思っていても、夜、レッスンに行く頃は疲れも

出て視力も減退し同じような間違いが続き、先生も内心ため息をついていることがわかる。そ

ういうときの先生の常套句は「まあ、長い目でやりましょう！」というものだった。どちらか

というと、よし今日はカッコ良いところを見せよう、という色気をもって行ったときはだめだ。

なにごとも自然体がよいらしい。習い始めて三年、いつの間にか初級、中級を終了し、現在は

上級編の後半に入り、当初、むずかしく思えた「禁じられた遊び（曲名、愛のロマンス）」も

弾けるようになった。まさに継続は力なり、だろう。 

 ときどき、模範演奏の発表会がありそこへの出席も勧められる。上手な人の演奏を見聞きす

ることは大変重要なことだという。たしかにそれは事実だ。音楽は単に音階を奏でるのではな

く、芸術性をどう発揮するかが大切だから、強弱の表現をはじめいろいろ教えられることは多

い。一人で静かに練習しているのにくらべれば、模範演奏は参考になる。 

 ギター教室にはクラリネット以上に年配の男性の姿を見かける。若い頃なじんだ人が磨きを

入れにきているケースが多く、一人で手軽に演奏できることも歓迎されるのだろう。そして何

より、繰り返しになるがあのギターの音色、それを自分が抱える楽器を通して振動として身体

で感じられるのだから言わば自己陶酔の世界だ。まだ「きれいで繊細な響き」にはほど遠いが、

これからもクラシック･ギターとは身近な友達でい続けたい。 

 楽器は楽しい。定年後、挑戦するには格好のものだろう。一人でいつでもできるし、指先を

使うからおそらく呆け防止にもなるだろう。一度楽器を買えばそのあとはそれほど出費が必要

なものでもない。自分で思ったよりも年齢だからといって指先が全然動かないわけではない。

自分のペースに合わせてやればよいことだ。 

（竹沢, 2006, 59-61） 
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【図 5-3 管楽器と弦楽器の開始事例】

「楽器を習うには長い時間楽器

に触れることが大事」 
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 この事例では、高齢期になって新しく楽器の演奏をスタートさせるプロセスとそこに生

じる不安感、つまり制約がかなり詳細に記されている。それらは、音楽的（演奏の難しさ）、

身体的（手指の衰え、視力、聴力の低下）、精神的（加齢に対する不安）、環境的（練習場

所の確保、楽器を習う場所の確保）、経済的（楽器の確保とレッスンに通うための費用）と

いった多様な制約である。この事例では詳しく触れられていないが、家族の理解や人間関

係、指導者の存在といった社会関係的な制約もあると考えられる。特に、環境的制約は、

参加する活動の内容にも影響を与える。この事例では、楽器の音色やその音の大きさが自

宅で練習できるかどうかの判断材料となり、最終的に活動内容の選択につながっているこ

とがわかる。また、学習環境の制約として、町の音楽教室は子どもや若い人、女性が多く、

男性が入りにくい雰囲気があることも語られている。 

 制約内容だけでなく、それが埋め合わされるプロセスも語られている。音楽的制約は、

楽器そのものの音色、プロの演奏家の演奏を聴くことによる感動体験と刺激、活動の簡便

性（「いつでも気軽に楽しめる」）の認識、自身の技術の向上の自覚によって埋め合わされ

ている。 

身体的制約や精神的制約に関しては、音楽活動を通して自身の加齢に直面することによ

ってさらに制約を生み出しているような場面も見られるが、日々の練習を通して、「自然体

でのぞむこと」、「色気をもたないでのぞむこと」という活動態度に転換することによって

埋め合わされている。このような態度に変化することには、講師の技量が大きく影響を及

ぼす。もし講師が高齢者の特性を分からずに指導をしていた場合、子どもや若者を相手に

しているときと同じような結果を求めるため、高齢者がこのような態度にたどり着くこと

が困難になるだろう。本事例でも、この人がつまずく度に、講師が「長い目でやりましょ

う」と声をかけて励ましている姿が見られることから、高齢者が自然な態度で活動を行う

ためには良好な人間関係と適切な指導者の存在が重要な要素となっている。 

 環境的制約、特に練習環境に関わる制約については、家のドアに毛布をかぶせる、公園

で練習をするといった自分なりの防音・騒音対策法を身につけることによって埋め合わさ

れている。この場面は、まさに、個人の持つ知恵と保有している資源をいかに動員するか

という力量が求められる場面である。つまり、個人の持つ知恵と機転、創意工夫が必要な

場面において、このような知恵と機転を持っているかどうか、また、保有している資源や

能力を応用させる能力があるかどうかが重要となることが示されている。 

一方、学習機会に関わる環境的制約については、現在では各種音楽教室が「大人のため
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のレッスン」を開講していること、無料体験レッスンがあり本格的に活動を始める前に試

行ができることが制約を部分的に緩和していると考えられる。本事例でも、このような体

験レッスンあることがよいきっかけになったことが示されている。 

 最後に、経済的制約は、一番埋め合わせをすることが難しいものであるが、「趣味や道楽

はお金がかかるもの」と割り切った態度が取れるようになることが埋め合わせとなってい

ることがうかがわれる。 

 以上のような一連の変化によって楽器演奏に対する新しい態度が形成されている。それ

は、「楽器は楽しい」、「定年後、挑戦するには格好のものだ」、「一人でいつでもできる」、

「楽器はボケ防止につながっている」、「自分のペースでやればよい」というものである。

このような態度が楽器の演奏活動を継続させ、それが最終的にサクセスフル･エイジングの

実現へとつながっているといえる。 

 この事例では、活動を始めるに際して多くの不安材料を抱えているが、同時に若い頃か

ら楽器の演奏に対するあこがれを抱いており、そのあこがれが不安材料よりも勝っている

ため、活動を始めることができたといえよう。このことから、あこがれは音楽ライフスタ

イルの形成に大きな役割を持っているといえる。 

 また、この事例から分かることは、楽観的思考がサクセスフル・エイジングの実現を左

右するということである。この事例の場合、特に身体的制約と経済的制約は、「自然体でや

ればよい」、「自分で思うよりも体は動く」、「それほど出費はかかるものではない」という

楽観的思考になることによって埋め合わせられていることが分かる。そして、音楽に対す

る態度も、「自分のペースでやればよい」と楽観的な姿勢を持てるようになっていることか

らこそ、活動が継続できるといえる。このような楽観的な態度だけではなく、楽器の演奏

に対して非常にシリアスな態度を持っていることがわかる。「楽器を習う場合、とにかく楽

器に触れる時間を少しでも長くすることが非常に大切だ」と意識し、楽器の練習をするこ

とが生活の一部となるほど生活パターンを変化させている。その結果として、自身の音楽

的スキルが向上し、さらにシリアスな態度へとなっていることが語られている。そして、

このように生活をコントロールできる秘訣として、「楽器が愛しくなり、楽器に接し、その

奏でる音にほれ込むような気持ちになれば自然に身につく」と述べている。このような 2

つの態度を持つことが、活動の継続をもたらしていると考えられる。 

 この事例は、まだ完全に定年を迎える前からその後の人生の準備を始めた事例でもある。

最初のクラリネットの演奏活動を始めたことをきっかけに、その後、ギターの演奏活動を
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始めていることから、高齢期にうまく到達できる方法を自ら見出したといえるだろう。こ

のように老後生活に軟着陸するために定年前から準備を始める人も多いと推測される。こ

のような行動は、音楽老年学において注目すべき現象である。  



 - 98 -

③ピアノの開始事例 

 次の事例は、60歳を過ぎてからピアノを始めた女性の事例である。 

 

 さて「どうして 60 歳を過ぎてからピアノを習い始めたのですか」と、ごく素朴なご質問

を受けるたびに、まわりの方々がとても不自然に思われているのがよく理解できます。素人

が年老いてからピアノを始めて習い始めるのは確かに奇妙で、驚くべきことなのでしょう、

私自身もそう思っているからです。質問に対する答えの一つは、定年退職をして自由な時間

ができたこと、もう一つは、ピアノという楽器を弾きたかったという簡単な理由からです。 

「では趣味として？」と問われたら「ノー」とお答えするでしょう。楽譜も満足に読めない

素人が老眼で楽譜に向かい、固くなった頭と指を使って正しくリズムを取ることは、苦しみ

ではなくて何でしょうか。苦しみ以外にあるとすれば、自己満足かもしれませんが、私には

後者の考えなどは毛頭ありません。「好きな時に好きな曲が弾けたらいいのになあー」という

夢を持っているからなのです。具体的には、脳と目と指先を関連づけて用いることは、頭脳

の細胞への良い刺激となります。また、努力することは、常に前に目を向けるための心の支

えとなり、楽しく美しく年を重ねていくことができるような気がします。 

 長い間、女子の高校で生徒と接してきて、教えるというより教えられることの方が多かっ

た人生を過ごしてきました。素質に恵まれて生まれてきた子はそれなりに整っていて、さら

に磨きをかければ照り輝いてきます。また、普通の子も努力さえすれば、必ずある線までは

辿り着くことができるのですが、それより上を突き抜くことは並大抵のことではなく、また

は無理なことなのかもしれません。しかし、成績も下位で、何とかしてあげたいと心を痛め

ていた子が、本人の血のにじむような努力が実り、見事に花を咲かせた時、電気ショックを

受けたように目を開かせられたものです。 

 人間は、常に、少しでも残っている可能性に向かって先進したいものです。努力すること

は常に若々しく、そして美しいものです。完成したものの美しさもさることながら、未熟な

りに努力するプロセスに美しさを見出すことも可能なのではないでしょうか。一流の演奏家

になるわけでもなく、あくなき芸術の追究をする必要もなく、自分の能力の範囲内でピアノ

を楽しめればよいのですから、60歳を過ぎてからでも遅くはありません。さあ、シルバー世

代の方々も頑張って習ってみませんか。ピアノを弾くことを楽しみましょう。音楽家や子ど

ものおけいこのためだけのピアノではないはずです。 

 しかし、こんな勝手なことを考えていても、「なぜ？できるの？やめたら？」という言葉
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が返ってくるようで、教えてくださる先生を探すことは大変なことと思っておりました。あ

る方のご紹介で、石原先生にめぐり合うことができました。先生はきっと頭をかかえて考え

込まれたことでしょう。でもお電話で「お目にかかりましょう」の声を聞き、きっぱり迷わ

ず老人を教えてくださる意気込みを感じ、大変うれしうございました。 

 私は昭和3年生まれ、当時は日本の植民地だった台湾で女学校まで過ごしました。母は女

学校時代にヴァイオリンを弾いた当時のハイカラサン（明治 31 年生まれ）で、家にはオル

ガンがあって片手で弾いて遊んでいましたが、私自身正しい音楽教育を受けたことはありま

せん。蓄音機もあって童謡などのレコードはたくさんそろい、音楽的環境にはまあ恵まれて

いて、姉はピアノを習っていたのですから、要は私自身がすすんで求めなかったのでしょう。

小学校時代はドレミで学びましたが、女学校に入るといきなりドイツ語で教えられ、和音が

なかなかとれず、コンプレックスにさいなまれたことが鮮明によみがえってきます。 

 やがて太平洋戦争に突入、学校は軍事教練や軍歌の時代となり、音楽の享受も不自由をき

わめ、洋楽は日本の琴に変わり「六段」や「みだれ」などを「トンテンシャン」と弾く時代

になりました。やがて終戦、大学に入り、音楽の授業で先生のピアノ演奏をごく近くで聴く

ことができました。あの快い音色、鍵盤の上を自由自在に流れるように弾く先生の指の動き

の美しさに見とれ、魅せられ以来、ピアノを習いたいと心の中で思い続けてきました。しか

し、そのチャンスに恵まれず、「仕事期」に入ってからは一日が24時間では足りない日々で、

ピアノとは無縁になりました。 

 今、そのチャンスが到来し、とても幸せな気持ちで一杯です。練習は苦しみですが、将来

はきっと喜びに変わる時がくるでしょう。いや、きてほしいものです。こんなわけで、年も

かえりみず勇気を出してレッスンを始めました。あの一人の生徒に教えられた「努力努力」

を目標に、若い人の何倍も練習をしようと心に強く誓いながらピアノに向かう毎日です。ピ

アノは楽譜通りに正しく弾けばよいと思っていた素人の私に、先生は優しく、かつ厳しく、

美しい音を出す打鍵の初歩から、呼吸法や力の抜き方などまで、ていねいに、文字通り手を

取って教えてくださいます。こんなすばらしい先生にお習いすることができて、幸運な老人

のピアノへあこがれはますますつのるばかりです。これからも長くピアノを弾き続けようと

決意している老人を、今後ともなにとぞよろしくお導きくださいませ。 

（遠藤, 1999, 144-147） 
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【図 5-4 ピアノの開始事例】 

楽観的思考 

昔の教え子の姿というモデル 
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この事例からは以下のことが明らかとなった。 

音楽活動を開始する動因として、若いころからの希望やあこがれが挙げられている。活

動を継続するために必要な資源として、音楽活動を通して音楽は頭脳への刺激となってい

るという体験、音楽は常に前を向ける心の支えとなっているという認識、良い講師との出

会いがあったことがあげられ、これらがさらなる音楽へのあこがれを生み出し、活動の継

続、最終的にはサクセスフル・エイジングをもたらしていると言える。 

 この事例では、活動を通して経験する「苦しみ」について語られている。その苦しみと

は、音楽技術的制約による苦しみ、精神的制約による苦しみ、音楽に対するコンプレクス

である。このような苦しみに直面していても、「継続していればいつかは楽しみに変わるだ

ろう」と期待するようになり、さらにそのような制約があるために「若い人よりも何倍も

練習しよう」と決意し、実際にそのように行動を変化させている。このような意識の変化

がさらなる活動への傾倒を生み出し、現在では、「趣味かと聞かれればノーと答える」ほど

にシリアスな態度で活動にのぞんでいる。 

 この事例では、この苦しみを乗り越えることや活動にのぞむ態度に、昔の教え子の姿が

影響を及ぼしていることがうかがえる。この人は、過去の職場において「素質のある子は

磨けばさらに輝くことができるし、普通の子も努力さえすれば必ずある線まではたどり着

くことができる。しかし、成績が下位で何とかしてあげたいと心を痛めていた子が、本人

の血のにじむような努力が実り、見事に花を咲かせたときに電気ショックを受けたように

感じた」という経験をしている。そのような経験が、高齢期になって自分の体力や能力に

衰えを感じても、「常に、少しでも残っている可能性に向かって先進したい」という意識や

「未熟なりに努力するプロセスに美しさを見出すことも可能」なのではないかと考える基

礎が形成され、高齢期になってあえて苦しい活動に挑戦する基盤を作り上げているといえ

る。つまり、教え子の姿がモデルとなっているといえよう。 

この事例では活動の開始から継続への一連のプロセスにおける心理的な変化が詳しく

記述されている。高齢期を迎えて活動を開始するにあたっては、多くの制約があり、その

ことによってさまざまな葛藤が生まれることは他の事例でも明らかである。この事例では、

「一流の音楽家になるわけではない」と自覚すること、「あくなき芸術を追究する必要はな

い」と認識することによって、「自分のできる範囲で楽しめばよい」と考えるようになった

プロセスが記述されている。先のクラリネットとギターを始めた男性と同様、このような

楽観的思考を持てること、そして自分なりの活動の取り組み方を構築することが、サクセ
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スフル・エイジングの実現には必要な条件となるといえるだろう。このような楽観的思考

は高齢期になって音楽活動を始めた人の特徴であり、継続の秘訣だといえよう。 
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3．音楽活動の再開とサクセスフル・エイジング 

 次は、高齢期になって活動を再開した事例を分析する。 

 

①合唱の再開事例 

 1 つ目の事例は、定年を目前に控えたときに、合唱活動を再開した男性の事例である。 

 

 時間が出来て何かしたい気持ちが強まったものの、これまで仕事一筋で特別な趣味もなく

過ごしてきた自分としてははたと困った。さて、何から始めようか、と。あまり考えが及ば

ないので、まずは手っ取り早く気軽に参加できそうな、自分にある程度土地勘のある世界か

ら足を踏み入れることにした。 

 最初に関心を持ったのは地域の合唱団に入ることだった。今後、定年後の生活を考えると、

何か軸になる趣味を持ちたい。と言ってあまりなじみのない世界からとりかかるのは簡単で

はない。中核になることはやはり自分なりに多少は縁がある世界だろうと思った。そう考え

たとき、合唱を思いついた。 

 45年以上前、田舎の中学で秋に開催される全国中学校合唱コンクールに参加するために、

初夏、急造の合唱団が作られた。当時テニス部にいた私も呼ばれて初めて「合唱」を経験し

た。それは淡い思い出である。課題曲「おはよう」や自由曲として「双頭の鷲の旗の下に」

を遅くまで練習したことを良く覚えている。当時、数少ない男女交流の場であったことも記

憶に残る理由かもしれない。 

 高校では芸術で音楽を選び、担当の先生から合唱部へ入部を勧められたが、通学に時間が

かかったこともあり参加できなかった。大学では興味はあったが、地方から学生服で上京し

たばかりの私は何かカルチャーショックを感じ、参加するタイミングを逃した。そうなると

その後は入りにくいものだ。会社に入り、ようやく合唱部員として産業音楽祭などに出場し

ていたが、しばらしくして海外勤務になり中断し、以後ずっとご無沙汰していた。しかし、

大きな声で歌う楽しさは確かに記憶に残っていた。 

 そんな気持ちをある年の冬、ゴルフ仲間と話していたところ、そのうちの一人の奥様が音

楽大学出身で、とある合唱団を主催しているという。そしてそこは男声が少ないので参加し

てくれたら喜ばれるだろうと聞いた。30 余年ぶりに楽譜を見る立場としては、そういうと

ころは入りやすい。さっそく電話で連絡をとると、毎週水曜の夜、7 時から 9 時まで、区の

文化センターで練習しているので気軽に来てくださいという。少し、おずおずと、しかし期
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待を胸に秘めて出かけてみた。 

 文化センターの入り口には部屋ごとに、昼、夜となく、時間帯別に使用する趣味のサーク

ル名が書かれていた。音楽だけではなく、絵画、ダンス、山の会、太極拳その他いろいろな

サークルの名前がある。地域の文化活動が活発に行われていることを実感した。目指す合唱

団の練習室は 30 人くらいが入る小ルームで真ん中にピアノが置いてある。早く来た人たち

が椅子を並べて準備をしていた。そのうち、電話で話した方が来られた。とにかく今日は入

会するかどうかは別にしてためしに一緒に歌いましょうということになった。 

 練習はまず身体をほぐす柔軟体操から始まった。ゆっくりと首や肩まわし、両腕をぶらぶ

らとさせ、身体を前後に曲げて･･･、など続く。「発声」はいわば自分の身体全体を楽器とし

て使うことなどで、共鳴しやすいようにリラックスすることが大切だと指揮者は強調する。

そしてア、ア、やウ、ウ、と声を出して音階をたどる発声の基本練習が始まる。腹の奥まで

しっかり息を吸い込み、腹筋を使い、声を出来るだけ遠くに投げかけるように出すようにと

指導された。喉に力を入れず、高い音は頭の上から出すように･･･など、長らくご無沙汰し

ていた発声のイロハを久しぶりに聞いた。 

【中略】 

 この団はこぢんまりとしていて、ソプラノ、アルトがそれぞれ 10 人くらい、テノールと

バスは合わせて 6 人だけだった。少人数の場合、パート練習の時など個人の声がはっきりわ

かり、久しぶりに歌う者としてはちょっと恥ずかしい。それにしても、大きな声で歌を歌う

ことは確かに気持ちがよい。気分転換になり、ストレス解消にはもってこいだ。その年の 10

月に定期演奏会があるそうで、指揮者は残りの期間で仕上げるのに苦労しているように見え

た。女声には高い音が下がり気味になるから注意しなさい、男声はリズムにおくれないよう

に、などいろいろ指導される。なめらかに歌うところはアクセントをつけてはいけない、ク

レッシェンドはしっかりと･･･など、音程がとれても表現力の向上には課題が多い。 

 男声があまりにも少ないと思ったが、演奏会には指揮者が教える大学から学生が応援にき

てくれるので、結構さまになるという。女性は 40 代から 60 代前半、平均で 50 代後半くら

いだったろうか。男声は 40 代が 1 人でほかの方は明らかに 60 代以上と見えた。結局、私は

その日のうちに入団し、入会金千円、団費月四千円を支払った。その後、この団の人数が必

ずしも非常に少なくないことを知った。いろいろな合唱団の発表を聞く機会に接していると

三十人から四十人程度のところが多く、また合唱はむしろ少人数の方が純粋な音を追求でき、

美しい響きを出す面があると感じた。 
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 次の週に行くと技術担当の方がそれぞれの曲から、バスの旋律だけをピアノで弾いたテー

プを作ってきてくれた。これは新入りの私にはありがたがった。それに加え、練習時の歌声

を MD に録音し、朝、晩の通勤時に聞いた。早くキャッチアップしたいし、ほかのメンバー

の足を引っ張ってはいけないと思ったからだ。朝から音楽を聴くことはすばらしく、非常に

気持ちが良い。それまで電車の中でヘッドフォンやイヤホーンを付けている人を非難がまし

く見ていたが、自分で聞いてみるとこれは最高だ。 

 少人数の場合、むしろ結束が固いのか、みなさん仲良しのように見えた。横浜に引っ越し

た人も都内まで毎週来ていたからそれだけ魅力があったのだろう。五つ離れた駅の町から自

転車で通ってくる元気な女性もいた。家族のために夕食の準備をすませ、それから急いでや

ってくるのだという。練習は一時間が過ぎると休憩になり、お菓子や飴がまわってくる。バ

レンタインデーにはチョコレートもいただいた。男性が少ないせいか気を使ってくれる。た

だ、男性陣はおとなしく練習のあい間に天候の話を交わす程度だった。また相当の年齢の方

がおられ、そういう人からはあまり歌う声が聞こえない。おそらく好きな道に参加している

が、寄る年波には勝てず本人は歌っているつもりでも客観的には声量が少なくなっているの

だろう。いろいろな人生模様を早くも感じることになる。 

 女性陣は主婦が大半と見られ練習が終われば家路を急ぐことになる。帰りが同じ方角の人

たちと多少話すことがあるぐらいで、趣味の会としてはかなり淡泊な人間関係に感じた。少

人数も良いが、どうせやるならもう少し大きなところがおもしろいかなとも思った。 

 こうして、合唱との再会を果たした。その後、6 ヶ月ぐらい続けたが、後述するように少

し腰をすえて勉強したくなり、司法試験の予備校に通うことにした。これは週三日、非常に

詰めた時間を必要としたもので、それと合唱との両立は難しいと思い、残念ながらその時点

でこの合唱団とはさよならをした。中途半端に留まり、定期演奏会のメンバーとして当てに

されながら結局出られなかったらかえって迷惑をかけると思ったからだ。しかし、はじめて

「趣味の会」というところに参加して地域の方と一緒に行動したことは良い経験になった。

そして数十年ぶりに発声練習や楽譜の読み方、歌い方などいろいろのことを学ぶことができ

たことはたいへんありがたかった。合唱はその後曲折があるものの、現在も趣味の中核とな

っている。 

（竹沢, 2006, 14-20.） 
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【図 5-5 合唱の再開事例】 
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この事例では以下のことが明らかになった。 

 定年を目前に控え、何かを始めたいと思ったとき、「ある程度土地勘のある」活動と「全

く未知の新しい」活動を始める場合がある。この事例の場合は、過去の経験、昔からのあ

こがれが前者を選択させ、そこに、偶然にもそれらを叶えることができるような環境が整

ったということが活動を始めるきっかけとなっている。 

 活動を通して音楽的知識を獲得したこと、ストレスの発散といった精神的な快適さを経

験したこと、新しい地位（ここでは合唱で担うパート）を得ること、新しい人間関係を構

築したことが、活動の継続を生み出している。特に新しい人間関係を構築し、「この人たち

に早く追いつきたい」、「この人たちに迷惑をかけてはいけない」という思いが、日常的に

音楽を聴く習慣となって、音楽ライフスタイルを形成することとなり、サクセスフル･エイ

ジングにつながっているといえる。 

この事例からは、音楽が他の領域の活動に対する刺激となっていることがわかる。定年

前に、試しに、少し土地勘のある音楽活動に参加したことをきっかけとして、定年以降に

やりたかったことを次々とやっていこうという意欲と姿勢が生まれ、実際に行動範囲が拡

大している。「長年の会社生活に慣れ親しんだサラリーマンが社会活動に生きがいを見出す

ためには、社会活動に関する情報収集、社会活動に適応する柔軟性、さらにそれなりの慣

らし運転期間も必要である」という指摘がある（ニッセイ基礎研究所, 2007）。この人はこ

の後、人生で一度はやってみたかったこと、あるいは中途半端に終わったがもっと本格的

にやりたかったことに積極的に取り組んでいる。ここで紹介した合唱を皮切りに、囲碁教

室に通い、水泳も基礎から習い、ゴルフもきちんとレッスンを受けている。また、タンゴ

を踊りたいと社交ダンスを始めたり、単身赴任時代の経験から自活力を高めようと男の料

理教室に通ったりするなどしている。それらの活動から、「縁のなかった別の社会を垣間見」、

「肩書きや名刺なしの出会い、付き合い」が各所で始まり、「地域の人たちと酒を飲む機会

が出来るなど、それまでの自分が思っていなかった世界が開け」ている。この事例は、音

楽活動を始めることが、まさに、地域生活を始めるための慣らし運転となっているといえ

る。このように次々と活動範囲が広がることもサクセスフル･エイジングの実現に寄与して

いる。 

 また、音楽活動の中で出会った人の姿から、今後自らが「加齢と向き合うことになる」

ことを自覚している。このこともこの人の音楽活動、その他のさまざまな活動、人生観、

サクセスフル･エイジングに何らかの影響を及ぼしていると考えられるが、この事例ではそ
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のことに関して詳しい記述は見られない。 

 この事例は、まさに、退職準備を始めた男性の「地域デビュー」の事例である。そのた

め、これまで仕事に専念してきた男性が地域生活に触れることで経験される驚きが男性の

視点で描かれている。例えば、音楽に関する活動以外にもさまざまな活動が行われている

こと、そのような活動に参加している人の中には、家庭を優先するためにその活動の時間

だけしか参加できない人もいること、楽しみのためならどこからでもどんな手段を使って

でも参加する人もいることが分かったという内容の記述が見られる。おそらく、会社一筋

で趣味の世界から遠のいていた男性にとって、地域デビューをした時にはこのような現状

に直面することで同じような驚きを感じているに違いない。 
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②管楽器の再開事例 

次の事例は、定年前に楽器の演奏活動を再開した男性の事例である。 

 

 「僕は音大に行きたかっんだけど、父親に、お前は普通の大学には行けないのかといわれ

てね･･･」 

 父のこの言葉には戦後の経済復興期から経済成長期にさしかかる時期に進学先を決めよ

うとする息子に対して、「サラリーマンになれば安定した生活が望めるのに、あえて苦労を

しないでもいいのではないか」という思いがこめられていたといえよう。 

 村山さん（仮名、67 歳男性）は、幼いころからピアノやバイオリンなどの楽器を習って

いたわけではなく、通っていた都立高校の音楽の先生の影響で、高校 3 年になって突然、音

楽大学の作曲家を目指したいという気持ちが芽生えたのだという。父親の意向と入試までの

準備期間の短さから、村山さんは結局、音楽大学進学は断念し、普通の大学に進み銀行に就

職した。 

 ただ、趣味としての音楽は、いろいろな形で継続した。大学時代は合唱団に加わり、作曲

は通信教育やカルチャースクールで学んだ。社会人になるとヤマハの「ポプコン」などに自

作の曲をエントリーしたという。楽器の演奏は、作曲をする上で、オーケストラの楽器を何

か演奏できなければと思い、クラリネットやフルートを少し習った。社会人になってからは、

夜、家の中でも練習できる楽器として電子オルガンを学び、しばらくしてフルートも再開し

た。 

 しかし、家庭を持ち、仕事も徐々に忙しくなり、村山さんの音楽生活は 25 年という長い

ブランクに入ることになる。 

 そして、50 代後半になり、村山さんは「窓際族」（本人談）になった。このころから、業

務に関連した社会保険労務士、行政書士等々の資格をいくつか取得してみたが、満たされる

ことはなかった。その頃参加したのが、居住する区の社会教育会館で開催された「フルート・

アンサンブル」のセミナーである。セミナーは 3 ヶ月にわたったが、12 年たった今もなお、

そのセミナーの指導者に指導を仰ぎながら、当時のメンバー数人とアンサンブルを続けてい

る。 

 アンサンブルでは、メンバーの趣味に合わせクラシックからポピュラーまでさまざまな曲

を楽しんでいるが、その一部を、村山さんがアレンジする。「メインのメロディ担当と伴奏

担当というように分けてしまわずに、みんなで適当に分担するようにアレンジするとか、難
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しすぎる個所はやさしく吹けるようにアレンジするとか工夫している」という。若いころか

らやりたかったこと、ずっと学ぶだけだったことが、今やっと生かされていると感じる。 

 3 年前の夏、そのアンサンブルの中心メンバー5 人は、オーストリアのザルツブルクに向

かった。長年の指導者の紹介で、パート・ゴイセルンという近郊の村で開催された管楽器の

キャンプに参加するためである。キャンプでは、ザルツブルクの音楽大学などの教授陣から

の指導の合間に、教会や広場で 5 回も演奏する機会を得た。演奏した曲目は「小さい秋見つ

けた」など、日本の曲を村山さんがフルート・アンサンブル用にアレンジしたものである。

アルプスの大自然の中で仲間と奏でたあの音色が今でも忘れられない思い出となっている。

その後も機会があれば、障害者の集いやホテルのロビーコンサートなどに出向き、人に聞い

てもらう喜びを味わっている。そのための練習も月に 3 回、3 時間ずつ、区の練習施設に集

まり欠かすことはない。 

 「本当に、定年を指折り数えていたんだ」 

 音楽大学をあきらめ生活のためにサラリーマンをしてきた村山さんにとって、定年は「年

季明け」を意味していたのではないだろうか。定年直後の手帳のスケジュール表は、現役時

代よりもたくさん埋まっていたという。音楽理論の勉強、ドイツ語の勉強、フルートやその

後始めたビオラのアンサンブルの練習･･･。何気なく学び始めたドイツ語も、留学を目指す

若い音楽家の卵たちとの出会いの場となった。ドイツ語は、ザルツブルクでの活動の事前準

備や現地での活動にとても役に立った。 

 仕事では毎日追われるように感じていたが、今は自ら予定を作っていく。そして、同じこ

とを志す人たちとの交流があり、その人脈が、また次の活動へとつながる。今日も村山さん

は頭にメロディを思い浮かべながら、楽器を背負ってひょうひょうと街を歩いている。 

（ニッセイ基礎研究所, 2007, 152-155 ） 
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【図 5-6 管楽器の演奏の再開事例】 



 - 112 -

 この事例では、以下のことが明らかになった。 

 音楽活動を再開することに必要な資源として、時間的余裕、フルートセミナーによる音

楽的な刺激があげられる。この事例の場合は、若いときに音楽の専門的な道を歩むことは

断念しているが、その後、合唱団に所属したり、カルチャーセンターに通ったり、作曲に

必要だからと楽器を習ったりと、音楽に対する前向きな態度がもともと形成されており、

このような態度が再び音楽に目を向けることに大きく影響していることは言うまでもない

だろう。 

 再開した音楽活動を継続するためには、それまでに蓄積した音楽の知識や技能の活用、

成果を披露する喜び、音楽以外の領域でのこの活動に関連した知識や技能の獲得、同じ目

標を持つ人たちとの出会い、学習の成果の自覚と夢の実現の自覚であり、そのことが「定

年を指折り数えて待っていた」と思うほど活動に傾倒させ、結果的にサクセスフル・エイ

ジングの実現に寄与している。特に、若いころからの願望が実現していると自覚すること、

これまで学習したことを活動においてフル活用できているという自覚が大きな役割を果た

していることが分かった。 

 この事例では、活動の断念をもたらす要因も明らかになっている。この事例では、専門

的な音楽の道を断念する要因として、「家族からの圧力」があることが明らかになった。音

楽活動を開始するために必要な資源として重要な他者の存在が大きいことはこれまでにも

何度も指摘されてきた。この事例を通して、家族のような特に身近な重要な他者は活動の

阻害要因にもなり、その影響力も大きいことが明らかになった。 

 この事例で紹介されている人は、定年前よりもスケジュール帳がいっぱいに埋まるほど

忙しい生活を送っている。ここで埋められている予定は誰かから決められた強制的なもの

ではなく「自ら作っていく」ものである。つまり、自ら自分の生活を設計できるという自

由を手に入れたこと、それを上手く設計できる能力を持っていることが音楽だけに限らず

他の領域の活動にも手を広げ、さらに生活を豊かにさせているといえる。このことから、

サクセスフル･エイジングを実現するためには、自由時間をコントロールする能力が必要に

なるといえるだろう。 
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4．音楽活動の継続とサクセスフル・エイジング 

 ここでは、長年音楽活動を継続することによってサクセスフル･エイジングを実現させて

いる事例について分析する。 

 

①ギター演奏の継続事例 

 1 つ目の継続事例は、若い頃からギターや音楽に親しみ、定年退職を機に趣味でギター

教室を開講した男性の事例である。 

 

 現在、私は若いころから計画していた、ギター教室を開いている。 

 定年で、30 年以上に及ぶサラリーマン生活に決別する時、私は嬉しさでワクワクしていた。

これからは思う存分ギターが弾けるからだ。 

 ギター教室とはいっても、それで生計を立てているわけではない。贅沢さえしなければ、年

金だけで何とか暮らしていけそうだ。だからギター教室はあくまでもアマチュアの余暇として、

楽しみのためだ。レッスン料も会場代等必要経費が賄える程度で十分だ。 

 それでも人を指導するとなれば、勉強を怠るわけにはいかない。今でも日に数時間の練習は

欠かせない。 

 若いころ、毎月東京のプロのもとに、レッスンに通っていたことが大いに役に立っている。 

さて、活動の内容であるが、内容は無論、生徒の指導である。その他、仲間とのコンサート、

地域文化活動への参加協力、老人ホームでのボランティア活動と、大変ではあるが、とてもや

り甲斐があって、忙しさも苦にならない。 

 交通事故の後遺症があるため、無理はきかない身体ではあるが、例え疲れても、何倍もの喜

びで、充分すぎるほど報われている。 

 まず、教室の生徒を紹介すると、最年長者は 75 歳の I さんだ。70 歳の時に入門してきた。

ギターを始めた動機はボケ防止だそうだ。そんな歳になっても、真面目にやっていると弾ける

ようになるから人間の可能性は実にすばらしい。継続は力なりだ。 

 ナツメロが好きで、発表会では見事な腕を披露してくれた。 

 最も若い生徒は 5 歳の女の子である。お父さんが始めたギターを自分もやりたくなったらし

い。父娘夢のデュエットがお目見えするのも遠くはないだろう。そして O さん。中学生の時に

集団就職で上京し、好きだったギターに触れる機会もないまま、60 代半ばまで故郷の土地を踏

むことなく、つらい人生を生き抜いてきた彼は、今ようやく念願叶って、ギター三昧である。
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ギターが好きでたまらない様子がほほえましい。熱心なだけあって上達も早く、今では地域の

老人クラブからお呼びがかかるまでになった。 

 彼は絵もよくし、花造りも玄人はだしで、余暇活用の達人というべきだろう。 

 脳梗塞の母親を看病しながら毎週通ってくる 70 歳の H さん。何曲にも敢然と挑戦する根性の

人だ。 

 3 ヶ月でやめるつもりだったが 3 年も続いている K さんは、人間の能力に限界がないことを

身をもって体験している、50 代の主婦だ。 

 そして 2 人の若い女性は、教室を華やかに彩ってくれるアイドル的存在である。若いだけあ

って上達は早い。 

 彼女たちは他の教室の生徒たちと 6 人でアンサンブルを組んで、合奏を楽しんでいる。苛烈

な勤務に耐えながら、どんなに遅くなっても週 1 回、練習会場にかけつける。 

 つらい勤務だからこそ、この時間がかけがいのないものになるのだろう。 

 彼等もまたギターを通して、余暇を上手に過ごしているといえよう。彼等のために私の存在

が少し手も手助けになるのだとしたら、これほど嬉しいことはない。私のギターのすべてを伝

えたいと、心を新たにするのだ。 

 私にとって、もう一つの大きな喜びは、特養老人ホームでのボランティアである。 

 ホームには認知症のお年寄りが多い。最初とまどったが、毎月通ううちに、顔を覚えてもら

えるようになった。 

 みんなのすぐそばで、話しかけながら、パートナーと組んで二重奏を聞いてもらったり、ギ

ターに合わせて一緒に歌ったりするのだが、童謡、文部省唱歌、ナツメロなどが特に好まれる

ようだ。いつも記憶の不思議に驚かされるのだが、遙か遠い昔の記憶が甦るのであろう、何と、

歌詞を何番でも思い出すのである。 

 無表情だった彼等の顔が生き生きと輝いてくる。 

 音楽の持つ力は本当に凄いと思う。 

 歌えない人は手拍子や足拍子で立派に参加する。 

 童謡”ふるさと”を歌うと必ず号泣する 80 代とおぼしきおばあちゃんがいたが、2 年ほど前に

亡くなってしまった。 

 この曲は人の心を揺さぶらずにはいない名曲だと思う。毎回しめくくりは、賑やかな花笠音

頭と決まっている。 

 最もよく知られている山形民謡のせいか、みんな大きな声で晴ればれと歌ってくれる。 
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 ありがとう、また来てねの声に送られて、満ち足りた気持ちで帰路につく。そんな時、ギタ

ーをしていてよかったと、つくづく思う。 

 というわけで、ギターは私にとって生き甲斐そのものだ。 

 余暇を自分の喜びのために活用することは無論結構なことだと思う。 

 【中略】 

 自分の喜びや夢が誰かの、何かの役に立つものであれば、これ以上望ましいことはないだろ

う。 

 社会参加をすることによって、人と喜びを共有したときに勝る喜びはない。そこから得られ

た感動は、自分を鼓舞する原動力になるのだ。 

 【中略】 

 私はそれほど欲の深いたちではないと思うが、時間だけはいくらでも欲しいと思う、「歳だ」

などと言っていられない。「疲れた」などというのは贅沢というものだ。 

 こうして今日もまた、私はギターと格闘するのである。 

（瀬沼, 2007, 151-156） 
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この事例は、若いころから続けているギターの演奏をさらに強化することによって、高

齢期の生活を豊かにしている例である。 

この事例から次のことが明らかとなった。 

活動を継続するために必要な資源として「伝達する経験」が大きいことが明らかとなっ

た。この事例の場合、ギター教室での活動において、生徒達に教えるという伝達行為を通

して、自分の技能緒を確認し、それを伝達することの喜びを感じている。同時に、生徒た

ちの技能の向上や楽器に向かう姿勢を目にすることによって活動意欲がさらに増している

ことが語られている。この事例では、教えるという行為だけでなく、演奏という行為によ

っても伝達が行われている。ボランティア活動を通して音楽を多くの人に伝達することの

喜びと音楽の持つ力を実感している。 

前者について、Atchely（1995）が「指導者やアドバイザーとしての役割を担っている

高齢者は大きな満足感を得ている。それは、他人の世話をするからという理由だけでなく、

自分の知識や経験を役立てることができるからである」と述べている。一方後者について

は、瀬沼（2006）が「退職後には、余暇活動を通じて他者や隣人に喜んでもらえることが

あれば、生きがいはさらに高まっていくことであろう」と指摘している。ここでは単に一

方的に喜んでもらうだけでなく、その場に居合わせた人達と「喜びを共有する喜び」が重

要な要素となっていることが分かる。Atchley（1995）は、「高齢になると自ら獲得する利

益より、自分が他にどれだけ貢献できるかを重視するようになる」と指摘しているが、こ

のような２つの伝達という体験を通して、他者に貢献していることを実感し、それが「私

のギターを伝えたい」という目標と「人のためになる喜び」を生み出し、さらなる活動の

継続へとつながっていることがよく分かる。 

この事例は、かなりのシリアス・ミュージックを行っている事例である。現在、「勉強

を怠るわけにはいかない」と毎日数時間の練習に励んでいることからも、活動の継続性と

強度は大変強く、自らのこのような生活を課しているほど自発性も高い。また、この事例

では、「時間はいくらでも欲しい」、「歳だとはいっていられない」、「忙しいことは苦ではな

い」、「疲れたということは贅沢だ」というように、現時点で持っている時間感覚、年齢感

覚、疲労感覚をはっきり述べている。「活動的な人は往々にして忙しい人であり、時間をよ

り貴重なものと考える傾向がある」（Jackson, 1993 ; Mannell, 1994）、「時間が不足してい

るという認識は過密スケジュールによるものであるか、もしくは他の活動を最も楽しむた

めに、いくつかの活動を諦めることはしたくない、という願望の現われといえる」（Jackson, 
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1988）という指摘があるように、シリアス・ミュージックを行っている人は、日々の練習

や活動に忙しく、いくつもの活動を並行して行っていることが多いので、この事例が示し

ているような時間感覚、年齢感覚、疲労感覚を持っていると推察される。 

この事例では、退職により自発的に社会から離脱をしているが、新しい活動に従事する

ことによってそれまでに無い新しい役割と地位を獲得している。それは「誰かに教える」

という役割と「誰かに音楽を聴かせる」、つまり演奏家としての役割である。先に紹介した

フルート奏者の事例と共に考えると、新しい役割が「人のため」という方向に向いている

とき、シリアス・ミュージックになる傾向にあるといえよう。なぜなら、誰かに何かを伝

えるということには相当の知識や技術とともに責任が付随するため、その責任を果たすた

めに日々の研鑽が必要となるからである。 

しかし、このような態度はすぐに形成することは難しい。この事例でも、過去に行って

いたレッスン経験が現在の日々の練習に活きていると述べている。つまり、過去に同じよ

うにシリアス･ミュージックを行なっていたという経験が現在の音楽ライフスタイルの基

礎を形作っているといえるだろう。このことから、過去にもシリアス・ミュージックを行

っていた人は、そうでない人よりも容易にシリアス･ミュージックを開始・再開できると推

測される。 
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②歌と作曲の継続事例 

 2 つ目の継続事例は、音楽関連の事業を企画・運営することと、作曲という創作活動を

継続することによってサクセスフル･エイジングを実現している男性の事例である。 

 

 私は現在、71 歳になりました。第 2 の人生というよりは、第 3 の人生といった方がいい

のかもしれません。53 歳で第 1 のサラリーマン生活を終え、65 歳で第 2 のサラリーマン生

活を終え、完全にリタイアしました。 

「いま何をやっていますか」と聞かれると歌をやっていますと答えると、大方の人は「ああ、

カラオケですか」という。「いいえ」というと、こんどは怪訝な顔をされる。ことほどさよ

うに、歌といえば、ときには、短歌ですかという方もおられるが、カラオケが通り相場です。 

 そこで私は、自分のやっている歌のことを、説明しなくてはならないわけです。 

 私のやっていることは、「唱歌や童謡、叙情歌、ホームソングといった、我が国に伝わる

よい歌を、みんなで歌いましょう」と、会をつくって、集まった方々と一緒に声を合わせて

歌い、時には歌にまつわる話をしたり、皆さんと思い出を語ったりして、楽しいひと時を過

ごしているのです。幸いなことというべきか、世の中には歌の好きな方が多く、予想をはる

かに凌ぐ方々が、月 1 回の定例会に参加してくださって、懐かしいとか、心が癒され元気に

なると喜んでくださっています。 

 集まってくださる方は、主に高齢者です。「思い出は温かく、歌って元気」をモットーに

しています。 

 私は子どものときから、歌が好きで、よく歌っていたし、歌をつくるのも好きだったので、

将来は歌に関することをやっていきたいと思っていましたが、歌を仕事にするまでには至ら

ず、サラリーマンになったわけですが、そこには実力ある職場の合唱団があって、かねがね

入団したいと思っていました。そして入社 1 年あまりで、入団が叶いました。その結果、高

校時代には、十分できなかった楽譜の読み方を覚えたり、コーラスの指揮を実際にやったり、

さらには作詞や作曲した歌が思いがけずレコードになって、発売されたり、人前で歌う機会

にも恵まれました。水を得た魚というか歌に関することをやっているときは、自分がもっと

もいきいきとし、自分らしくなるので、第 2 の人生こそは、何とか歌の道でやっていきたい

という思いが強くなり、53 歳の定年を迎えることは、関連会社への再就職を断って、先輩

と音楽イベントの仕事を始めてしまいました。 

 世間的に見たら、確かに無謀としか思えない冒険だったにちがいない。そのとおり覚悟は
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していたものの、それを上回る辛酸をなめたし、当然ながら家族にも迷惑をかけてしまった

わけです。しかし、あきらめず希望を持ち続けていたことが、幸いにも偶然を生んだのであ

ろうか。ある異業種交流のクラブにめぐり会うことができたのです。そこでは、世間のさま

ざまな人が寄り集まって、相互に刺激し合いながら、自己を研鑽し社会に役立つための実践

活動をしています。私の場合は、私の歌に対する熱意を認めてくれる方が何人かおられ、私

のために「歌の会」をつくるようアドバイスをくれ、具体的に支援してくれたのです。その

おかげで，私は自分の歌の会を持つことができました。 

 第 2 の人生は、好きな歌をやっていきたい、という夢が叶うことになって、私の胸は喜び

に震えました。それは 54 歳になって、第 2 の就職をしたあとのことでした。会社は土、日

曜は休み、いわゆる完全週休二日制で、休日を余暇利用することができたわけです。 

 会場の設営や設立の手続きなどは、みなクラブの方が協力してくれました。そして昭和 63

年 12 月、歌う会を立ち上げることができました。始めたときは、わずか 10 人でした。しか

も 2 ヶ月に 1 回で、人集めも思うに任せない状態で、果たしてどこまで続けられるか、心配

というより、ほとんど自信はありませんでした。しかし、回を重ねるごとに、口コミにより、

少しずつ会員はふえてゆきました。そして 1 年半ほどして、会員が 30 名ほどになったとき、

クラブのはからいで、新聞に紹介され、おかげで一挙に 100 名ほどに増えて、会を分割して

やるほどになりました。現在は、会場も広いところが確保でき、一度に 60 名までは収まる

ので、ここで安定的にやっています。そこからピアノの伴奏の方も、大変熱心にやってくだ

さって、大いに助けられています。 

 ところで、自分で会を主催するという、積極的な行動に出ると、それに対してさまざまな

反応が出るものです。首都圏内の各地にある、生涯学習の会から、歌の指導やら講演などの

依頼が舞い込んできたり、さらには、一流の歌手と同じステージで共演するきかいがあった

り、こんなことまではまったく予想もしていなかったことでした。 

 一方、作詞作曲の会にもいくつか入り、15 年くらいで 300 曲くらいつくりました。なか

には、ヒットとまではいきませんが、広く愛唱されている歌もあります。 

 そうした中でも念願だった日本童謡協会へ入れたことは光栄なことでした。毎年行われる

「童謡祭」に過去 5 回連続出場の記録を作り、特に 4 回目に作詞で出品した「大きな木はい

いな」は、「21 世紀に歌い継ごう」という 10 曲のうちに選ばれました。なおかつ曲集にも

収録され、大手出版社から出版されました。昨年の童謡祭には出品できなかったのですが、

今年は「森は不思議なオルゴール」に作曲家が作曲してくださり、童謡祭で歌われることに
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なっています。 

 そして、最初に始めた「歌の会」も、今年は 14 年目になります。10 周年のときには自作

の童謡 CD アルバムをつくり、会の皆さんに配りました。 

 継続は力なりといいますが、この会が元になって、今から 6 年前に 2 つ目が、続いて 4 年

前に 3 つ目の会が、派生的に誕生しました。そして、いずれも月に 1 回、日を決めて、定期

的に続けています。どの回も世話役の方が、会の運営をお手伝いしてくれ、助けられていま

す。なにをやるにも自分一人では、できません。人様の力添えが必要です。その力添えがい

ただけた、その点もありがたく、ただただ感謝の一念です。 

 この 3 つの「歌の会」は、私にとって何よりの宝物であり、生きがいになっています。思え

ば、第 2 の人生に入るとき、自分の好きな歌の道を活かしてやっていきたいと、強い念願を

持って、突き進んだことが、今日の幸せに結びついたのだろうと、思っている次第です。青

春に歳はないといわれています。私はこれからも、好きな歌を通して、自己実現をめざして

励んでいきたいと思っています。 

（瀬沼, 2007, 120-124） 
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【図 5-8 歌と作曲の継続事例】 
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この事例では次のことが明らかになった。 

職場の合唱団に入団した際に、それまでには得られなかった本格的な音楽的知識を獲得

したこと、コーラスの指揮というような少し特殊な役割を体験すること、自分の作った作

品が認められること、努力の成果を披露するという経験を通して、自分が最も生き生きと

していること、自分らしくなることを自覚している。そしてそれらが、第二の人生こそは

歌に関することをやりたいという意欲を駆り立て、結果的にそのような生活の実現を導い

ている。これはまさにサクセスフル･エイジングを実現するプロセスである。その意味では、

音楽にかかわることでサクセスフル･エイジングを実現することが、その後のさらなる活動

への原動力となっていることが明確に現れている事例であるといえるだろう。 

 １回目の退職をし、音楽イベントの企画･運営を始めて以降も、それまで抱いていた希望

を持ち続けること、予想もしなかった音楽的機会に恵まれたこと、サポーティブな人間関

係を構築したこと、他者からの評価が活動の継続を促進し、それがサクセスフル・エイジ

ングの実現へとつながっていることが分かる。特に事例文中では人間関係に関する記述が

多く見られている。この事例では、サポートティブな関係性がうまく構築されたと認識さ

れていること、そこから得られるサポートがこの人にとって非常に有益であると知覚され

ていることが継続の要因となっていると言える。一方、作曲活動においても、公的機関か

ら認可を受けること、作品が認められることが活動のさらなる継続を促進している。 

 この事例では、定年退職を迎えるとき「関連会社への再就職を断り、音楽イベント会社

を設立している」というプロセスがある。これは、これまで築いてきた職業上の地位や社

会的に認められる場所で働くことから離脱しているということになる。しかし、この事例

では、それを自ら望んでおり、実際に離脱をすることが新たな活動のきっかけとなって自

分の夢を実現することにつながっている。「元気な高齢者はより重要な社会的役割から離脱

し、レクリエーション活動を一時的に増加させる傾向がある」（Rose, 1964）という指摘が

あるが、この事例より検討すると、健康であることと同時に強い願望を持っていることが

社会的役割からの離脱を促進し、社会的役割以外の活動を強化させることにつながってい

るといえよう。 

また、このような社会的役割からの離脱は、個人の選択行動とも解釈できる。離脱理論

でいうエンゲイジメントとは、業績達成を目的とする束縛、拘束的、義務的な道具的

（instrumental）役割を遂行することであり、活動一般ではない。離脱しているか否かは、

高齢期における活動の水準ではなくて、その活動の性質によって判断される（小田, 2004）。
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この事例の男性は、社会的役割に従事するよりも個人の趣味や楽しみに重きを置き、それ

らを選択したと解釈できる。いわば離脱理論を用いて説明できるサクセスフル・エイジン

グの実現過程の典型例と言ってもよいだろう。 
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5．音楽活動の中断とサクセスフル・エイジング 

 これまでの事例は、新しく活動を始めることやそれまでの活動を継続することに注目し、

サクセスフル･エイジングを実現している例であったが、もちろん、活動を断念してしまう

こともある。次の事例は、人間関係が原因となって音楽活動をやめてしまった事例である。 

 

 

 趣味の世界は会社というタテ社会と違い、典型的なヨコ社会だ。会社で重視される価値観が

そのまま通るわけではない。端的に言えば、普通のおじさん、おばさんの会と割り切り、その

会の歴史を知り先人の考え方を受け入れないと本当のメンバーには加えてもらえない。しかも、

どの集団にも主導権を握るインナーサークルが存在すると見るべきで、新人はそういう人たち

に敬意を払い、一目置いていると行動で示すことが大切だ。途中で参加した人間が出過ぎたこ

とを言っても相手にされない。あまり急がず、石の上にも三年の気持ちでじっくりやることが

必要だろう。 

   

 この団では練習のあと、近くの居酒屋で 14，5 人が飲んで帰る習慣があった。誘ってくれる

人がいて寄ってみるとなかなか感じが良い。仕事の話しなど一切なく、他愛もないことを言い

ながら酒を飲み、話す。三時間歌うと実際のところ喉も渇くし腹も減る。そこで飲むビールは

滅法うまい。 

 それからは、この帰りに寄る飲み会の常連になった。男性が 7，8 人、女性 5，6 人が固定メ

ンバーで、そのほか日によっていろいろめずらしい顔も現れる。合唱団のメンバーだから、あ

の曲は歌いにくい、男性はもっと努力して欲しいなどという会話が出る。あの人はこの頃来な

いけれどどうしたのだろう、とか、じつはかつてこんなことがあったなど、団の内情が自然に

分かるような話も多い。男性の現役時代の職業や、女性も専業主婦だけでなく通訳、デザイナ

ー、学校の先生など様々な職業の人がいることを知り、団員のバックグラウンドにくわしくな

る。教室で歌を歌っているだけよりは親しみを感じるようになった。 

 練習は順調に進み、東京都合唱祭などで発表したあと、年に一度の定期演奏会を迎えた。み

な、この日を楽しみに練習してきたのだから気合が入る。演奏会は非常に盛り上がった。合唱

団に参加して本当によかったと喜んでいた。 

 ただ、実際のところは、こうした音楽活動と併行して、予想もしない事態が進行していた。

80 人前後の団になるとその運営は簡単ではなく、組織、会計、広報、技術その他いろいろの役
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割からなる幹事会が組織されていた。飲み会で親しくする人が増えた頃、新入りながら私にバ

ス・パートの親睦委員をやってほしいと言われた。欠員だったそうだ。また、那須高原に合宿

に行くことになりその実行委員も頼まれた。さらに、この団にはまだホームページがなかった

ので作ることを提案したところ、それでは君がやってくれということになった。こうして、い

つのまにか幹事会の一員になっていた。 

 幹事の一人になって月例の幹事会に参加するようになると、この団の運営は財政的にも組織

的にも曲がり角に来ていることを知った。団員の減少による収入減、新旧団員間のコミュニケ

ーション問題、世代間格差などよくある話しだったが、それぞれに悩ましい問題でもあった。

しかし、旧来の執行部の方々はそうした問題への対応力に鈍く、幹事会はさして緊急性のない

テーマを延々と議論し、その結果、何の結論も出さないとか、少しでも反対意見があればそれ

以上進まないとか、傍で見ていてイライラすることが多かった。そうなるとつい生来のお節介

な性格から、よせばいいのに「こうしたらどうですか？」「それはどうでしょう？」などと口

をはさむことになる。すると前からいる人は「この団ではそういうやり方はしてこなかった」

と言い、当方は「だからこそ変化させた方が良いのでは？」などと、議論することになる。良

かれと思って行っていても、言われた方は何か批判されているように感じたらしく、次第に気

まずい雰囲気になってきた。 

 定期演奏会が終わったあと、2 年に 1 度の役員改選期がやってきた。新しい団長候補には私

が適任と思っていた人とは別の人が推挙された。そして、その推薦人になってほしいと頼まれ

たが、本心を曲げるのは嫌なので辞退した。･･･それからは、ますますうまくいかない。練習

後の飲み会に出ても、どうもぎくしゃくした感じがする。親切な人が、「新人で入ったら三年

は静かにしているものですよ」と言ってくれた。またある人は、「普通のおじさん、おばさん

になりきらないとダメですよ」とも言われた。どうやら新入りの私は少し出過ぎた言動をとり、

既存メンバーにとって自分たちが長年かけて作り上げてきたことを否定されていくように感

じたらしい。 

 確かに私は趣味の会に入りながら、まるで会社の効率化と同じような発言をしていたのだ。

趣味の会では効率とか合理化よりも、前からいる人たちがきちんとしたい場所を持って活動で

きることが大切で、私はいわば彼らの面子を無くしたのだ。これはやってはいけないヨコ社会

の掟を破ったことであり、その報いは甘んじて受けるしかない。また趣味の会とはいえ、やは

り人間の深層心理に競争心があるのは隠しようがないと見受けられた。いわばリーダーシップ

争いでもある。ヨコ社会でタテの論理がないから個人が自己主張し始めるときりがない。新参
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者に主導権を奪われるようなことは前からいる人たちにとってはとても耐えられなかったの

だろう。 

 引き止めてくれる人もたくさんいたが、私は静かにその団を去った。そして、既存のインナ

ーサークルが触れてほしくない点に口出しをすると趣味の会には居にくいものだとしみじみ

感じた。生活の知恵として、つきあいには一定の距離感を持ち、それほど密着せず、大人の関

係を保つことで、すでに存在する小グループには彼らだけの歴史があるのだから新人は事情が

よくわかるまではあまり積極的に関わらない、などを学んだ。 

（竹沢, 2006, 91-99） 
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ても相手にされない 

・あまり急がず、石の上にも三年の気持ち

でじっくりやる 

新しい社会的スキルの獲得

【図 5-9 音楽活動の中断とサクセスフル・エイジング】 

辞め時期の判断 
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この人は、その後、また新しい活動団体に所属し、現在でも音楽活動を継続している。

しかし、この事例で描かれている時点に限っては、新たな人間関係によって生み出された

葛藤が活動からの離脱を生み出している。実際の音楽活動の現場においても、このような

葛藤が原因となって活動をやめてしまうような現象も多いと推測される。 

人間関係は活動の参加や継続を促進する作用もあるが、逆にそれが負担になり、マイナ

スの効果をもたらすことも多く指摘されている（例えば、Krause, 1995 ; Rook, 1997 ; 

Chogahara, et al., 1999）。Adams ら（1995）は、「すべての人間関係が個人にとって良い

ものとは限らないし、すべての社会関係が高齢者にポジティブな影響を与えているとは限

らない。大切なことは、人間関係の存在ではなく、その構造とダイナミクスである」と指

摘している。この事例は、人間関係が音楽活動の継続にどのようにマイナスの効果を生み

出しているのか、その人間関係のダイナミクスをうまく説明しているものであるといえる。 

また、この事例では、高齢者が地域活動に参加する際の問題点が現れている。新しい人

間関係を築き、それによって活動が楽しく意欲的になっている段階は、これまでの事例と

同様にサクセスフル･エイジングを実現する過程そのものである。しかし、周りの雰囲気に

合わさず自分の信念に基づいて行動をしたこと、それまでの人生経験がマイナスに働いて

しまったことで、一度築いた良好な人間関係のバランスが崩れ、居づらい状態になり、結

果として活動を辞めることになってしまっている。この 2 つの要因は、地域社会に男性が

進出する際の問題点として、これまでの研究でも指摘されている内容である。このほかに

も、職場での肩書きや社会的地位が中高齢者の（特に男性の）地域参加を阻害する要因と

なっていることも指摘されている（例えば、瀬沼, 2006）。 

しかし、この事例では、この活動を辞めて以降もそうしたことを学習したということが

紹介されていることから、この事例に挙げた音楽活動を通して地域社会活動にそれぞれの

文化が存在することを認識し、そこに溶け込むための新しい社会的スキルを獲得したと解

釈することもできる。ここで明らかになっている認識や社会的スキルとは、「仕事で獲得し

た経験や能力が邪魔をする」、「雰囲気を読むことの必要性」、「普通のおじさん、おばさん

になる」ということである。また、文中に「つきあいには一定の距離感を持ち、それほど

密着せず、大人の関係を保つことで、すでに存在する小グループには彼らだけの歴史があ

るのだから新人はよくわかるまではあまり積極的に関わらない、などを学んだ」と述べら

れている。これらの認識やスキルは、地域社会に参加することによってサクセスフル･エイ

ジングを実現するための重要な要素であるといえるだろう。 
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高齢者が地域社会に参加する際、「それまでの肩書きや経験をひけらかさない」ことが

必要になることも度々指摘されることである（例えば、瀬沼, 2006）。しかし、この事例を

通して、それは必ずしも必要ではないことがわかる。この事例では、ホームページを作成

したり、団の役員になったりするなど、それまでの経験を活かした役割を果たすことで新

しい地位を獲得し、それがサクセスフル･エイジングの実現に貢献している過程が見られる。

ここでは挙げられていないが、職場やそれまでの生活領域の中での肩書きに付随する人間

関係が、活動の範囲を広げたり活動を円滑に進めることに貢献することもあるだろう。つ

まり、高齢者のもつ肩書きや経験は、活用する場所を見極めて、適度に活用すれば、それ

は地域社会においても大きな財産となるのである。自分の持っている資源を活用する際に

その内容と活用する量をよく判断し、状況に適するようにコントロールし、地域社会に役

立てることが地域社会に適応することの大きな課題となることをこの事例は物語っている

といえよう。 

一方では、この活動を辞めて以降も新しい活動を始められていることから、この事例は

適当な「辞め時期」を判断できたことがサクセスフル･エイジングにつながった例とも言え

る。活動に参加することと同様、一度参加した活動から離脱することにも相当の勇気と決

断が必要である。高齢者は、活動に参加する理由もさまざまであるが、同様に活動を辞め

る理由も多様にある。この事例のように人間関係によって辞める場合もあれば、体調不良、

転居、入院や施設への入所などによって活動が続けられなくなる。いかなる理由でも辞め

ざるをえなくなったとき、いつ、どのように辞めるのかもその人のその後の人生経験を左

右してしまうこともある。誰かに誘われて参加し始めた活動ならば、誘ってくれた人のこ

とを考えると辞めにくいだろうし、活動集団内の人間関係が良好であるならば辞めること

はかなり勇気がいることだろう。辞めるタイミングを間違えれば、それまで築いてきた良

好な環境が壊れてしまうこともあるし、その後、このような地域活動に参加する意欲が喪

失してしまうこともある。この事例では、自らの意思で参加し始めた団体であったから辞

めたいと思ったときに辞められたこと、そして、辞めた時期が適当だったから地域活動全

般に対する拒否感が生まれず、次々と新しい活動に向かうことができたといえる。つまり、

一つの活動を継続することだけでなく、うまく離脱することによってもサクセスフル･エイ

ジングが実現されることを示している例であるとも言えるだろう。活動理論や継続性理論

によれば、仕事に代わる新しい活動を見つけ、それを継続することが高齢期の適応を促進

させ、サクセスフル･エイジングにつながると説明されるが、活動を自らすすんで辞めるこ
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ととサクセスフル･エイジングという新しい課題を提供している例であるといえる。 

 

 最後に、この人は、趣味の会の中にある複雑な人間関係とその問題点について以下のよ

うに締めくくっている。 

 

 多くのメンバーが集まれば自然にいくつかの仲良しグループができ、それは「懇親を重視し

たい人たち」の場合もあれば、「技術向上に熱心なグループ」のときもある。年配者の多い団

では個人による力量の違いが大きく、人によっては聴力が弱り、記憶力も落ちているから、発

表会で譜面を見ない暗譜で歌うことにはついていけない人もでる。高いレベルの音楽を目指す

人にとりこれは困ることだ。しかし、一方では友達つくりに関心が高い人もいる。こうした団

員ひとりひとりのレベルや問題意識の違いなどから団の目指すべき姿をめぐる、いわば「路線

論争」がつきまとう。どのメンバーも対等だから結論の出し方はむずかしい。この争いが激し

くなると、退団者が出たり団が分裂することもある。 

 

 趣味の会であるがゆえに、個々人がその団体に所属する目的、個人の持つ専門的なスキ

ルやその人の活動歴、人生経験、身体的･精神的機能によって、活動に対する態度が異なっ

てくることは容易に予測されることである。特に高齢者においてはこの多様性が大きいと

考えられ、それが団員間の葛藤を生み出してしまうことをうまく描写している。これまで

の音楽研究は音楽によって得られる「良いもの」に注目して言及されていることが多いが、

音楽老年学では、音楽から生み出される「良くないもの」についても課題として取り組む

必要がある。 

 

 

第3節 事例研究のまとめと音楽ライフスタイル 

１．事例研究のまとめ 

以上のような事例研究を通して得られた音楽ライフスタイルの形成過程を図式化する

と、図 5-10 のようになる。 
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活動の開始・再開

サ
ク
セ
ス
フ
ル･

エ
イ
ジ
ン
グ 

個人的資源

経験

環境的資源

時間

環境

人的資源 

経済的資源

社会的資源

身体的資源

〈出会い〉〈実現〉〈自覚〉 

 

人的資源、評価的資源、 

音楽スキル、地位と役割、 

身体的機能、個人的資源 

経済的資源、環境的資源、人的資源、身体的資源、音楽スキル

継続 

〈活動の日常化〉〈活動のシリアス化〉

〈制約的資源〉

加齢の自覚  

【図 5-10 音楽ライフスタイルの形成過程とサクセスフル・エイジング】

その他のライフスタイル 

音楽ライフスタイル 

あこがれ  
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①活動の開始・再開に必要な動因 

本格的に音楽活動を始める前に楽器や音楽活動に対する夢や希望、あこがれがあるこ

と、もともと音楽が好きであること、あるいは音楽に対して関心を持っていることが音

楽活動の開始にとって重要な動因となっていた。もちろん、これらは強ければ強いほど

活動開始をより一層後押しすることになる。 

楽器や音楽の魅力もあこがれの一種である。楽器の音色の持つ心地良さや美しさが、

活動者の心を動かし、「自分の好きなときに、あの音が出せるようになりたい」と活動

に向かわせていることがいくつかの事例で伺えた。 

さらには、音楽の持つ難しさもあこがれにつながっていると考えられる。楽器を演奏

することはもちろんだが、合唱のような演奏活動には特定のスキルが求められ、それを

習得するにはかなりの時間と労力が必要となる。ゆえに、演奏ができる人は羨望の対象

となるのだろう。また、南（2005）は、単なる楽しみのためではなく、高齢期になっ

て時間的余裕が生まれたことによって、「何か骨の折れるような趣味がやりたい」とい

う思いから音楽活動を始める人もいることを明らかにしている。つまり、演奏ができる

ということだけでなく、そのような相当な努力が求められる活動に参加すること自体も

あこがれの対象となっていると考えられる。常に練習が必要であり、誰もが簡単には出

来ないような難しさは、一見すれば阻害要因となるが、逆にそのことが高齢者にとって

音楽活動の魅力の 1 つとなっていると言えそうである。 

 

②活動開始・再開に必要な資源 

音楽活動・再開に必要な資源には個人的資源、環境的資源、人的資源の 3 点が挙げら

れる。 

 

１）個人的資源 

1 点目の個人的資源には、「経験」が挙げられる。特にこれまでに何らかの形で音楽

に触れたことのある人にとっては、そこで得られた感動経験や楽器の魅力、演奏をする

楽しさやそこから得られた利益が影響力のある資源となっていることが分かった。演奏

や合唱という活動自体からだけでなく、過去に聴いて感動した音楽が印象に残っている

ということもあるだろう。「夢半ばであきらめた」という経験や「したくてもできなか
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った」という経験が音楽の開始を後押ししていることもあるだろう。もちろん、その当

時に培った音楽スキルや音楽活動に対する態度が活動再開をスムーズにさせる強固な

土台となっている。 

 

２）環境的資源 

２点目の資源は、環境的資源である。これは大きく分けて「時間」と「環境」の 2 つ

の資源に分けられる。音楽スキルを習得すること、あるいは音楽を楽しむためにはかな

りの時間が必要となる。退職や子育ての終了という時期にあたる高齢者には時間的余裕

が生まれ、それが「何かやってみようかな」という意識を生み出し、音楽活動に意識を

向けるきっかけとなっている。 

環境については、適切な指導者の存在や活動場所の有無だけではなく、練習できる環

境も含まれる。現在の日本の住宅環境を考えると、思う存分音楽を練習できる環境にあ

るとは言いがたい。そのことが音楽活動から遠のいてしまう原因となっていることもあ

る。この意味で「日本の音楽環境は乏しい」といえる。日々の十分な練習時間を確保す

るために、創意工夫を凝らし、回りの環境と調整しながらいかに練習する場所を確保す

るかは高齢者だけに限らず、他の年齢層においても当てはまる大きな課題であろう。 

高齢者の場合は、適切な指導者の存在や活動団体が「身近にある」ということが特に

重要となることが明らかになった。他の世代と比べて、身体的制約や社会的制約によっ

て行動範囲が狭くなる傾向がある高齢者においては、望ましい音楽活動環境があったと

しても、それが遠くに存在するならそこにアクセスすることが出来ない。 

また、地理的な距離だけではなく、心理的な距離も同様に重要である。友人や家族が

利用している場所、行っている活動というものは親近感があり心理的な距離が近いため、

優先順位の高い選択項目になりやすいと考えられる。特に高齢者の場合、身体的制約や

社会的制約が他の年齢に比べて多いため、活動の選択肢が狭くなってしまう。そのため、

新奇的な活動を避け、取り組みやすい馴染みのある活動に目を向ける傾向があると考え

られる。このことから考えると、知っている人が行っている活動という心理的な距離の

近さの重要性は、他の年齢に比べると大きいと考えられる。 

高齢者の音楽活動を可能にする社会的背景も大きな要因である。川村（2000）は、

成人ピアノ学習人口が増加した背景には、「①時間的、経済的余裕、②豊かさや自己実

現の追求、③学習機会の拡大（公民館、民間の機関などでのピアノ学習機会の拡大）、
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④生涯学習的視点の浸透（自治体などによる広報の浸透）がある」と説明している。現

在では以上の 4 点に加えて、⑤音楽による健康の維持・増進という知識の普及、という

のが含まれると考えられる。もちろん、高齢者人口が増加し、高齢者に対する世間の見

方が大きく変化してきたことが大きな影響を及ぼしていることは言うまでもないこと

である。 

 

３）人的資源 

3 つ目の資源は人的資源である。これは活動の参加を後押ししてくれるような重要な

他者の存在である。谷口ら（2006）によれば、重要な他者とは、「自分にとって大事な

存在であり、その人と関わる事が感情や自己概念に大きな影響を及ぼすような人のこと

である。重要な他者は、自分に何か特別なことをしてくれるわけではなくとも、何気な

い会話を交わすだけで親和欲求が満たされたり、その人がそばにいるというだけで安心

したりするということもある」ような存在の人のことである。重要な他者から得られる

支援はそうではない人から得られる支援よりも影響が大きいことも指摘されている（西

川ら, 2000）。本研究で挙げた事例では知人やプロの演奏家がこの重要な他者に該当し

ていたが、その人達から発せられた言葉が活動の開始の大きな原動力になっていること

が明らかになっている。もちろん、家族や友人が重要な他者となることも多いと考えら

れる。 

直接的なサポートだけではなく、モデルの存在という間接的なサポートももちろん重

要な影響を及ぼす。ここで取り上げた各事例では登場していないが、南（2005）の調

査によれば、自分よりも高齢の人が音楽活動を行っている姿を見てあこがれたことから

音楽活動を始めた人がいることも明らかになっている。音楽活動は子どもや若者が行な

うものという先入観が強い中、このような高齢音楽活動者のモデルは音楽を始めようと

している高齢者にとって特に影響力が大きいと言えよう。 

 

４）経済的資源 

本研究で取り上げた事例から明らかになった資源以外にも、音楽活動を開始する上で

重要と考えられる資源がいくつか考えられる。まずは、経済的資源である。特に楽器を

用いた音楽活動の場合、楽器を手に入れることが必要となってくる。もともと家にあっ

た楽器を活用するという方法もあれば、新しく楽器を購入するという方法もある。最近
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では、一定期間だけ楽器をレンタルできるという制度も登場している。特に後者の２つ

の方法の場合、楽器を手に入れること、付属品をそろえること、楽器のメンテナンスに

必要なお金を支払うことができるだけの経済的余裕が必要となる。レッスン料やレッス

ンに通うために必要なお金を捻出できるだけの経済的余裕ももちろん必要となる。演奏

会の時にはチケットの負担や会場の費用などの追加的な費用が必要となる。それだけで

なく、所属集団での人間関係を深めるための交際費も必要となることもあるだろう。 

  

５) 身体的・精神的資源 

音楽を楽しむことを可能にする身体的・精神的資源も重要な資源である。特に、家庭

の外で活動を行なう場合は、そこに出かけられる程度の身体的・精神的資源を保有して

いることが必要となってくる。しかし、他の余暇活動と同様に、たとえ身体的制約があ

ったとしてもそれぞれの方法、それぞれの程度で音楽は楽しむことができる。いくつか

の事例においても、身体的に制約がある状態で音楽を楽しんでいる姿が記述されている

ことからもそれが分かる。このような許容量の広さが、音楽をはじめとする芸術活動の

最大の長所であるといえよう。 

 

③活動の継続に必要な資源 

活動の継続ために必要な資源には、人的資源、評価的資源、音楽的スキル、地位と役

割、身体的機能、社会的資源の６つがあげられた。これらの資源は、「出会い」、「実現」、

「自覚」という体験をもたらしており、それが活動の継続を促進していることが分かっ

た。 

 

１）人的資源 

人的資源とは、新しい人間関係、モデルの発見、良い講師との出会いが挙げられる。

とくに職業生活上や地域生活上では関わることのないような人々と出会い、交流を深め

ることが高齢者にとって大きな財産となっているようだ。その人間関係から受け取るこ

とができる種々のサポートが活動の継続にとって重要な資源となっていることが分か

った。 

もちろん、サポートを受けるだけではなく、サポートを提供するという経験も影響力

が大きい。集団で活動を行っている高齢者にとってはサポートを提供する機会も多く、
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継続性や活動頻度の高いシリアス･ミュージックを行なっている人は特にそのような機

会は多いと推察されるが、ここで紹介した事例ではサポートを提供していることを直接

的に記述しているものは少ない。この理由として、すべての活動者がサポートの一方的

な受け手ではなく何らかの形でサポートを提供していることが想定されるが、サポート

の提供は提供者側が特に意識をしていなくても行なわれていることがあるので、活動者

がサポートをしていることをあまり意識していないこと、もしくは、自分が行っている

実質的なサポートの内容がサポートに該当するものと認識していないこと、あるいは、

自分がサポートを提供していると明言することには抵抗があるのであえて発言がなさ

れていないことが考えられる。しかし、取り上げた事例において「提供する喜び」は活

動の継続を促進する大きな原動力となっていることがわかる。高齢期は、行動範囲が狭

まることやさまざまな資源が喪失・減少することから、その他の年齢層に比べてサポー

トを与えるよりも受ける機会が全体的に多くなる時期であり、ゆえに、サポートを提供

する喜びがもたらす影響は大きいと推察される。 

活動を通して人生のモデルを発見することも高齢者にとっては活動の継続に大きな

影響を及ぼす。特に自分よりも高齢の人が活動を頑張っている姿、病気を抱えていても

休まずに練習を続けている姿を目の当たりにすることで、活動に対する姿勢と同時に、

自分の生き方そのものを学んでいるということが活動の継続を促進する材料となって

いるようだ。 

良い指導者との出会いも重要である。高齢者にとって良い指導者とは、専門的な知識

や技術を上手に教えるスキルを持っているだけでなく、高齢者の特徴を理解しているこ

と、それに対して「気長に」、「辛抱強く」付き合っていける人のことである。そして、

高齢者に適した課題や目標を提供できる能力を持っている人のことである。「簡単すぎ

る課題は退屈を招くことになるが、難しすぎる課題は挫折感と活動の退屈さを招く」

（Pushkar, et al., 1997)という指摘があるが、特に音楽はその活動の持つ本来の難しさ

と、指導者の高齢者に対する認識不足が指摘されており、そのため、高齢者にとっては

難しすぎる内容であったり、逆に「幼稚すぎる」内容になるなど、指導者の意向と高齢

者の意向のミスマッチが起こりやすいと考えられる。高齢者のことを理解し、適当な課

題を提供できるような講師と出会えることは継続に大きな影響を与えることとなる。も

ちろん、指導者との相性も活動の継続に大きな影響力がある。今後、高齢者の音楽学習

者が増加することを見据え、高齢者にとって望ましい指導者を育成することが課題とな
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っている昨今の音楽教育の状況においては、このような指導者にめぐり会えるかどうか

は活動の継続を大きく左右するといえるだろう。 

 

２）評価的資源 

評価的資源の主たるものは成果を披露するという経験である。音楽活動を継続する上

でこの経験は特に影響が大きい資源となっている。自分の獲得した技術を披露するとい

う経験は、宮田ら（2000）が「舞台に上がり演奏し、歌い、踊り、演技をすることに

よって、自分が表現したものをお客が受け取ってくれ、さらに感動さえしてくれること

に、人間はなんともいえない精神的な高揚感を感じることが出来る」と指摘しているよ

うに、観客から直接的な評価を得ることにつながる。それだけでなく、舞台に立つ、ラ

イトを浴びる、いつもと違うような服装を着るというような非日常的体験（つまり、ハ

レの体験）は、活動者に普段では得られない緊張感と楽しみをもたらし、その非日常的

な感覚が継続の大きな原動力となっていると推察される。 

また、演奏会に向けてはいつもよりも多くの時間と精神力、集中力を練習に費やす必

要がある。それだけではなく、「会場の手配やプログラムの作成など演奏以外の仕事も

多」く、なるが「演奏会を一つの目標に力を合わせ、それを達成した充実感は、アンサ

ンブルならではものでもある」（矢澤, 1998）。このような体験は、当然のごとく活動の

継続を後押ししていると推察される。 

演奏会の場では、グループのメンバーが決められた服装を着ることなる。舞台用の衣

装は普段では着ることのないような色づかいや晴やかなデザインのものが多く、「みん

なと同じ服が着たい」、「あの服が着たい」という目標も生み出しているかもしれない。

仲間と同じ服装は、同じ集団のメンバーシップを獲得するための、また自分の所属する

集団（内集団）と他の集団（外集団）とを明確に区別するための重要なシンボルになる

（神山ら, 2002）。家族や地域社会以外に自分の所属する集団があり、それを確認でき

ることは高齢者の心理的 Well-Being に大きな影響を及ぼしているといえるだろう。 

披露の場は、外部に対する発信や外部からの評価の場であると同時に、自己評価の場

でもある。演奏を披露するという体験を通して、自分があこがれていた姿を実現してい

るということ、自分の身につけているスキルの向上や仲間との調和を実感し、自己評価

する場となっているのである。特にこれまで抱いていた夢やあこがれが実現したという

喜びが大きいことが明らかになった。 
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音楽へのあこがれには生活の豊かさを反映するという意味があることも指摘されて

いる。川村（2001）は、ピアノ学習を通して精神的な面で「豊かな生活」や「自己実

現」を追及している理由として「成人層が潜在的に抱いてきた西洋音楽への憧れは、あ

る種の豊かさへの憧れでもある。西洋音楽の象徴的楽器であるピアノへの憧れをピアノ

学習という形で実現することが、豊かな生活の追及という課題の実現ともなっているの

である」とわが国の成人層に特有な背景について指摘している。本研究で取り上げた事

例においてはこのような背景については直接的に言及されていないが、戦争の混乱期や

経済成長期を経験した高齢者においては、ゆとりができた高齢期にあこがれであった西

洋音楽に触れるということが大きな意味を持つのかもしれない。 

もちろん、演奏や作品を通して得られる評価だけではない。音楽的知識や技術を教え

ているという評価、公的機関や団体組織からの公認という評価、所属集団内で仲間から

得られる評価も影響力は大きい。 

このような評価資源は、「実現」、「自覚」という体験と関係し、音楽活動の継続をも

たらしている。 

 

３）音楽的スキル 

活動の継続に影響を与える音楽的スキルには、音楽の知識や技術に加えて、それらを

獲得する力量や、活動を通してそれらが向上していると自覚することができる能力が含

まれる。ここで用いた事例の中には楽譜が満足に読めない、歌声に自信がないといった

状態で音楽活動を始めているものもある。音楽の知識や技術は難易度の高いものが多く、

習得するのが困難であると認識されている中で、今までに経験やスキルのなかった人達

が、「楽譜が読めるようになった」、「自然と歌が口から出てくるようになった」と変化

したことは個人にとってインパクトが強いものであろう。特に楽器の演奏や合唱のよう

な演奏活動においては、継続することに伴って技術が向上していることを自覚しやすく、

それが自信となって活動の継続に影響を与えている。 

この資源は、新しいスキルや新しい自分に「出会う」体験、スキルを身につけ、それ

が向上しているという「自覚」、そのような自分になれたという「実現」のすべての体

験と関係しているといえる。 
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４）地位と役割 

音楽活動に参加することによって新しい地位と役割を獲得することができる。職業上

や家庭内で失った地位に代わる新しい役割を得ること、日常生活とは異なった地位や役

割を持つことは活動の継続に大きな影響を及ぼしていることが推察される。本研究で取

り上げた事例では、音楽上の地位と指導者としての地位という 2 つが挙げられていたが、

どちらもサクセスフル･エイジングに直接的に影響を与えていた。 

また、音楽活動に特有のパートという地位や役割だけでなく、集団活動においてはそ

の集団内で果たす役割や地位を獲得することももちろん影響力を持っていると考えら

れる。 

ここでは直接的には述べられていないが、地位を獲得するというだけでなく、音楽活

動を行っている間は日常生活における地位や役割から解放されるということもサクセ

スフル･エイジングに大きな影響を持っていると推測される。成人期においては、日常

生活上における役割から解放されることが心理的な Well-Being をもたらすことが指摘

されてきたが（例えば、Mannell ら, 2004）、これは高齢者にも該当すると考えられる。

特に、家族内に介護が必要な人がいる人、あるいはその人の介護を主に担っている人に

とっては、その場所から一時的にでも離れられることが大きな気晴らしとなっているよ

うであり、「だからこの活動が辞められない」と口にしているのがよく聞かれる。 

George（1986）は、相互作用論の視点から社会的役割を理解する場合、「①私達の多

くは占有する地位と遂行する役割を自発的に、意図的に選択している、②多くの役割は

単に一連の型にはまり、かつ厳しく強制された行動への期待を持っているわけではなく、

特に適切な役割遂行は、広範囲の許容しうる行動を含むこともある、③人々は、個人的

な趣味、嗜好に適合しうるインフォーマルな役割を作り出すことができる」という 3 つ

の視点が重要となると指摘している。この指摘に従えば、音楽活動を通して得られる地

位は①のように自発的、意図的に選択できるものであり、③のようにインフォーマルな

役割であり、②のように強制力のあるものではない。これらに加えて、その立場が状況

に応じて変化するという流動性がある、ことが指摘できるだろう。このような流動性は

高齢者の心理的 Well-Being に大きく影響を及ぼすと考えられ、ゆえに、高齢者が行う

活動においては重要なものといえる。 

この地位と役割という資源は、「出会い」と「自覚」という体験に関係している。 
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５）身体的機能 

身体的機能には、身体的・精神的刺激、ボケ防止や健康の自覚などが挙げられる。特

に、障害や病気を抱えた状態で活動を行っている人にとっては、活動をしている間、一

時的にでも身体的な制約状態を忘れているという体験が大きいことが分かった。 

一方で、活動を通して加齢を自覚することも切り離せないことが明らかになった。こ

れは、高齢者の特徴であると言えよう。ここで取り上げた事例でも、「何度も繰り返さ

なければならない」、「何度やっても覚えられない」という現実に直面することによって

自分の老いと向き合い、「悔しい」思いをしている記述が見られている。しかし、どの

事例においても、このような加齢の自覚が「阻害要因」とはなっておらず、むしろ、さ

らにレッスンに傾倒することにつながっていることは非常に興味深い現象である。また、

この資源については、高齢期になって初めて音楽活動を行った人の記述に多く見られ、

継続期間が長くなるにつれて記述が少なくなっていることも興味深い現象である。 

この資源は、「自覚」という体験と関係している。 

 

以上のような各種資源によって構成される「出会い」、「実現」、「自覚」という体験が

音楽ライフスタイルやその他のライフスタイルを形成し、その結果、サクセスフル･エ

イジングの実現に結びついていることが明らかになった。 

 

④活動の制約的資源 

音楽活動を阻害する制約的資源としては、経済的資源、環境的資源、人的資源、音楽

スキルが明らかになった。特に、音楽の開始・再開時においては、音楽に対するトラウ

マと環境的制約は影響力が大きい。また、重要は他者と考えられる家族が、大きな制約

となっていることも明らかになった。 

一方で、離脱事例で示すように、活動の継続中においては人間関係が大きな阻害要因

となる。谷口ら（2006）は、「重要な他者との相互作用は様々な機能があり、日常生活

における他者との円滑な相互作用を支え、精神的健康を支える上でそれぞれ重要な役割

を果たすが、場合によって重要な他者との相互作用がかえって精神的不健康につながる

場合もある」と指摘している。また、Field（1999a ; 1999b）は、社会的相互作用は、

利益(仲間関係、ソーシャル･サポート、ポジティブ･アフェクト)と同様、コスト（エネ

ルギー消費、ネガティブ･アフェクト）が伴うものであることを指摘している。本研究
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で取り上げた事例でも、家族の存在や家族からの目が行動を制約していることが明らか

になっており、身近な人であればあるほど影響力が大きいことが分かった。 

 「シルバーアンサンブルの活性化には、団員のやる気もさることながら、指導者の存

在が欠かせない。確かに年を取ると耳や目が悪くなったり、なかなか覚えられない、あ

るいは頭で理解しても手が動かないなどの衰えが出てくるのは否めない。しかし、それ

は時間がかかるというだけであって、そうした高齢者の特徴を理解して時間をかけて指

導していけば、高齢者だからできないということはない。さらに円熟したハーモニーが

生まれるのも、人生経験の豊富な高齢者ならではだ。こうした高齢者の特性を理解して

粘り強く指導を行える人材がシルバーアンサンブルには不可欠なのである」（矢澤, 

1998）という指摘もあるように、適切な指導者が身近に存在しないことも大きな阻害

要因となるだろう。 

 本研究で用いた事例はほとんどが活動を継続しており、ゆえに、ここであげられた阻

害要因は真の阻害要因であるとはいえないかもしれない。活動からの離脱をもたらす要

因には、ここで挙げられた人間関係のほかに、経済的要因、身体的要因、社会的要因が

関わってくることも予想される。このような要因と常に隣り合わせの状態で、高齢者は

音楽活動を継続していると考えられる。しかし、これらの要因を乗り越えて音楽活動を

継続できることが、また、サクセスフル･エイジングの実現へつながっているとも考え

られる。 

 

２．音楽ライフスタイルとサクセスフル・エイジング 

①音楽ライフスタイルの構造 

高齢者が形成している音楽ライフスタイルは、先に構想したように、活動の継続とい

う具体的な行動と、音楽に対する態度という 2 つの次元から構成されていることが明ら

かになった。 

行動の次元においては、活動を継続し、そこから満足感や充実感を得れば得るほど「さ

らにもっと」と意欲的になり、そのことによって日常的に音楽を聴いたり意識的に練習

時間を作り出すなど、音楽活動が日常生活の一部を構成するほどシリアス化されている

ことが明らかになった。これは、活動に長く関わってきた人だけでなく、高齢期になっ

て初めて音楽活動に関わった人にも見られている。 

ここで取り上げた事例はすべて日常空間で行われており、あくまで「趣味の活動とし



 - 143 -

て」行われているので、カジュアル・ミュージックに分類される活動であるが、活動者

の態度、活動頻度、傾倒具合を見ると決してカジュアルなレベルにとどまっているとは

言えない。このことから考えると、音楽活動はシリアス化しやすい活動であり、誰もが

シリアスな活動に参加できる可能性を持っているということができる。 

一方、態度の次元においては、活動歴の長さによって差が見られる。特に、高齢期に

なって音楽を始めた人には、「しなければならない」という意識があると同時に「自分

のペースでやればよい」、「一流の演奏家になるわけではない」とカジュアルな姿勢で音

楽に臨む態度が見られた。このようなカジュアルな態度は他の年齢層、とくに子どもや

若者には見られない、高齢者独自のものであるといえる。このように、一見すれば矛盾

しているように思われるシリアスな態度とカジュアルな態度が交差・共存していること

が高齢者に特有の音楽ライフスタイルといえよう。 

このような態度の違いはもちろん行動にも反映されている。普段はカジュアルな態度

で気楽に音楽活動に臨んでいるが、時にはシリアスな態度で非日常的な気分を味わいな

がら活動に臨むときもある。このような変化に対して特別に準備をする必要もない。こ

のような音楽の簡便性が生活の中に緊張と緩和、あるいは緩急という対比を生み出し、

そこから得られる充足感と心地よさがサクセスフル･エイジングの実現に貢献している

といえる。 

音楽がもたらす日常性と非日常性のバランスの重要性についてはこれまでにも指摘

されてきた。例えば、ホイジンガ（1989）は、「音楽を楽しむこと自体が遊びの形式的

特徴をほとんどすべて備えている。決められた場所で終始し、繰り返しもできるし、秩

序、リズム、交代があり、聴衆であれ演奏者であれすべての人を等しく『ありきたり』

の生活から喜びの感情の中に連れ出し、悲しい音楽の時でも充足し高揚した気分を保た

せる」と述べている。 

また、小沼（2000）は、次のように指摘している。 

 

もともと音楽とは、日常とのコントラストをつくるものだったはずです。ハレとケ、日常

と祝祭といった二項対立を想定するなら、音楽がどちらの側にあるかを特に言う必要もないで

しょう。淡々として変わることのない日の運行に対して、節目節目に、ひとの手による、ひと

の奏でる、ひとのつくった秩序を内在させた音楽が、もたらされる。外から与えられる時間や

リズムとは別の、自分達のつくりだす時間。 
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そう、だから逆に、現在、多くの人は音楽をつねに手放さないのではないでしょうか。現実

には「ここ」にいるのだけれど、「ここ」からわずかでも「よそ」にいっている、あるいはい

ける、無意識にでも、その状態をつくっておくこと。ながい時間耳にしているあいだのわずか

な瞬間でも、もしかしたらどこか別のところにいくことができるかもしれないそのきっかけと

して保持しておくこと。 

あくまでこれは仮定でしかありませんが、音楽はいまどこにでもあり、いつでも聴くことが

できる―音楽の生活化、音楽の環境化というのは、じつのところ、「いま－ここ」の素肌をさ

らした日常とその生活に〈わたし－わたしたち〉がうんざりしているからこそ、起こっている

のではないでしょうか。ひとつひとつの瞬間に何らかの手応えや充実といったものが得られた

としたら、いつでも「よそ」に行くことのできる、「よそ」への通路としてある音楽は、間断

なくそこにある必要はないのかもしれません（小沼, 2000, 73-74）。 

 

高齢期は行動範囲が狭まることや保有資源が減少することから生活が単調になるこ

とが予想される。そのような生活の中で、簡単に生活に変化をもたらすことができるの

で、音楽活動は高齢者にとって好まれる活動であり、高齢者にとってふさわしい活動で

あるということができよう。 

 

②加齢・健康意識とサクセスフル・エイジング 

本研究で得られたもう 1 つの知見は、加齢意識や健康の意識に関することである。音

楽活動をする中で自身の加齢を自覚することは高齢者にとって切り離せないプロセス

であるが、本研究の結果、この要因は良好な人間関係を築くなどの心理社会的要因によ

って相殺されることが明らかになった。特に、身体的機能に制約をもっている活動者に

とっては、心身を治療・改善するという直接的な音楽の効果よりも、目の前の制約条件

から一時的にでも解放されることが大きいことが明らかになった。むしろ、このマイナ

ス要因がさらなる活動への傾倒を生み出す可能性も示唆された。さらに、活動の継続期

間が長い事例ほど健康に関する記述が少ないということも明らかになった。このことか

ら、音楽活動を行うことができるという状態がすでに健康である、あるいは加齢とうま

く付き合っていることの証拠であり、ゆえに、特に健康や加齢については重要な意味を

持たなくなる。つまり、遠藤（1999）が、「老化防止（遅延）やボケ防止のためにピア

ノを習うのではなく、自分の生きがいとしてピアノを習うことが、実は結果的に老化と



 - 145 -

ボケの防止にも役立つという前向きな姿勢が真の健康（心と体）ということになる」と

述べているように、「健康のために」と意気込んで始めた活動であったとしても、活動

を継続するにつれてその目標が違うものに変わっていき、現時点では「そういえば健康

だ」、「言われてみれば健康だ」というように健康や加齢が受け止められるというメカニ

ズムがあり、それがサクセスフル･エイジングであるといえよう。 

これまでの音楽研究においては、心身の機能が明確に向上・改善した場合を想定し、

それを評価することによって健康の度合いを評価してきた。つまり、音楽活動を行った

から健康な状態になれた、あるいは加齢とうまく付き合っているという方向性の評価で

あった。今後は、健康であるから、あるいは加齢とうまく付き合っているから音楽活動

ができるという方向性も視野に入れて音楽活動を検討していくことが必要となるだろ

う。 
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第6章 適応と音楽：Gerontology in Music のアプローチ 

 

 

第 1節 はじめに 

本章では、高齢期のライフイベントとして代表的で、かつ重要な、加齢による身体的変

化と退職という 2 つの具体的な場面を取り上げ、それらから生まれる生活の変化に適応す

るために音楽がどのように用いられているのか／用いることができるのかについて検討す

ることとする。これは、Gerontology in Music のアプローチでの試みである。 

音楽がライフイベントによる生活の変化への良好な適応を促進することはこれまでの

研究でも明らかにされている（例えば、Keith, 1980 ; Patterson, 1996）。しかしこれらの

研究で述べられているものは、適応した結果の状態について説明しているだけであり、適

応の詳細なメカニズムはまだ明らかにされていない。そこで本研究では老年学の中で用い

られている適応戦略を説明する 2 つの理論を用いて、この適応のメカニズムを考察するこ

とにする。このメカニズムが分かれば、高齢者がライフスタイルの変化に適応するための

新しい介入方法を開拓する一助となり、高齢者の音楽活動を促進することができると考え

る。 

また、音楽療法も高齢者の適応を援助することを目的とした介入方法の１つである。老

年学の理論を用いることによって、従来の音楽療法実践に新しい説明や評価方法の視点を

加えることができ、音楽療法のさらなる発展に貢献できると考える。  

高齢者の適応に関する理論やモデルは数多く存在する。社会老年学において主要な理論

である活動理論、離脱理論、継続性理論はその中でも代表的なものである。高齢者の適応

と音楽の関係性を説明する方法も多様に存在するが、ここでは、補償を伴った選択的最適

化モデル（selective optimization with compensation）と社会的生産関数理論（social 

production function theory）を用いて考察することとする。 

 

第 2節 身体的老化がもたらす生活の変化への適応と音楽 

加齢による身体的な変化は、それまでのライフスタイルを変化させる要因の1つである。

この変化に適応することは高齢期において大きな課題とされている。初期の老年学の研究

は、身体的な変化がなぜ、どのように起こるのかという課題を主に扱ってきた。現在では、

従来の関心事項に加えて、このような変化によって高齢期の生活がどのように影響を受け
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るのか、これらの変化とどのように上手く付き合って生活していくのかという課題にも多

くの関心が寄せられている。 

身体的な老化に対処するメカニズムも明らかにされており、それを説明する理論やモデ

ルも数多く発表されてきた。このような身体的老化によって生じる生活の変化に適応する

戦略について、本研究は補償を伴う選択的最適化モデル（selective optimization with 

compensation：以下 SOC モデル）を用いて検討することとする。SOC モデルについては

小田（2004）が以下のように詳しく紹介している。 

 

1．補償を伴う選択的最適化モデル（SOCモデル）の概要 

Baltes らは、サクセスの意味は、人によって異なると同時に歴史的にも変化してきたし、

これからも社会的、文化的、生物学的規範の変化に伴って変化し続けるだろうと述べ、そ

うした変化に左右されないサクセスの定義を、個人的な目標の達成とし、サクセスフル・

エイジングを喪失の最小化と獲得の最大化と定義している。そして、生涯発達心理学の立

場から、年をとるにつれて減少していく社会的、心理学的、生物学的資源のもとで、人々

が自らの目標に到達するために用いる戦略を「補償を伴う選択的最適化（selective 

optimization with compensation、以下 SOC）」と名付けたモデルで説明し、図 6-1 のよ

うに図式化している。 
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【図 6-1 SOC モデルの概念図】 



 - 148 -

このモデルでは、サクセスフル・エイジングを特定の基準や次元で測定、評価することは

せず、個人が目標を達成している過程における制御と適応を評価基準にしている。したが

って、サクセスフル・エイジングとは、加齢に伴う身体的、心理学的、社会的な機能の低

下や喪失が見られたとしても、それを制御して目標を達成していく successful adaptation

の過程であり、目標への再適応の過程である。Baltes ら（1996）は、こうした過程志向の

アプローチによって、その時代、その社会の文化、性、所得階層、人種、民族などにかか

わらずに個人がサクセスフル・エイジングを達成していく過程を測定、評価できるととも

に、その個人のサクセスフル・エイジングの課題と方法を明らかにすることが可能になる

と述べている。 

 

2．補償を伴う選択的最適化モデルの3つの適応戦略 

このモデルの根幹をなす 3 つの適応戦略については以下のように説明がなされている。 

 

①選択  

選択とは、個人的資源や環境的資源が変化した結果、あるいは変化する予測から生活領

域の制約が増えることによって行われる戦略である。高齢期においては、このような変化

はその多くが喪失によって起こるものである。例えば、配偶者が重篤な病気を患っている

高齢者は、家族生活の領域の中でできなくなることも生まれてくるし、介護、看護のため

に外出が制限されることによって人間関係が狭まったり社会生活に制限が生まれてくるこ

ともある。このように制限された範囲の中で、出来なくなった活動の代わりに家庭内でで

きるようなレジャー活動を行ったり、家族の他のメンバーとの交流をそれまで以上に密に

するようになるかもしれない。つまり、選択とは、特定の生活領域での活動が不可能にな

ったり、生活上の課題や目標に制限が生まれる中で、新しい生活領域や活動領域、生活目

標に関与、移行することである。したがって、高齢期における個人の適応課題とは、「優先

順位の高い領域、課題、目標をうまく選択すること」（Baltes and Cartensen, 1996）であ

り、「主観的な満足感を経験するように個人の期待や目標を調整すること」（Baltes and 

Baltes, 1990）であるといえる。 

選択は、必ずしも能動的、内的、意図的とは限らない。受動的、外的、自動的な場合も

あれば、事前的である場合も事後的である場合もある。また、とりたてて積極的、自立的、

自己責任的でなければならないというわけでもない。そして、この選択は、次の補償や最



 - 149 -

適化の過程においても生じているものでもある（小田, 2004）。 

 

②補償 

 2 つめの戦略である補償とは、選択と同様、可塑性や適応能力の制約から生み出される

ものであり、具体的な行動能力が失われること、あるいはそれらが適切に機能するために

必要な水準を下回るときに行われる戦略である（Baltes and Baltes, 1990）。 

補償の戦略として主に用いられる方法は「強化」と「特定のスキルの代用」である

（Brandstadter, et al., 1994）。機能低下によって多くの活動や高レベルのパフォーマンス

が必要な状況や目標（例えば、山登り、競技スポーツ、危険の多い道路の横断、日常的な

けんか、即時の判断や記憶が求められる状況）が制限されるようになる（Baltes and Baltes, 

1990）。このような制約に直面した時に、2 通りの方法を用いて対処することが予想され

る。1 つ目の方法としては、個人が保有している残存能力を強化することである。たとえ

ば、身体機能が必要な活動が制限されるような場合では、その活動を行う前のウォーミン

グアップや事前トレーニングに多くの時間を費やすなどして残存体力を強化することがこ

れに該当する。 

もう 1 つの方法は、そのほかの利用できるスキルで代用することである（Brandstadter, 

et al., 1994）。これは、高齢期における機能低下を克服して目標を達成するために代替的

手段を用いることであり、選択の結果として必然的に生じる行動である。つまり、喪失が

機能にもたらす影響力を他の資源によって最小化する適応メカニズムといえる（Zattel, et 

al., 2004）。先の身体機能が必要な活動を例にして考えれば、活動を行うときの服装を工夫

したり補助具を用いて活動を行うことがこれに該当する。 

補償の戦略は、自動的であったり計画的であったりするが、心的行動ばかりでなく技術

を用いることも含まれれば、他人に手助けしてもらうことも含まれる（小田, 2004）。例え

ば、個人の記憶の能力が衰えたときに新しい記憶方法（たとえば、テープレコーダーなど

の記録器具）を用いること、聴覚の低下を埋め合わせるために補聴器を用いることは科学

技術を用いた補償の一例である（Baltes and Baltes, 1993）。    

 

③最適化 

 3 つめの戦略である最適化は、残存能力や所有資源を活用することであり、選択された

目標の達成に必要な機能と適応性を促進することである（Baltes and Baletes, 1990 ; 小田, 
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2004）。たとえば、健康増進のために食事に気をつけたり、サプリメントなどを用いたり

するようなことがこれに該当する。 

Baltes と Cartensen（1996）は、多くの高齢者は、機能を最適化するための必要な資

源と残存能力を持っているが、制約的環境や過度に保護的な環境が最適化を妨げていると

指摘している。つまり、最適化は環境条件に大きく左右されるということである。したが

って、社会は、最適化を促進するための環境を提供する中心的な役割を演じることになる。

言い換えれば、社会的環境条件が整備されないと、最適化の過程はうまくいかないことに

なる（小田, 2004）。 

 

3．補償を伴う選択的最適化モデルを用いた適応と音楽の検討 

高齢者が音楽活動に参加する上では、身体的な老化が音楽活動に影響を与えることが当

然考えられる。筆者が関ってきた音楽団体の参加者の中には、「ずっと同じ姿勢で（活動し

て）いるから腰が痛い」、「年とともに指が動かなくなる」、「楽譜が見にくくなってきた」

と訴える高齢者も少なくない。丸林（1999）は、「高齢者は音楽活動の場面においても自

分の健康と音楽活動を関連付けている」と述べ、「活動するにも健康でなければ何もできな

いと思います」という高齢者の発言や「視力が弱くなっているので、楽譜を大きくコピー

している」という加齢とうまく付き合いながら活動を続けている高齢者を紹介している。 

音楽活動をシリアス・レジャーの 1 つとする場合、シリアス・レジャーであるがゆえに、

一定の音楽スキルや知識の保有とその常なる向上が求められるため、活動を継続するには

決められた活動時間以外にも積極的な個人的研鑽が求められる。そのため、身体的な老化

は活動の大きな制限となる。家庭外での活動に参加する際の移動手段がなくなる、交通機

関や活動場所の施設や設備が使いにくくなるというような環境的なバリアによって、活動

しようとする意欲が阻害されることも多くなる。また、体力や身体的機能、感覚機能の低

下だけでなく、「いい歳をして恥ずかしい」とか「この身体ではもう無理」という気持ちが

周囲の人たちにも高齢者本人にも生まれてくる。 

音楽活動をしていく中で身体的な老化に直面したとき、高齢者は選択、最適化、補償と

いう SOC の戦略を用いて適応しようとしていることが指摘されている。Baltes と Baltes

（1993）は、ピアニストの Rubinstein のテレビでのインタビュー内容を例に挙げ、SOC

を用いた適応戦略について説明している。Rubinstein はピアノを演奏することへの加齢の

影響に対し、以下のような方法で対処している。最初に、演奏レパートリーを減らし、少
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数の曲を演奏するようにする（選択）。2 つめに、これらの曲をより頻繁に練習する（補償）。

３つめに、曲全体のスピードを遅くし、それによって速い動きをする部分のスピードの印

象を高めるような対比を作り出す（最適化）。このような方法によって加齢とうまく付き合

いながら演奏活動を続けているのである。 

コーエン（2001）は、音楽の演奏における身体的老化への対応について、「年輩のピア

ニストは指が前ほど早く鍵盤上を動かないことが奏法に影響するにしても、創造的に編曲

し直し、曲のテンポと音の間の休止時間をごく微妙に変えることで、テクニックに違いは

あっても前に劣らず感動的で創造性豊かな演奏を続けられるかもしれない。」と説明してい

る。この記述は直接的に SOC の戦略について説明されたものではないが、ここで示され

たプロセスはまさに SOC の戦略そのものである。 

 しかし、これらのプロセスには、高齢者自身の音楽志向が大きく関与することが指摘

されている。Baltes と Carstensen（1996）は、音楽家が自分の持つ専門的な能力を「ソ

リスト（独奏家）としてのためだけのもの」と考えているなら、そのキャリアを脅かす聴

力の衰えや関節炎のような障害を補償することは困難かもしれないが、「ソリスト以外の演

奏活動にも使えるもの」と考えているなら、音楽の教師や音楽評論家、作曲家になること

によって身体的な衰えに対処できるかもしれないと指摘している。 

このような戦略は個人内だけで行われる戦略ではなく、高齢者が集まる集団では、集団

での活動方針においても見られる。例えば、筆者が関わってきた音楽活動団体でも、活動

を進める上で、戦術の例と同様の戦略を頻繁に目にする。その他にも、演奏曲を短いもの

にする、出演する演奏会を選別する、あまり音譜の詰まったような曲やテンポの速い曲を

避ける、誰もが知っているような曲や人気のある曲を選ぶ（選択）、１回の活動時間を減ら

す、練習日数を減らす、休憩時間を多くする（補償）、活移動場所を交通の便利なところに

変更する、演奏活動以外のイベント（例えば、お食事会やハイキングなどのお出かけ会）

を増やして交流を深める（最適化）というような工夫をし、できるだけ長く、楽しんで活

動をする雰囲気を作り出している。以上のことから考えると、人々は意図せずに、自然と

SOC の戦略をとって変化していく状況に対応しているといえる。 

 

4．音楽の嗜好と適応 

 高齢者の音楽の嗜好（好み）について、SOC の適応戦略を用いると新しい解釈が可能と

なる。高齢者は多様な音楽に囲まれた生活をしているにもかかわらず、高齢者の音楽の好
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みは童謡や唱歌、演歌である、あるいはそのような音楽しか聴かないと広く考えられてい

る。確かに、若者世代と比べると高齢者の好む音楽はさほど多様ではないと言われている。

しかし、なぜそうなのかという理由について、これまでに詳しく触れられているものはな

い。おそらく音楽と記憶が強く結びついており、長く生きてきた中で 1 つの曲に対してた

くさんの思い出が詰まっているからであろう、と推測されているが、その真偽も定かでは

ない。しかし、SOC モデルを用いることによって、このような現象は、高齢者は馴染みの

ある音楽を通して加齢に伴う様々な変化に適応しようとしているという新しい解釈をする

ことが可能となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

老化による聴覚の低下は高齢者の音楽鑑賞活動に非常に大きな影響をもたらす。高い音

が聞きにくくなるという現象も起こり、それまで心地よく感じられていた音楽がそうでは

なくなったり、あるいは聴き取りづらくなることで、その曲から遠ざかってしまうことも

あるだろう。また、ほかのジャンルの曲のスピードやリズムについていけなくなるという

ことも考えられる。このような場面に遭遇したときに、以下のような戦略が用いられてい

ると説明できる。まずは体の中に染みついているような馴染みの音楽を故意に選択する（選

択）。童謡や演歌、懐メロといった高齢者に馴染みのあるとされる音楽は、メロディと歌詞

のバランスが一音一語で構成されている曲が多く、リズムやメロディも極端に異なるもの

が少ないため、たとえそのジャンルの中で新しい曲を聴くことに挑戦していたとしても、

それほど大きな負担になることなく受け入れられると考えられる。このような音楽は予測

のつきやすさと親しみやすさという点で心地よさを与えるから、これらのジャンルの曲を

何度も繰り返し聞く（補償）。長い期間つきあってきたこれらの音楽には、それに付随して

聴力の低下 

リズム感の衰え 

 

聞きなじみのある曲をわざと選ぶ 

分かりやすいジャンルの曲を何度も聞く 

その曲を通して昔を思い出す 

身体的低下と上

手く付き合いな

がら生活する 

【図 6-2 聞きなじみのある音楽を用いた適応戦略】 
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多くの記憶が残されている。そのため、その音楽を通して過去を回想して楽しむことに時

間を費やす。また、歌詞の内容や意味にこだわって聴く人においては、その曲を通してイ

メージを膨らませて楽しい時間を過ごす（最適化）。このような戦略によって、身体的老化

とうまく付き合いながら生活することを可能・補強し、それまでに形成したライフスタイ

ルを維持しようとしていると解釈することができる。 

 

5．音楽療法実践と補償を伴う選択的最適化モデル 

ところで、音楽療法の文脈では、高齢者にとって馴染みのある音楽を用いるとその効果

が大きくなることが明らかにされている。音楽療法の実践例の中では、「高齢者の馴染みの

ある音楽を用いて」とタイトルが付けられたものも多く見られている。そこで用いられて

いる曲のジャンルや曲目は童謡、唱歌、昔の歌謡曲（懐メロ）などの曲目が列挙され、そ

れらを用いた実践では馴染みのない音楽が用いられたときよりも身体活動が促進されやす

く、クライエントの表情も明るく、リハビリに対して積極的な姿勢が見られると報告され

ている。そのため、このような曲を利用した実践が多く試みられているようである。 

このような実践が効果を持つことも、以上のような SOC の戦略の説明を用いれば新し

い説明を加えることが可能になる。つまり、高齢者には選択、補償、最適化という適応戦

略で生活の変化に適応させようとする残存能力があるが、障害や病気によってその能力を

発揮することに対する制約が多くなっているためそれらをうまく活用できない状態にある。

音楽療法士がその人の好む音楽を用いて、個人に直接的に音楽的刺激を施すことによって

それらの能力がうまく引き出され、活用され、そのことが身体的機能や精神的機能の維持・

向上という実践の効果となって現れていると説明することが可能となる。また、個人に対

して直接的に働きかけるだけでなく、音楽という手段を用いて高齢者の置かれる制約的環

境を緩和・改善し、そのことによって高齢者の潜在能力を引き出す介入方法ということが

できる。このことから考えれば、音楽療法士が行った環境整備が適切であったことが実践

の効果として現れたという新しい評価も可能となる。 

 

第3節 退職による生活の変化への適応と音楽 

一般的なレジャー活動と同様に、音楽も退職によって生じる生活の変化に適応すること

に貢献しているが、具体的にそこでどのような役割を果たしているのかも明らかではない。

そこで本研究では、社会生産関数理論を用いて、その適応過程と音楽について考察するこ



 - 154 -

ととする。この理論は、社会的要因と個人的要因を組み合わせることで個人の適応過程を

説明しようとしている理論であり、退職という社会的に生み出されたライフイベントと適

応を考察する上で有用であると考える。 

 

１．社会生産関数理論（SPF理論）の概要 

①社会的生産関数理論の概念 

社会生産関数理論（Social Production Function Theory）は、合理的選択理論に基づく

社会経済学的理論である(Van Der Gaag, et al., 2005)。この理論は、1984 年に最初に提唱

され、以後、主に社会資本（Social Capital）の研究（Van Der Gaag,Martin, et al.,2003 ; 

Van Der Gaag, Snjiders, 2003 ; Van Der Gaag, et al., 2004）や発達心理学研究の文脈

(Nolan, 2001)で用いられ、発展してきた。1990 年代に入り、この理論が洗練されてきた

と同時に、個人の加齢の過程やそれに伴う諸問題、主観的幸福感をこの理論を用いて説明

する試みも進められてきた（例えば、Ormel, Sanderman, et al., 1988 ; Ormel, Stewart, et 

al. 1989 ; Steverink, 2001 ; Steverink et al., 2001）。 

社会的生産関数理論によれば、サクセスフル・エイジングは、①生産活動と投資活動を

作り出す多機能的活動や個人の資質を選択する能力、②長期間にわたる費用－効率（コス

ト－ベネフィット）という観点で代用する能力、③さまざまな一次的目標のための（３次

的、４次的を含む）資源量の多さという 3 つの要因にに左右される（Ormel, 2002）。

Steverink ら（1998）は、資源量の多さは高齢期における手段的目標や資源を維持するメ

カニズムにとって重要であると考えている。個人の資源が多くなればなるほど最適化行動

は容易になり、加齢による喪失をより多く緩和、埋め合わすことが可能になる。この理論

の開発や洗練化について主に取り組んできた Steverink ら（1998）や Ormel（2002）は、

「社会的生産関数理論の基本的な前提は、年齢を重ねるにつれて個人がどのように行動す

るか、またこの行動が（アン）サクセスフルな結果をもたらすとき、個人が資源の変化や

制限にどのように適応しているかを示すサクセスフル・エイジングのモデルを発展させる

ことを可能にする」と考え、社会的生産関数理論をサクセスフル・エイジングの説明に用

いる有用性を示唆している。この理論をエイジングや主観的幸福感の説明に適用する試み

も登場してきたが（Steverink, Lindenberg, and Ormel, 1998 ; Steverink and Lindenberg, 

2005 ; 2006;  Nieboer, 1997a ; 1997b ; 2003）、新しい試みであり、まだ数も少数である

ため、現在でも主要な老年学関係のハンドブックや理論書にも取り上げられていない。唯



 - 155 -

一掲載されていたのは『The Cambridge Handbook of Age and Ageing』（2005）であった。

そして、日本では、社会的生産関数理論を用いたサクセスフル・エイジングの研究は未だ

行われていない。 

 

②社会的生産関数理論の基本構造 

この理論の骨子は、人は、保持している資源の量や置かれている制約の範囲内でその資

源を合理的に選択することによって、Well-Being を達成するというものである。この理論

の特徴は、人間の目標と行動を説明するために、心理学的知見と経済学的知見を組み合わ

せていることである。これまでの心理学的研究の結果から、目標の達成や欲求の充足が

Well-Being と関連があること、目標には階層的な構造があることが明らかにされているが、

各目標や欲求がそれぞれ独立したものとして扱われており、心理学的理論や方法ではそれ

らがどのように関連し、選択されているのかについては説明が出来ないと指摘されている

（Ormel, et al., 1999）。人々は、Well-Being な状態を作り出す際に、費用（cost）と便益

（benefit）の関係から利用可能な資源を合理的に選択している。このような選択行動を説

明するには交換という概念によって人間の行動を簡潔に説明してきた経済学の知見を用い

ることが有効であると考えられている（Ormel, et al., 1997）。 

社会的生産関数理論の基本的な構造は図 6-3 に示すとおりである。 
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社会的生産関数理論の特徴は、普遍的目標と手段的目標およびそれぞれに必要な活動や

資質、資源を階層的な構造でとらえるところにある。そして、その階層の最上位に置かれ

るもの、すなわち個人の最終目標を主観的幸福感の達成と想定する。その最終目標は、身

体的 Well-Being（Physical Well-Being）と社会的 Well-Being (Social Well-Being)という

2 つの目標で構成される。身体的 Well-Being は「刺激（Stimulation）」、「快適さ（Comfort）」

という 2 つの手段的な目標によって、また社会的 Well-Being は「地位（Status）」、「行動

の承認（Behavioral Confirmation）」、「愛情（Affection）」という 3 つの手段的目標が達

成されることによって実現される。これらの５つの手段的目標は、手段的活動と考えられ

る具体的な行為によって達成される。また、それらにはさまざまな種類の資源や生産要因

が想定されている（Van Der Gaag, et al., 2003）。 

5 つの手段的目標の下の層には、2 次的な生産手段が置かれる。この生産手段は、手段

的な活動と個人の資質に分類される。手段的な活動とは、目標を達成するために行われる

活動のことであり、資質とはそれまでに行われた活動によって得られた資源である。 

 SSuucccceessssffuull  AAggiinngg（（SSuubbjjeeccttiivvee  WWeellll--BBeeiinngg））  

Physical Well-Being Social Well-Being 

Affection 
Behavioral 

Confirmation 
Status 

Activities producing 

arousal 

Activities that 

make you feel 

loved 

Activities in which the 

compliance to 

external/internal norms 

is possible 

Activities  

that make you 

stand out 

e.g. spouse, 

empathy 

e.g. SES, rare 

skills, education, 

e.g. physical  

and mental capacity

Stimulation Comfort 

Activities satisfying 

physiological needs 

e.g. health, housing e.g. social  skills 

【図 6-3 社会的生産関数理論の構造】（Nieboer,1997,35 を一部修正） 
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最下層には、個人の持つ固有資源が置かれる。資源は、目標達成ために活動したり、個

人の資質を獲得したりするときに動員されるものである。この資源は、実際に動員されて

いる顕在的資源と、その時点では動員してはいないが必要なときには動員できる潜在的な

資源に分けられる。いわば、潜在的資源は、「貯蓄（savings）や信用手形（credit）のよ

うなものである」（Ormel, et al., 1997)。階層の下層に行けば行くほど、そこに置かれるも

のの内容が具体的で独自性を帯びたものとなり、個人の日常活動の特徴を示すようなもの

になってくる。 

この理論の階層的構造は、マズローの欲求階層構造と類似しているが、Steverink ら

（1998）は、マズローによれば、「刺激」は安全の欲求や自己実現の欲求に必要な要素と

みなされるのに対して、社会的生産関数理論では、安全の欲求は自己実現のための手段的

目標であり、むしろ身体的 Well-Being を獲得するために、刺激を減らすことだけでなく

増やそうとする戦略も見られるので、「刺激」の方が手段的目標とするのにふさわしいと、

その違いを強調している。 

 

③社会的生産関数理論における各種目標と最適化行動 

社会的生産関数理論において最終的な目標として位置づけられている主観的幸福感は、

２つの普遍的目標(universal goals)と５つの手段的目標（instrumental goals）によって達

成される。普遍的目標とは、すべての人にとって望ましい状態を指し、手段的目標とは普

遍的目標を達成するために個人が行なう選択行動のことを指している。 

普遍的目標と手段的目標というレベルの違う 2 つの目標を設定する構造は、Becker

（1993）による家計／消費理論に基づいている。Van Bruggen（2001）によれば、この

理論の元となっている家計／消費理論において目標が２つの次元に区別されていることに

ついて、「普遍的な目標は１つの効用関数の範囲で表すことができ、個人間に差は無いが、

個人が Well-Being を達成する手段には体系的に違いがあり、それは個人の置かれている

状況において保持している資源や制限に違いがあることを反映している」。つまり、「すべ

ての人類にとって身体的Well-Beingと社会的Well-Beingに関する効用関数はたった一つ

しかないが、それを生産するための生産関数は人の数だけある」という前提の下にこの理

論では 2 つの次元の目標を設定しているのである。以下では、この 2 つの次元の目標につ

いて詳しく検討する。 
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１）普遍的目標と手段的目標 

 社会的生産関数理論では、主観的幸福感は身体的 Well-Being と社会的 Well-Being と

いう 2 つの普遍的目標を達成することによって実現される。そして、この２つの普遍的目

標は、それぞれいくつかの手段的目標を実現することによって達成される。 

身体的 Well-Being は、「刺激（stimulation）」と「快適さ(comfort)」という 2 つの手段

的目標によって達成される。「刺激」とは、精神的な刺激や感覚的な刺激、肉体的努力、（競

技性のある）スポーツのような覚醒状態（arousal）を作り出す活動のことを指す。ここに

は、退屈さを感じないこと、珍しいものや面白いイベント、変化に適度に触れることも含

まれる。「快適さ」とは身体的快適さを指し、基本的な生理的欲求が充足されている状態を

いう。これはさらに「内的な快適さ」と「外的な快適さ」の 2 つの次元に分類される。「内

的な快適さ」とは、のどの渇きや空腹感、苦痛、疲労、その他の身体的な不快感が無いと

いう身体的な快適さのことであり、「外的な快適さ」とは安全で快適な居住環境を指してい

る。 

Ormel ら（1997）は「内的快適さや外的快適さ、刺激はそれぞれ身体的 Well-Being と

関連があるが、『刺激』や『快適さ』の増加と身体的 Well-Being の関係は正比例ではない」

と説明している。つまり、適度な刺激や快適さはお互いに身体的 Well-Being とポジティ

ブな関連があるが、適切なレベルを超えて長期的に高刺激状態が続くこと、あるいは快適

すぎる状態は好ましくない状態を生み出してしまうということである。したがって、「刺激

と幸福感の関係は逆 U 字のグラフになる」(Ormel, et al. 1997)。 

経済学的知見に基づけば、この 2 つの手段的目標の関係は、「投入量の増大とともに限

界生産物は次第に減少する」と考える「限界生産物逓減の法則」（荒井ら, 2005）に当ては

めて説明することができる。この考え方を用いると、もともと身体的 Well-Being が高い

人は、さらに刺激や快適さを得ることに対してあまり価値を見出さないことになる。しか

し、このような状態においても、快適さを相対的に増加させることによって刺激を減らす

ことと、単純に刺激を増加させることの両方の手段によって、さらなる身体的 Well-Being

を獲得することができる（Van Bruggen, 2001）。 

 社会的 Well-Being は、「地位（Status）」、「行動の承認（Behavioral Confirmation）」、

「愛情（Affection）」という 3 つの手段的目標によって達成される。言い換えれば、この

理論で説明する社会的 Well-Being とは、「個人がどのような存在であり（愛情）、何を行

い（行動の承認）、何を持っているか（地位）、ということに対する社会的な価値」（Steverink, 
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et al., 1998）である。 

「地位」とは他者との間の相対的な位置づけのことである。つまり、客観的、あるいは主

観的な観点から、他の多くの人々よりも自分自身が｢勝っている｣、｢良い状態である｣と感

じることであり、教育や収入といった社会的に価値付けられた資源を操作することによっ

てこの目標を達成することができる。 

「行動の承認」とは、たとえ直接的な効果が見られなくても、客観的あるいは主観的に見

て「正しいことをしている」と評価されることを指し、主に社会からの期待や社会規範に

左右される。 

「愛情」とは、親愛の情や情緒的サポートのことを指している。これは親友や家族、友人

といった個人の親密な人間関係によってもたらされるものである。さらに、他者から受け

る愛だけではなく自分が好きであるという気持ちも含んでいる。そして、これらの 3 つの

手段的目標も、すべて、「社会的幸福感の生産関数の限界的価値観を低下させ」（Ormel, et 

al., 1997）、身体的 Well-Being と同様に限界生産物逓減の法則によって説明することがで

きる。 

社会的生産関数理論は、各目標間や目標を達成するための手段の関係性を以下のような

簡単な数式によって説明する（Ormel, et al., 1997）。効用（Utility: U）すなわち主観的幸

福感は、身体的 Well-Being（Physical Well-Being: PW）と社会的 Well-Being（Social 

Well-Being: SW）を通して獲得される。したがって、効用関数の一般形は次のようになる。 

U＝f(PW，SW) 

効用をもたらす社会的 Well-Being（SW）は 3 つの手段、すなわち、地位（S）、行動の

容認（BC）、愛情（A）によって生産される。したがって、社会的 Well-Being の生産関数

の一般形は次のようになる。 

SW=f(S，BC，A) 

同様に、各手段的目標も他の要因によって生産される。例えば、行動の承認は、集団の

一員であること（I）と規範を遵守すること（C）によって生産される。したがって、この

生産関数の一般形は次のようになる。 

BC=f(I，C) 

これらの関数が入れ子構造になり、最終的には 1 つの関数で示されることになる。 
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２）最適化行動 

社会的生産関数理論は、手段的目標の代用の可能性を明確にすることによって個人の最

適化行動を説明する。Ormel ら（1999）は、「代用の可能性は社会的生産関数理論の重要

な特徴である」とし、これはこの理論の社会学的な性質を表す側面であると説明している。

ここで説明される代用とは、例えば、社会的 Well-Being の手段としての「地位」を簡単

に獲得できないときは、その代わりに「行動の承認」や「愛情」という他の手段を多く追

究することによって、社会的 Well-Being を実現することである。 

手段的目標の代用は、その相対的なコストによって左右される。例えば、「地位」を獲

得する機会やそれに必要な資源が少ない場合、「地位」の生産を追究することよりも簡単で

あるなら、「行動の承認」や「愛情」の生産を追究する。つまり、正しい行いへの関心を増

加させたり、人間関係を増加・強化させることによって、「地位」の喪失分を埋め合わせよ

うとする。この考えを用いれば、一般的に行動の制限が大きいと考えられる障害者や高齢

者の主観的幸福感についても社会的生産関数理論で説明が可能となる。つまり、障害者や

高齢者は、健常者に比べて単に各種目標の達成に必要な資源が制約されているだけである

と考えられ、その制約条件の中で、各種資源を代用しあいながら普遍的目標や最終的な主

観的幸福感を獲得していると考えることができるのである。 

しかし、手段的目標のレベルにおける代用は無制限ではない。Ormel ら（1997, 1055）

は、代用の可能性に限界があることについて、「社会的生産関数理論では、身体的

Well-Being と社会的 Well-Being という普遍的な目標は、3 つの手段的目標の情報関数の

範囲内（コブダグラスの生産関数 A＝XaYbZc 、Σa,b,c＝１）でそれぞれ操作できる」と

説明している。例えば、「刺激を充足するための手段として、テニスの試合をすることを買

い物にいくことに代用することはできるが、これは身体的 Well-Being の最低限のレベル

を求めて代用しているのであり、この代用によって快適さの理想的なレベルまで埋め合わ

せることは出来ない」（Van Bruggen, 2001）のである。 

以上のような構造を考えれば、社会的生産関数理論は、代用という最適化行動によって

個人の適応行動を説明する理論であるということができる。サクセスフル・エイジングの

研究においては、離脱理論や活動理論、継続性理論というようなさまざまな適応理論が提

唱されてきたが、それらの理論は健常高齢者を念頭に置いている。社会的生産関数理論を

用いることによって、病気や障害の有無を問わずあらゆる高齢者が高齢期にいかに適応し

ているのかを説明することが可能となる。 
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２．社会的生産関数を用いた適応行動と音楽活動 

退職によって、人々の生活は大小さまざまに変化する。それまでの職業的役割や職業上

の人間関係を失うことになるし、安定した収入源を失うために経済的基盤が縮小、不安定

になる。それだけでなく、日常生活における時間の使い方、家庭内や地域内における居場

所、普段の生活や行動のパターン、家族の関係性にも変化が生じる。このような変化の程

度は個人によって異なる。ある人にとっては生活が大きく変化するほど重要な変化となる

かもしれないが、ほかの人にとっては、周辺的な変化にとどまるかもしれない。それは、

人によって保有している資源が異なっているためである。 

Atchely（1976）は、「レジャー活動は退職者に社会的役割の継続性をもたらすのと同時

に、いくつかのコンピテンスによるアイデンティティの維持・発達のための社会的空間を

生み出し、達成感や認識力が獲得できる」と説明している。Kelly ら（1989）は、「レジャ

ー活動にはスキルや能力、ソーシャル･ネットワークへのアクセスや参加、コミュニティに

おける機会のような多くの個人的・社会的資源が見られる」と説明している。このことか

ら考えると、レジャー活動は生活の変化に適応するための資源を複数作り出す効果的な手

段的活動であるといえる。人は、レジャー活動に参加することで得られる資源を用いて、

退職によって失われた資源を埋め合わせたり、これらの各種資源を組み合わせたりしなが

ら生活の変化に適応しているといえる。 

音楽活動もレジャー活動の一種であることから、生活の変化に適応するための資源を生

み出している手段的活動と考えられる。そのため、退職というライフイベントを経験した

ときに音楽活動を選択する人は、音楽活動によって Well-Being を生産、維持することを

選択したということができる。たとえば、これまでに積極的に音楽とかかわってきた人の

中には、退職を契機に楽器の演奏や歌唱活動に新たに参加することによって退職後の生活

のよりどころを求める人もいる。退職前から演奏活動を行っている人の中には、その強度

や頻度を変えることによって新しいライフスタイルを作り上げている人もいる。その他に

も、自分の好きな作曲家やアーティストの CD や DVD を購入、視聴すること、自身にと

って懐かしい音楽に触れようとすること、歌謡番組の視聴時間を増やすこと、家族や友人

と音楽について語り合うこと、生の音楽を聴きに行くこと、カラオケに行くこと、一つの

音楽をじっくり味わって聴くことのような音楽活動が展開される可能性がある。このよう

な活動はすべて、退職によって生じた生活の変化に適応することための資源を生み出し、

結果としてさまざまな Well-Being を生産、維持しているのである。 
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 一方で、あまり音楽とかかわってこなかった人の中には、音楽を適応の手段には用いず、

スポーツや美術、園芸のような他の活動を強化することによって退職による生活の変化に

適応しようとするかもしれない。これは音楽を選択しなかったという積極的な選択行動と

して解釈することが可能である。つまり、自身のこれまでの経験から、自分のライフスタ

イルには音楽があまり重要な役割を果たさない、あるいは有益ではないことを認識してい

るため、あえて音楽をWell-Beingの生産手段として選択しなかった結果であるといえる。 

 

 以下では、選択された音楽活動がどのようにWell-Beingを生産しているのかについて、

社会的生産関数理論の構造にしたがって検討する。 

 

①社会的Well-Beingの生産 

社会的生産関数理論によれば、退職を迎えた高齢者は、社会の場に出る機会が制約され

た状態にあると考えられ、ゆえに社会的地位を得ることが難しいことになる。しかし、こ

の制約条件の中において、音楽活動に参加することによって次のような方法で社会的

Well-Being が生産されている。 

退職というライフイベントは、個人に「労働者としての地位」の喪失をもたらす。この

ような「地位」の喪失に直面した人が音楽活動を通して社会的 Well-Being のレベルを維

持しているメカニズムには、以下のことがあると考えられる。 

まずは、これまでの「地位」に代わる新しい「地位」を獲得していることである。これ

は、特に集団で行う音楽活動を想定すれば分かりやすい。所属する音楽集団の一員という

地位を獲得することができるだけでなく、その団体の中での特定の役割（例えば、団体の

役員や会計係など）を果たすことによって集団内の新しい地位を獲得することになる。 

辻（1990）は、オーケストラの管理・運営に際し、おおよそ次のような役割があると述べて

いる。 

 

・庶務関係 会場設営（椅子、譜面代、ピアノ、指揮台、ヒナ壇、照明、冷暖房、会場管

理者との諸連絡、警察・消防との諸連絡、個室・鍵の管理、等々）、団員名

簿管理、連絡・通信網管理、練習日程管理、練習会場の手当、後援団体との

打ち合わせ、ポスター・プログラム・招待券等の編集・印刷・配布、楽器運

搬、弁当・茶の手配、急病者の手当、本番での事務処理、等  々
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・ 楽譜 必要な楽譜の入手・管理、各パートへの配布・回収、コピー・製本・ 

 修理、著作権のチェック 等  々

・ 会計 会費徴収、諸支払い、会計報告、等  々

・ 役員会 選曲、演奏会の実施、演奏旅行・合宿・オーディションの実施、 

技術向上面での対応策、客演者・エキストラ対応、分奏計画、各パートの

主席との打ち合わせ、講演会との関係維持、その他、壇運営の基本方針に

関すること、等々（指揮者は、役員として人事を含めた運営全般に参画す

る場合もあれば、演奏面だけを担当するエキスパートとして参加するなど、

そのあり方は様々なものがある）。 

 

ここで挙げられた役割は集団の管理・運営に関係する地位・役割である。趣味活動の集

団のようなインフォーマルな集団の地位・役割関係には、次のような特徴がある。例えば、

指導者と学習者の地位・役割関係についていえば、それまでの所属歴によって、あるいは

その人の生涯における音楽歴によってアドバイスする側（指導者）とされる側（学習者）

という地位･役割関係が生まれる。音楽的知識を多く持っている人は、必然的にアドバイス

する側の地位につく可能性も機会も多くなる。しかし、この関係は流動的なものであり、

時と場合によりその立場が入れ替わることもある。新しいメンバーが加入すれば、誰もが

アドバイスをする側の地位・役割を得ることができるし、演奏する曲目によってその立場

が逆転することもある。このような地位･役割を獲得することによって、新しい地位･役割

を得ることになり、社会的 Well-Being が生産・維持されると考えられる。 

 社会的 Well-Being を生産する 2 つ目の方法としては、音楽活動に参加することによっ

てその他の手段的目標である「行動の承認」や「愛情」により力を注ぎ込むことである。

音楽活動はあこがれの対象であり、高い価値が置かれていることが多いことから、音楽活

動をすること自体が｢行動の承認｣を獲得する手段となりやすい。また、団体に所属し、演

奏を通したボランティア活動や地域活動に参加することにより周囲の人から「行動の承認」

を得ることができる。 

所属集団内においても行動の承認を得ることができる。例えば、それまでに培ってきた

個人の得意分野やネットワークを活かして集団全体の活動を円滑に進めることができたり、

活動の範囲を広げたりすることができれば、集団内のメンバーから大きな承認を得ること

になる。 
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行動の承認を得る以外にも、音楽集団内での人間関係を新しく築いたり、既存の人間関

係をさらに深めることによって「愛情」を得ることができる。このように、失った地位を

新たに獲得した地位によって埋め合わせることにより、社会的 Well-Being のレベルが維

持される。集団の運営に関わる地位･役割は数が限られており、それまでの人生経験や活動

経験によってそれに携われる人が限られてくる。そのため、多くの活動者は行動の承認や

愛情によって社会的 Well-Being を生産・維持していると考えられる。 

  

②身体的Well-Beingの生産 

身体的 Well-Being の側面も、退職に伴って変化が生じる。労働から得られる身体的な

「刺激」や精神的な｢刺激｣が失われることはもちろん、労働による収入が減ることによっ

て満足できるほどの生活物資を手に入れることもできなくなるかもしれないし、将来的な

不安をもたらすというように｢快適さ｣が失われることもある。しかし、音楽にふれること

によって、労働で得られるものとは異なった刺激を得ることが可能になる。これまでの音

楽に関する医学的な研究や生理学的な研究が明らかにしてきたように、音楽は人間の身体

的機能、精神的機能、感覚的機能に直接的に大きな刺激をもたらす。特に音楽に触れるこ

とによって得られるリラックス効果は身体的な刺激とともに精神的な快適さをもたらして

いることにもなる。 

 個人によって、あるいは退職直後の「ハネムーン期」（Atchley, 1978）においては、労

働から解放されたことによる刺激や今後の自由な生活に対する期待といった｢快適さ｣に満

ち溢れているかもしれない。特に長年音楽活動にあこがれを持っていた人が音楽活動を始

めることは、精神的に満たされるため、音楽に触れることによってさらにその快適さが増

すことも予想される。このような快適さに満ち溢れている状態は、｢刺激｣の減少を埋め合

わすことになるだろう。 

 音楽がシリアス･レジャーであるということを考えれば、音楽活動を行うことで身体的疲

労感や精神的な疲労感を感じることもある。つまり、内的な快適さが低下するため、結果

として身体的 Well-Being が低下することになる。しかし、社会的生産関数理論を用いて

考えれば、このような快適さの低下は、音楽から得られる刺激を増加させることと、活動

方法を工夫することによって疲労感を減らすという 2 つの方法によって埋め合わされ、結

果的に身体的 Well-Being が維持されることになる。また、社会的生産関数理論の一般式

に従えば、このような疲労感は、社会的 Well-Being によっても埋め合わされる。つまり、
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身体的に疲労感を感じていても、「良い行いをしている」という評価を得ることや良好な人

間関係を築くことによって社会的 Well-Being が生産され、そのことが失った身体的

Well-Being を埋め合わせていることになる。音楽活動を長く継続している人、とくにシリ

アス・ミュージックを行っている人が継続できる秘訣として、音楽的な刺激があることと、

良好な人間関係があること、誰かに評価されることをあげていることは、この２つの

Well-Being の補償関係を裏付けているといえる。 

  

③下位の生産資源 

 音楽活動を行うためには、それを満たすための条件が必要となる。例えば、参加可能な

音楽集団があるかどうか、余暇時間や全体的な生活時間をどのように過ごしているのか、

これまでに音楽とどのようにかかわってきたのか、新しく音楽活動にかかわろうとする意

欲やそれを可能にする健康状態があるかどうか、財政的な基盤があるのかどうか、音楽の

専門的なスキルや社会的スキルを持っているのかどうかというものが挙げられる。社会的

生産関数理論では、このような条件は、手段的目標を達成するために必要な｢資源｣となる。 

このような活動や資源にも制約がある。遠藤（1990）はその著書の中で、大人に対して

ピアノを教えているピアノ講師の話しをいくつか紹介している。その中の一人が、大人の

学習者の特徴を以下のように挙げている。 

 

１．体・姿勢・手・指 

  ・レッスン前の心理的緊張が強く、リラックスしにくい。 

  ・ピアノの椅子に腰掛けただけで、肩から指先までこわばってしまう。 

・ 背中が後ろに落ち込みやすい。 

・ 背中や肩に力が入り、体の重心移動がしにくい。 

・ 子どもと違って手が大きいため型は作りやすいが、指が硬くなっているため第一、第

二関節をあげて独立した音を出すのに苦労する。 

・ 親指で弾く時は、子どもより指に力が入るため手首や肘が硬くなり、音がきたなくな

りやすい。 

・ 力を抜くことを覚えるのに時間がかかる。 

・ 未経験で習われた方のほうが指にくせがなく、思っていたよりも指が動く（これは練

習量にもよる）。 
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２．読譜力 

   （大人になってから習い始めた方） 

・ 楽譜は今からでは読めるようにならないと身構え、心理的に閉鎖的になってしまう。

（レッスンを続ければ、必ず読譜力がつく）。 

・ 理論的には理解しても、思う通りに指を動かすことは子どもに比べて時間が二倍近く

かかる。 

・ 子どもと共通して、鍵盤上の位置を理解しにくい。 

   （以前習ったことのある方） 

・ 個人差はあるが、一般に初見がきく。 

・ 音譜は読めても記号・用語の理解が曖昧なため読譜力があるとはいえない。 

・ （指導）やさしい曲からやり直す。悪い癖がついていることが多く、最初の 1，2 年

は共に苦労する。 

３．リズム感 

・リズム感は運動神経と密接な関係があり、体を動かすことが好きでスポーツが得意な人

は大人でも子どもでもリズム感がよい。 

・ 複雑なリズムやシンコペーションなどは、大人よりも子どもの方がすぐ自然にセンス

良く表現できるが、大人は考えてしまう。 

・ リズム感は指導によって多少良くなるが、本質的には努力しても変わらない。 

４．和声感 

・レッスンを始めるまで、音楽を聴いた経験とその時間によってかなり違う。これは子ど

もの場合と同じ。 

・ 一つの旋律を聴いて演奏するのが精一杯で、長い時間をかけないと右・左のフレーズ

を同時に聴き取ることが難しい。 

・ 現代曲より古典曲の和声感を好む。 

５．レッスンによる生活の変化など 

    ・子どもよりはるかに人生経験が豊かなため、一曲一曲を深く味わえ、また、感動も味わ

える。 

・ 演奏できる喜びと少しずつ進歩していくことが理解できて、レッスンには意欲的にな

る。 

・ 生活に張りができて毎日が楽しい。また、心も落ち着く。 
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・ 新しい曲に挑戦することで、脳を刺激して老化を防ぐ。 

・ 家族とコミュニケーションの場が広がる。 

・ 本人の意志次第で、一生レッスンを続けることができる終わりのない世界である。 

 

 ここで挙げられた内容は、個人の持つ音楽的資源とその制約状態ということができる。

このような制約状態の中で音楽活動を展開するために、高齢者は音楽的資源をはじめとし

たさまざまな資源を取捨選択し、組み合わせているといえる。 

また、辻（1990）は、大人の強みが発揮される場面として以下のようなことを挙げてい

る。 

・ 無駄なことは先回りして避けることができる。 

・ 楽器や先生を選ぶことができる。人に勧められても、それに一歩距離を置いて対する

ことができる。 

・ 音楽表現のニーズや緊張感などを自ら工夫して作り出すことができる。 

・ 集中力を維持しあるいは弛緩させる方法を知っている。 

・ 学習環境を変えることができる。 

・ 効果的、能率的な学習法を自ら案出しようとする。 

・ 美しい音、人に感動を与える音楽、といった観点から楽器に取り組むことができる。 

・ 音楽の出だしをあわせるのは子どもでもできるが、大人だけが音楽の最後をうまく締

めくくることができる。しかもピアニッシモで。 

・ 大人はガクタイではなく楽団を作ることができる。 

・ アダージオの美しさを知っている。 

・ 失敗しても、それを教訓として学ぶことができるし、また同じ失敗を繰り返さないよ

うに努めることができる。 

・ 恥を知り、人に迷惑をかけないですむ方法を考える。 

・ 自らの能力の限界を知り、より得意な分野を開拓しようとする。 

・ 人生の経験を音楽に活かそうと努力することができる。 

・ 不幸にして挫折しても、心の傷として残さないような工夫をする。 

  

これらは、高齢者の持つ知恵やライフスキルとも言うべきものであり、個人的な資源と

解釈することが可能である。 
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音楽活動を行うためには、Kelly ら（1987）や Sherman（1974）が指摘しているよう

に、「収入や健康が活動参加にとって不可欠なものである」。その他にも、その人の家庭環

境、家族関係、個人の才能や関心の方向性、社会政策、教育政策、その個人が属する地域

の文化政策などが関連する。これらは最も低次の資源として位置づけられる。 

以上のような様々なレベルの資源を相互に関連させあい、その状況に合わせて取捨選択

をしながら音楽活動を通して退職というライフイベントに対処し、サクセスフル･エイジン

グを実現させようとしていると説明することができる。 

 

第 4節 まとめと議論 

「私が苦しいとき、音楽が心の支えになった」という言葉は、音楽活動に夢中になって

いる高齢者からよく聞く言葉である。そうした経験が音楽を継続する大きな要因となって

いることも活動者の中でよく見られる現象である。なぜこのような現象が生まれるのかと

いえば、生活の変化が訪れ、生活そのものも人々の精神状態も動揺しているときに、それ

にうまく適応する手段を音楽活動が提供したからにほかならない。従来の研究では、新し

い人間関係を築くこと、新しい目標を持つこと、活動を通してアイデンティティが維持さ

れることがこのような現象と関連していると説明されてきた。もちろん、音楽活動によっ

て得られる健康感や自己有用感、自己実現の感覚も関わっている。また、音楽活動がもた

らす非日常的な空間が目の前の苦しい現実からの逃避をもたらすという点で役立っている

ともいえる。特に、高齢期においては、退職や病院・施設への入院･入所、親しい人との死

別など人生を大きく揺るがすようなライフイベントが多く起こることが予測されることに

加え、加齢に伴い個人が持っている資源も減少し、活動の範囲も狭まってくる。音楽に触

れることで生活のさまざまな領域にまたがる資源を多く獲得し、それらによって失われた

ものを部分的にでも埋め合わせられていること、さらに、音楽に触れることによってそれ

まで眠っていた潜在能力が開花したことを高齢者は「心の支えになった」と感じていると

いうことが出来よう。 

この章では、音楽老年学の課題の 1 つとして、高齢者の適応行動と音楽について取り上

げた。SOC モデルを用いれば、加齢に伴う生活の変化や音楽活動上に起こる変化に対処す

る方法を説明することができる。これは、個人のサクセスフルな状態に向かって人々が試

行錯誤し、創意工夫を凝らしながら生活を組み立てている過程を説明できるからである。 

音楽活動上で起こる変化への対処については、これまでにも音楽家を事例にして説明が
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行われてきたが、そこで説明されてきた内容は一般の高齢者にももちろん当てはまる。

SOC という戦略に注目すれば、加齢に対処することを意図せずに行われている高齢者の音

楽活動が、実は、高齢者の持つ音楽的な潜在能力を活かして生活の変化に適応するための

効果的な方法となっているのである。選択、補償、最適化という戦略は多くの場合、日常

的に、無意識に行われているものであるが、この戦略に注目し、うまく活用することによ

ってより効果的な介入方法を生み出すことにもなる。音楽活動の類型としてセラピー・ミ

ュージックというカテゴリができ、そこに関与している高齢者が増え続けている背景には、

これまでに、音楽療法をはじめとした関連領域が高齢者の持つ潜在能力をうまく活用でき

る効果的な実践方法を数多く生み出しており、そこに効果が見られているからにほかなら

ない。音楽療法の文脈においても「高齢者の持っている潜在能力を活かした」実践方法を

試みることが強調され続けている。SOC の戦略は、高齢者の持つ潜在能力を効果的に活用

する 1 つの方法である。このような枠組みで実践を説明し、評価することは、音楽療法が

さらに発展していくことにつながるだろう。 

一方、社会的生産関数理論の枠組みを用いれば、ライフイベントに対する新しいとらえ

方ができる。例えば、「退職」というライフイベントは、1 つの手段的目標だけでなく複数

の手段的目標、したがって２つの普遍的目標の達成を困難にさせるという意味で、個人に

危機をもたらす重要なライフイベントであると解釈することが可能になる。 

また、喪失した手段的目標を代用しているものに注目すれば、1 つの代用物は 1 つの目

標だけを満たすものではなく、複数の目標の達成を可能にすることもある。このように複

数の目標に作用する活動を Steverink ら（1998）は「多機能的活動」と呼び、Well-Being

を生産するために重要な資源となることを説明している。つまり、このような多機能的な

活動を行うことは、コストを少しかけるだけで多くの利益が得られるという点で効率よく

Well-Being をもたらすことができるので、このような活動を多く行うことが望ましいと考

えられているのである。その意味では、音楽活動は社会的 Well-Being だけでなく身体的

Well-Being の多くの目標や資源を一度に生産することができるので、まさに多機能的活動

であり、ゆえに高齢者にとって望ましい活動であると言うことができよう。 

他の領域で行われているあらゆる活動も、同様に、多機能的活動であり、それゆえに高

齢者が積極的に参加し続けているといえるが、高齢者の置かれている生活環境や制約的状

況、これまでの人生経験を考慮すると、音楽は高齢者の手の届きやすい場所に存在してお

り、多様な方法でもってそこにアクセスできるという最大の利点がある。ゆえに、高齢者
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が大きな負担を抱えることなく豊かな生活を送り、サクセスフル･エイジングを実現するこ

とに貢献しているといえる。 

さらに、活動の専門性が高ければ活動の代用の可能性は低くなるが、専門性が低ければ

代用の可能性は高くなることが指摘されている（Choi, et al., 1994）。この指摘に従えば、

シリアス･ミュージックと同様、カジュアル･ミュージックもさまざまな状況に対応できる、

むしろカジュアル･ミュージックの方が他のライフスタイルに及ぼす影響力が大きいとい

えよう。 

ここでは 2 つの理論を取り上げて考察を試みたが、どちらの理論にも共通していえるこ

とがある。それは、どちらも高齢者だけでなく、人間の行動一般に適用できるが、高齢期

における行動の説明により効力を発揮することである。身体的な活動能力や視力、聴力の

衰え、収入の減少など目標達成のために動員できる諸資源の制約が大きくなる高齢期にお

いては、そうした制約の下で、いかにして自らの目標を設定し、それを実現させていくか

がそれ以前の時期よりも大きな課題となるからである（Baltes and Baltes, 1993 ; 小田, 

2004）。そのため、高齢期を迎えたときにどのような資源をどのくらい持っており、それ

を活用する能力をどのくらい持っているかが重要となってくる。その意味では、高齢者個

人には適応できる能力が求められているといえるだろう。しかし、個人がいくら適応でき

る能力を持っていたとしても、それを十分に発揮できるような環境がなければ能力を活用

することはできない。このような環境を整えることが社会全般に求められている課題とし

て浮かび上がってくる。 



 - 173 -

第7章 音楽老年学の構想 

 

 

第 1節 音楽老年学の対象 

 音楽老年学の対象は、サード・エイジャーの音楽活動、および音楽活動を行うサード・

エイジャーである。 

音楽老年学では対象者を｢高齢者｣とするのではなく、「サード・エイジャー」とする。

ライフコースが多様化することによって、年代学的な年齢のみでは高齢者を捉えることが

難しくなってきた。サード・エイジとは Laslet（1989）の唱えた人生の 4 区分の 3 番目の

段階に当たり、｢人生の最盛期｣に当てはまるとされる。従来の高齢期は、減退、衰退の時

期ととらえられ、成長よりも「悪化」することに注目することが多いが、サード・エイジ

の考え方ではこの時期を達成、完成、充実を目指して成長する時期と考える。つまり、従

来の発達課題の考え方とは異なり、高齢期を第 2 の成長の時期であると考える。そのため

サード・エイジの始期と終期は規範的なものではなく、個人の主観的な見方、個人の人生

の目的や生き方、身体的活動能力や健康によってさまざまであるとされる。音楽老年学で

は、年代学的な年齢でいわれる老後に軟着陸する方法や課題にも注目していくため、従来

の「高齢者」よりも広い範囲で、より発達的な要素を持った高齢者を含む｢サード・エイジ

ャー｣を対象とする。｢老年学｣という学問領域の 1 つであるから、その後のフォース・エ

イジに該当する高齢者についても考慮に入れる。 

音楽老年学で対象とする音楽活動の内容は、楽器の演奏、歌唱、鑑賞、創作という 4 種

類である。音楽や音楽活動の範囲についてはこれまでにも検討が進められている。海野

（1994）が「音楽を心身に取り入れる手段は、歌うこと、楽器を弾くこと、良い音楽を聴

くこと、作曲することである」と指摘しているように、これまでの音楽研究では、音楽活

動形式には、歌を歌うこと、楽器演奏、音楽鑑賞に加え、創作すること、ダンスをするこ

とまでが含まれるとされている。しかし、Gates（1991）が、音楽の参加形態を検証する

中で、ダンスを音楽として扱っている事象や研究を詳しく検討すると、その場面において

は音楽は副次的なものとして扱われているので、削除するのが好ましいと指摘しているこ

と、小林（2008）が、自身の行なったインタビュー調査の結果、高齢者が行う活動は 3 つ

の内容「聴く」（コンサート鑑賞、CD、レコード鑑賞、テレビで見る映画、音楽番組）、「歌

う」（コーラス、カラオケ、日常生活の中で歌を口ずさむこと）、「演奏する」（演奏技能の
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向上、過去に培った技能の復活）に分類され、これらの活動のうち少なくとも 1 つ以上の

活動について、さまざまな強度と頻度で高齢者は関与していると指摘していることから、

音楽老年学で扱う音楽にはダンスは含まないこととした。 

一般の高齢者にとって馴染みのあるカラオケは対象となる。金子（2006）は、「高齢者

の健康にとって、カラオケすることはプラスになると考えられ、ここから音楽の持つスト

レングス機能が確認できる。音楽系の趣味なら、たとえカラオケを一生懸命やる過程でも

友人関係（ストリングス）が増え、自分の音楽的な技量向上も含めて、生きる喜び（スト

レングス）が得られ、それがサクセスフル・エイジングの大きな要因になると考えられる。

楽しく歌えば、少なくとも気分が晴れてすっきりするので、高齢者も含めた現代人のライ

フスタイルの中にカラオケが含まれていた方が、生きがい、健康にはプラスの面が多い」

とカラオケが高齢者にとって有益であることを指摘している。 

以上のような音楽活動の他にも和声や楽典、その音楽の起源、歴史、音楽家の伝記などを

学習すること、音楽をテーマとした映画やテレビ番組を視聴すること、音楽的な技術や知

識を持つ人はそれを誰かに教えたりすることなどもサード・エイジャーが行う音楽活動と

して考えられる。 

また、音楽のジャンルにおいても、Osgood（1993）は、「高齢者が音楽をすることにあ

たっては、すべてのタイプの音楽（たとえば、フォーク、民族音楽、クラシック音楽、ジ

ャズ、ポピュラーミュージック）が求められるだろう」と述べている。このような内容の

活動についても対象としていく。 

 

第 2節 音楽老年学の目的 

 音楽老年学の目的は、サクセスフル・エイジングの課題をサード・エイジャーの音楽活

動と音楽活動を行うサード・エイジャーという観点から究明することである。 

 1 つ目は、サード・エイジャーが行う「音楽活動」という側面からサクセスフル・エイ

ジングの課題を究明する。具体的には、音楽活動のもたらす効果がどのようにサクセスフ

ル・エイジングを可能にするのかを検討していくことである。 

音楽と高齢者に関するこれまでの研究は、音楽療法に代表されるように、その多くが事

後的効果に注目して進められてきており、地域で暮らす健常な高齢者に対してはほとんど

言及されていない。したがって、音楽活動の内容についても、音楽療法の手段として行わ

れている音楽が主に言及されている。そのため、そこで言われる音楽とは、高度な音楽技
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能や知識を持つ音楽家や教師、音楽療法士のようなある特定の人から何らかの目的を持っ

て施された受け身的な音楽であることが多く、個人が音楽に主体的に関わるという観点か

らのものではない。 

事前的効果としては、音楽が高齢者の QOL 向上の一助となっていることをあげること

ができる。このことに関しては次のような指摘がある。「言語で表現すると否定的な行動と

して社会的に受け入れられにくい感情を音楽によって表現することができるという心理的

効果だけでなく、音楽を他者と共有することによって自己意識や他者意識を深め、自己の

柔軟性や適応力が発達し、同時に共感や寛容の姿勢を向上させること、集団的な活動にお

いては、個々が自己の役割を認識、遂行し、柔軟性のある主従関係を発展させるなど人間

関係や社会秩序について体験することができるという社会的効果がもたらされる」（谷口, 

2005）。そして、高齢期の生活満足度や主観的幸福感、モラール、セルフ・エスティーム

に音楽活動がポジティブな影響を与えていることも明らかにされている（例えば、Kelly, 

1978 ; 1987; Osgood, 1993 ; Silverstain and Perker, 2002 ; 金子, 2006 ; Michalos and 

Kahlke, 2008）。さらには、病気や障害の予防、健康の維持の手段として音楽が有効であ

ることも明らかになっている。このような予防的な効果も考慮することとする。 

音楽活動がもたらす効果には高齢者個人にもたらす効果と社会全般にもたらす効果が

ある。これまでの研究では個人にもたらす効果に注目が集まっていたが、音楽のマクロ社

会的な効果についてはほとんど検討されてこなかった。例えば、高齢期における運動やス

ポーツが健康の維持・増進に有用であり、ひいては国民医療費の抑制や削減につながる、

といったような効果があることも推測される。このような効果についても積極的に検討し

ていく。 

その逆に、サード・エイジャーが行うさまざまな種類とレベルの音楽活動に社会が与え

る影響を明らかにすることにも注目が必要である。例えば、精神的ゆとりがなければ音楽

活動に興味・関心を持つこともないだろう。経済的ゆとりがなければ、音楽メディアや楽

器を購入することは難しいし、時間的ゆとりがなければコンサートに行くことも音楽をじ

っくりと楽しむこともできない。そうしたゆとりは制度的、政策的、環境的条件に左右さ

れることが考えられる。このような社会的条件が高齢者の音楽活動にもたらす効果につい

ても対象とする。 

さらに、音楽は必ずしも高齢者にとってポジティブな効果ばかりを与えるのではない。

高齢者にとっては音楽活動を行うことによって自分自身の加齢に直面することとなり、そ
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れが生活満足度や QOL を低下させ、結果的にサクセスフル・エイジングを不可能にさせ

てしまうことになる。このようなマイナスな効果についても検討していく。 

 2 つ目の目的は、音楽活動を行う「サード・エイジャー」という側面からサクセスフル・

エイジングの課題を究明する。具体的には、サード･エイジャーが音楽活動を行うことでど

のようにサクセスフル･エイジングを実現するのかについて究明する。また、本研究で設定

した音楽ライフスタイルという概念を用い、その形成過程と他のライフスタイルとの関係

性に注目してサード・エイジャーの音楽活動について考察することも試みる。 

音楽活動によってサクセスフル・エイジングが可能になるかどうかは、活動を行う高齢

者のパーソナリティや音楽活動に対する興味関心の度合い、音楽活動に対する態度が重要

な要素となる。このような個人の内的要因のほかに、サクセスフル･エイジングは社会的条

件に左右される。個人のサクセスフル･エイジングを左右する内的要因と外的要因の両方を

考慮して、サード･エイジャーのサクセスフル･エイジングについて検討する。 

 

第 3章 音楽老年学の構造 

本研究で構想した音楽老年学の構造は以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈説明〉 〈実践〉
老年学 音楽活動 

サクセスフル･

エイジング 
理論やモデル 各種の効果 

Gerontology of Music 

新たな事実発見による洗練化 

Gerontology in Music 

老年学の理論やモデルの応用

音楽老年学 
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音楽老年学の目的は、サード･エイジャーのサクセスフル･エイジングの課題を音楽とい

う観点から究明することである。 

老年学の理論やモデルはサクセスフル･エイジングについて説明する。ここで用いられ

る理論やモデルは、老年学研究において主要な理論である離脱理論や活動理論、継続性理

論、ライフコース論、社会的相互作用論、役割論、補償を伴う選択的最適化モデルなどが

あげられる。一方、音楽活動は実践の領域である。音楽老年学でいう音楽活動は、セラピ

ー･ミュージック、カジュアル･ミュージック、シリアス・ミュージックの 3 つに分類する。

音楽活動から得られるさまざまな効果は、高齢者のサクセスフル・エイジングを可能にし

ている。その効果には、病気や機能低下の予防を目的とした事前的な効果と治療や改善を

目的とした事後的効果、個人に対してもたらされる効果と社会に対してもたらされる効果、

ポジティブな影響を与える効果とネガティブな影響を与える効果がある。これらの効果は

すべて、サクセスフル・エイジングの実現に影響を及ぼしている。 

さらに、高齢者の音楽活動が効果的に行われ、サクセスフル・エイジングに導かれるよ

うに老年学の理論やモデルを応用させる。これは、Gerontology in Music のアプローチで

あり、既存の下位領域の老年学でも盛んに行われているアプローチである。一方、高齢者

の音楽活動に関するさまざまな領域での研究や実践によって得られた事実発見から既存の

老年学の理論を洗練化させていく。また、音楽という領域ならではの理論や枠組みを構築

することも視野に入れる。これが Gerontology of Music のアプローチであり、このような

アプローチは他の下位領域の老年学ではほとんど取り組まれていない。このような循環的

な流れによって、老年学の研究領域も高齢者の音楽活動も発展することが期待される。 

 

第 4節 音楽老年学の研究方法 

 音楽老年楽の研究方法はさまざまに存在する。 

 老年学研究において主要な理論である離脱理論や活動理論、継続性理論、ライフコース

論、社会的相互作用論、役割理論、補償を伴う選択的最適化モデルはその代表例である。

既存の理論やモデルにとらわれず、社会的生産関数理論など新しい理論を用いて高齢者の

音楽活動を説明することにも積極的に取り組む。 

 また、個別具体的な事例研究から大量観察法まであらゆる方法を用いる。さらには横断

的な方法だけではなく縦断的な方法も用いる。 
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第5節 音楽老年学のアプローチ方法 

 音楽老年学で用いるアプローチ法はGerontology in MusicとGerontology of Musicの2

つである。前者は高齢者の音楽活動が効果的に行われ、サクセスフル・エイジングに導か

れるように、老年学の理論やモデルを応用することであり、後者は高齢者の音楽活動の研

究から得られた新しい事実発見に基づいて老年学の理論やモデルの洗練化を行うことであ

る。 

 

第 6節 音楽老年学の特徴  

以上のように構想した音楽老年学とは、以下のような特徴をもつ研究領域である。 

 

1． 幅広い現場において、人々の直面する音楽の課題を解決するための実用性を持つもの

である。 

2． 臨床的な実用性だけでなく、個人といったミクロ的現象から広く一般社会といったマ

クロ的現象までを対象とする。 

3． 研究方法としては、個別具体的な事例研究から集団観察まであらゆる方法を用い、関

連領域のさまざまなパースペクティブを用いて対象を捉える学際的な性格を持つ。 

4． 老年学の下位領域の一つとして、その他の下位領域の老年学と対等な立場に位置する

研究領域であり、高齢者のサクセスフル・エイジングの課題を主要なテーマを 2 つの

アプローチで説明することによって従来の音楽研究だけでなく老年学の概念そのもの

の問い直しをも課題とする。 

 

第7節 音楽老年学が取り組むべき課題 

音楽老年学は構想され始めたばかりの段階であり、検討しなければならない課題が多い

が、以上の結果から課題を何点か取り上げておきたい。 

まずは「個人」の次元に関する課題である。音楽は必ずしも高齢者にポジティブな効果

のみをもたらすわけではない。音楽活動を行うことを通して、また、音楽に触れあうこと

を通して、高齢者にネガティブな効果をもたらすことも確かなことである。高齢期におい

ては、身体的機能の低下によってそれまで出来ていたことが出来なくなったことや徐々に

活動に制限が加わるようになってきたことを、音楽を通して自覚することによって老化に

直接向き合うこととなり、そのことが生活満足度や主観的幸福感にネガティブな効果をも
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たらすことも考えられる。 

多くの人はこのようなネガティブな面をうまく調整しながら音楽ライフスタイルを形成

していると考えられるが、こうしたことに関しては、これまで触れられることがなかった。

小沼（2000）は、「音楽は栄養であり、薬であり毒でもある」と指摘し、その具体例とし

て、以下のような場面を紹介している。 

 

とても疲れているから、チケットは買っていたけれど、今晩のコンサートに行くのはやめて

しまおう。そんなふうに思うことはしばしばあります。でも、会場で友人に会う約束をしてい

たから、と、足をひきずりながら、しぶしぶ出掛けてゆく。開場してホールにはいりはしても、

このまますっと帰ってしまおうかと迷いつづけているうちに、開演のチャイムがなってしまい

ます。前半だけは聴いていくことにしよう―ところがです、いざ音楽が始まり、身を浸してい

ると、いつのまにか「わたし」は音楽を楽しんでおり、休憩時間の頃にはすっかり疲労がとれ

ている、たとえそこまでいかなくても、何かすっきりした気分になっている。（小沼, 2000, 

228-229）。 

 

このような事例に対し、これまでは、「気分がよくなった」という結果の部分だけに注目

され、そこから音楽の効果が説明されてきた。しかし、それ以前の部分、つまり、行きた

くなくても行かなければならないという状況を音楽活動が生み出していることも事実であ

る。また、特に集団で活動を行う場合は「しなければならない」という責任や義務感が伴

うため、それがアンサクセスな方向に導くこともある。このような状況は、音楽のもたら

す毒そのものであり、このような要因についてはこれまでに注目されてこなかった。 

当然のことであるが、サクセスフル・エイジングの観点からサード・エイジャーと音楽

の関わりを考えるためには、音楽教育産業が中高齢者を対象としてマーケットを拡大して

きたことや、音楽ホールや多目的施設の建設など地域の音楽環境が充実してきたこと、多

くの人が手軽にオーディオ機器や音楽メディアを手に入れることができるようになってき

たことなど、社会的な音楽環境の変化を無視できない。 

二つめは、「社会」の次元に関わる課題であり、音楽がもたらす社会経済的効果につい

て明らかにすることである。音楽には「音楽は個人のアイデンティティである」という個

人の内側に向かう方向と、「コミュニケーションの基礎的手段として社会的相互作用を促進

する」という個人の外側に向かう 2 つの方向のベクトルがあると言われているが（Pickles, 



 - 180 -

2003） 、それらは個人の次元に関わることであり、これまでの研究では、音楽のマクロ

社会的な効果についてはほとんど検討されてこなかった。例えば、高齢期における運動や

スポーツが健康の維持・増進に有用であり、ひいては国民医療費の抑制や削減につながる、

といったような議論は音楽については聞こえてこない。 

その逆に、サード・エイジャーが行うさまざまな種類とレベルの音楽活動に社会が与え

る影響を明らかにすることにも注目が必要である。例えば、精神的ゆとりがなければ音楽

活動に興味・関心を持つこともないだろう。経済的ゆとりがなければ、音楽メディアや楽

器を購入することは難しいし、時間的ゆとりがなければコンサートに行くことも音楽をじ

っくりと楽しむこともできない。そうしたゆとりは制度的、政策的、環境的条件に左右さ

れることが考えられる。Cockerham ら（1997）は Weber や Broudieu らが、「ライフスタ

イルはその時点によって適切なものが選択されるが、完全に自由な状態で行われるもので

はなく、個人の置かれた状況に存在する社会的制約の範囲内で行われる」と説明している

ことを紹介しているが、社会的制約と音楽との関係はこれまでにあまり関心がもたれてい

ない。 

音楽活動に関する課題も挙げられる。本研究では集団で行う演奏活動のみに注目して研

究を進めた。音楽活動の中には個人で行う活動も多く、むしろ、音楽をじっくりと味わう

ためには一人の方が良いという人もいる。そのような活動からも多くの満足感が得られて

いると推測されるが、本研究をはじめ従来の音楽活動に関する研究は集団に属して行う活

動が注目されており、よって、そこから得られる結果を一般化することは不適切であると

考えられる。また、活動の種類も楽器の演奏や合唱という場面が多く取り上げられており、

鑑賞や創作という活動に関して関心が向けられた研究は少ない。 

また、実際に音楽活動をしている人の中には演奏からその他の活動形態へと活動範囲を

広げている人もいる。このような活動形態の広がりは注目に値するものであり、音楽老年

学が説明していくべきテーマとなるだろう。 

さらには、テレビやラジオといった新しいメディアを通した音楽活動についても高齢者

にとって有効であることが指摘されている（例えば、Halpern ら, 1996）。このような、楽

器以外のメディアによって楽しむ音楽活動についても対象にしていかなければならない。 

音楽活動を継続するうえで、その関与の仕方がシリアス化されるということに注目が集

まるが、単にシリアス化していくだけでなく、状況に応じてシリアスな関与のときもあれ

ばカジュアルな関与のときもあると想定され、そのことによって満足感が得られることも
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考えられる。このような活動の強度の可塑性も音楽老年学が注目すべきテーマとしてあげ

られる。 

 

第8節 芸術領域の老年学の発展の可能性 

本研究で、音楽老年学を構想したことによって、他の芸術領域の老年学が発展する可能

性が示唆された。 

音楽だけに限らず、他の芸術活動に参加している高齢者も多く見かけられており、高齢

者の生活を豊かにしている。しかし、音楽と同様、芸術領域全般に対して老年学の関心は

薄い。 

 『エイジング大事典』では、これまでの老年学の流れでは芸術領域は注目が少なかった

が「実践上の革新と学識の進歩をもたらした」ことで老年学に大きな貢献を果たしてきた

とし、その内容について次のように説明している。 

 

 

【実践上の革新】  

実践上の革新には以下のことがある。1980 年代以降のアメリカに見られる特徴として、そ

れまでに比べて多数の高齢者が創造芸術に興味を寄せ、参加する機会の幅を広げている。革

新的なプログラムがレクリエーション施設や高齢市民センター、成人教育機関で開発されて

きたし、高齢者層が、これまでより高い教育水準を持ち、芸術への参加のための健康や余暇

を伸ばしているので、芸術は急速に人気を高めている。これまででも博物館やオーケストラ、

演劇のグループは高齢の観客が気安く入りやすくするために諸策を講じてきたが、一方、ま

た芸術のグループは、病気やナーシング・ホーム、高齢者センターにおいて高齢者への活動

を推し進めてきた。こうした活動の発展は、芸術への新しい観客としての高齢者に機会を広

げてきた。そのうえ、高齢者も、陶芸や絵画、彫刻、演劇のような芸術表現媒体における芸

術作品を創作するようになった。芸術や創作は、豊かな退職者コミュニティに住む老人から

ナーシング･ホームに収容されている虚弱な高齢者に至るまで多くの人々にとりわけ成功を

おさめていることがわかった。音楽や詩と一緒にダンスや体を動かすことは、高齢精神病理

学を含む精神病が以上の問題を抱えるものに対して、物理療法として効果を挙げている。 

【人文科学教育の機会】 

  芸術と人文科学双方のプログラムに対する高齢者の人気が老年期そのもののイメージの
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変革であり、衰退と無能力というありきたりのイメージからの転換である。この老齢につい

てのイメージ変革は、高年齢層のための芸術と人文科学のプログラムをいかに作るかという

新しい問題を提起する。これらの芸術と人文科学の活動が『治療』あるいは「教育」、「レク

リエーション」と呼ばれようと、まだ未解決の問題、資金調達と正当性という問題が残って

いる。 

 これらの問題は次々により深い問題を示すことになる。つまり、人生の最終段階における自

己理解あるいは創造の活動に対して、社会はいかに目を向けたらよいかという問題である。

晩年における創造性の可能性と限界は、生涯発達心理学を研究する学者が長い間取り組んで

いる関心ごとである。高齢者が知能や創造的志向に対する能力をとどめているかどうかとい

う問題については意見がはっきり分かれている。（『エイジング大事典』, 2007, 311-312） 

  

この記述は、老年学においても芸術領域の重要性が認識されていることを意味してい

る。また、Cohen（2001）は「創造性」という側面から次のように述べている。 

 

エイジングに伴うもろもろの問題があることは否定すべきもない。だが高齢者の潜在能力

の方はこれまで一般に否定されてきた。その潜在能力の究極の発現は、創造性である。創造

性はもともとエイジングと共存していたのだが、老年のそれを社会が否定したり、軽視した

り、けなしたりしてきたため、多くの人々は晩年に自分の中にある創造性に気付くことも追

い求めることもなかったのである。創造性をエイジングに関連して理解しておくことが極め

て大事なのは、その理解があれば年輩者が晩年に自らの潜在能力を利用できるようになるば

かりではなく、より若い年齢の人々に自分が何ができるかをあらためて考えさせることにな

るからである。晩年の潜在能力が否定されてしまえば、人は将来の計画を立てたり、将来に

備えたりはしなくなる。それがあると知っていれば、機会や挑戦や自らに対する責任といっ

たものへの意識が前向きに変化する。（Cohen, 2001, 17） 

 

本研究では、従来の研究では用いられていない研究方法や説明枠組みを用いて高齢者の

音楽活動について検討したが、そのことによって音楽活動が高齢者にもたらす効果をより

多角的、多次元的に説明することが可能になり、サクセスフル・エイジングの課題として

注目するに値する活動であることを強調できた。Menec(2003)が「音楽、美術、芝居の鑑

賞は、各種機能の良さを必要としない活動である」と述べているように、音楽と他の芸術
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領域との類似性も指摘されている。このことから考えると、他の芸術活動においても同様

に、当該芸術領域における従来の研究枠組みを含め、学際的なアプローチで現象に向き合

うことによって、芸術活動が高齢者の人生や Well-Being にもたらす効果を説明し、その

ことによって高齢者の生活が豊かになることをさらに強調できる可能性がここには現れて

いるといってよいだろう。 

 

第9節 終わりに 

本研究で構想した音楽老年学はまだ生成途上であり、今後も老年学に「音楽」とつける

意味、音楽に「老年学」をつける意味についてさらに吟味し、洗練・発展させ続けなけれ

ばならない。しかし、大きな発展を遂げる可能性を秘めている。 

今後の高齢者像は現在の高齢者像と大きく変化する可能性がある。それは、団塊の世代

が本格的に高齢期に突入するからである。それに伴い、高齢者が形成する音楽ライフスタ

イルも現在のものとは大きく異なることが予測される。 

例えば、団塊の世代が形成している音楽ライフスタイルについて、以下のような記述が

見られる。 

  

 中高年の楽器演奏者でつくるアマチュアバンド、いわゆる「おやじバンド」への参加者は、

団塊世代に多く見られる。だが、自由時間が増えることで、すでに取り組んでいる人たちだけ

でなく、若い頃に楽器をやっていたものの、仕事が忙しくなるにつれて楽器に触れなくなった

人たちも再び触れるようになるだろう。なぜなら、団塊世代にはビートルズやグループ・サウ

ンズの影響で、上の世代に比べるとはるかに楽器に親しんだ人が多いからだ。また、子育てや

住宅ローンが終わって、生活に余裕ができ、昔は変えなかった高価な楽器にも手が届くように

なった事情もある。 

 おやじバンドに参加している村山純一さん（60 歳仮名）は、最近昔やっていたエレキギター

に再挑戦しバンドを復活させた。「バンドは自分のもうひとつの表現手段。仕事以外に傾ける別

のエネルギーが出てくるような気がする」と語る。 

 若い頃に楽器を弾き、バンドやクラブ活動に参加していた経験のある人は多い。それが、な

ぜ社会人になるのと同時に楽器から手が離れてしまったのか。理由は簡単に言えば、楽器では

食べていけなかったからだ。ごくわずかの例外を除いてほとんどの人は、就職と共に楽器から

も卒業してサラリーマンになっていた人が団塊世代には多い。（村田, 2007, P.90） 
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  団塊青年たちはジーンズや長髪、ミニスカートなどのファッションを好み、ビートルズやフ

ォークを奏で、旅行や外食で生活を楽しみ、新しいブームやマーケットを創り出した。会社人

間になってからは鳴りを潜めていたが、定年を迎えたこれからは、青春プレイバックを含めて、

いよいよその文化が再び花開くときかもしれない。 

 その兆候は、音楽の分野で顕著に表れてきた。2009 年、まさに団塊世代のグループ「アリス」

が再結成され、全国のコンサート会場は同年代の観客で埋め尽くされた。ほかに、井上陽水、

チューリップの財津和夫、かぐや姫の南こうせつや伊勢正三、オフコースの小田和正、沢田研

二、ワイルドワンズ、女性では「赤い鳥」の山本潤子、高橋真梨子など団塊世代の歌手も、昔

と変わりなく現役で活躍し続けている。 

 この時代の若者はフォークに限らず、ロック、ジャズ、シャンソン、クラシックなど、音楽

は何でも吸収した。アメリカのヒット 10 に関心を寄せながら、日本のポップスも歌っていた。

学生時代は街のそこかしこにジャズ喫茶があったし、コンサートにもよく行った。 

 このような経験をしているからか、リタイア後は、音楽を楽しむ人が結構いる。IT 関係のコ

ンサルタント企業で社長を務めたあと、ジャズボーカリスト教室に通い詰め、念願のライブハ

ウス・デビューを果たした人。60 歳を過ぎてからシャンソン歌手になるという夢を実現させた

人。学生自体のハワイアンサークルを復活させ、家族ぐるみで演奏活動を始めた人。おやじ・

ロックバンド・コンテストへの出場を果たしたグループ。 

 私が理事長を務める NPO には、ジャズ同好会がある。最初はおとなしくライブハウス巡り

などをしていたが、そのうち、それでは飽き足りなくなり、メンバーが演奏する定例会を毎月

開いている。毎回、ドラム、ギター、ピアノ、ボーカルなど、演奏したくて仕方がないメンバ

ーが集まって大盛況だ。 

 六本木には、いにしえのギター青年が集まるライブハウスがある。夜も 7 時過ぎたあたりか

ら、スーツ姿のサラリーマンが三々五々集まり、なつかしのベンチャーズやグループサウンズ

の曲を演奏して、しばし時の流れを忘れる。 

 山梨県には、生涯学習としてオーケストラ活動を楽しもうという「山響シニアオーケストラ」

というグループがある。香川県にも吹奏楽団「香川シニアウインドオーケストラ」がある。（松

本, 2010, P.244-246） 

 

 ここで紹介した事例以外にも、団塊の世代の音楽の嗜好や音楽への態度の独自性と
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今後の可能性について述べている著作も多く見られる（例えば、残間, 2005 ; 山口, 

2006 ; 三浦, 2007; 和田, 2007b）。 

これまでにも新しい世代的な音楽文化を作ってきたとされる団塊の世代は、高齢期

においても新しい音楽文化を形成し、さらには新しい高齢者文化を形成する可能性が

高い。松本（2010）は、上記のような事例を紹介した後で、「そんな楽しみ方を知って

いる団塊世代がこれからたくさん地域に戻ってくるということだ。高齢者向けの施策

だけを考えていたら、的外れだということは、このことからも分かるだろう」と続け

ている。これはまさに的を射た指摘であると言えよう。新しい文化を持った高齢者が

今後の音楽老年学の発展に大きな貢献をするのは間違いない。 

また、今現在高齢期に突入し始めた人たち、およびこれから高齢期を迎える人たち

は、自身の祖父母や親世代という高齢者のモデルが存在するため、自らの高齢期の過

ごし方について想像しやすく、あらかじめしっかりと準備をして高齢期を迎えるよう

になると考えられる。近年の健康志向と相俟って、現在の高齢者よりも健康で、自ら

の生活を豊かにすることに意欲的な人が増えると予測される。したがって、高齢期の

生活を豊かにするために音楽活動を選択する高齢者も増えてくるだろう。そのことに

よって高齢者の音楽活動に関する関心はさらに高まり、そのことが音楽老年学を発展

させていくに違いない。 

もちろん、音楽老年学が高齢者の音楽活動に大きな利益を生み出していくことも予

測される。音楽活動を行うことには性別、年齢、居住地域、その人が所属している社

会政策や文化などによって大きく違いがある。これまでの研究の枠組みではこれらの

違いを解明することには限界があった。しかし、音楽老年学という研究領域によって、

この差がなぜ起こるのか、そしてこの差がどのように高齢者の生活全体や高齢者の音

楽活動に影響を与えるのかについて解明できるはずである。そのことが高齢者の音楽

活動をより発展させることにつながっていくだろう。 

音楽老年学の発展と研究の蓄積、そしてその事によって高齢者の生活がさらに豊か

になることが期待される。 
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